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特長
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P
 

lntelli~ent D{f!Jtal Enhanced Communications System 

・Digital Signal ProcessorでIF以降を処理H
多様で高性能な・・・混信除去・・・を実現しました

DSPは、こんなところで働いてます
多段階に選べるデジタル・フィルター＆帯域シフト（→p.43)

目的以外の信号を除去する ビートキャンセラー（→p.45)

IFオートノッチ（→p.45)

ノイズリダクション（→p.46)

リリースタイムが連続して変えられるデジタルAGC（→p.64)

調節できる送信f特（→p.22、66)

帯域分割型のスピーチプロセッサー（→p.23)

全モードの変調と復調

． エレク卜口ニックキーヤーは超・多機能（→p.52、リスト→p.59)
Keying Speedやウエイト調整はもちろん 自由自在にシリアルNo.を足

したり引いたり・・・・・・・・・・cwの世界を画期的に変えます
※ ソフトウエアはK・1LOGIKEYを使用しています

・57600bpsの高速パ、ノコン・コントロールが可能（→p.82)
コマンドは62種類（→p.83）プラスメニュー・コントローjレ69種類（→p.87)

・受信信号もオー卜・アンテナ・チューナーを使用できます（→p.51)
混信除去にまた一つ武器が増えました

． デジタル・レコーディング・ユニット内蔵（→p.69)
コーヒーブレーク中もマシンはCQCQ ... CQ CQ ... CQ CQ… 

付属品:S::c'"¥;,:>, •.. J 、b、p、F• •• ' 
一屯〉一，.、 P、 R、、

目、、匹、日目自 由

,,  , F 万円 A 一一向M , ～ 

DC電源コード 予備ヒューズ
DC電源コード用

プレードヒユース。：25A

プレードヒューズの

取り出し方

脚＆取付けねじ 保証書
前脚を高くしたいとき、本体

と前脚の間に挟んでねじで止 サービス拠点一覧
-fド空且 L、

JAR L入会申込書

付属の

脚

取扱説明書（本書）

取扱説明書（安全編）

江立国

この面を

上にする7P DINプラグ

4 

内部回路用管ヒユース＇： 4A

（ヒューズの位置はS0-2の

イラストをごらん＜ t！さ
し、→p.71) ゑ／；：？の

ダンボール箱などは、移動す

るときや、アフターサービス

のご依頼などのために保管し

ておくニとをおすすめします。



本書面詰ぷ~F訓告別川ii'ff ？川

構成
本書は次の6つの部分で構成されています。

・準備編 ．．．．．．．．．．．． 各部の名称と接続方法を説明しています。
はじめに、必ずお読みください。

本機の簡単な使い方を説明しています。
HFトランシーパーははじめてという方は、
ぜひ基本編からお読みください。

各モードの基本操作と、モードごとに独特
な機能をまとめています。
［！］マークの機能は、基本をマスターしてか
らお使いください。

各モードで共通に使える、メモリー、ス
キャン、使って便利な機能のいろいろをま
とめであります。「混信」への対処はここ
をお読みください。

アフターサービス、オプションとその取り
付けについて説明しています。思ったよう
に動作しないときは「故障とお考え・・・jを
お読みください。

開局申請書の書き方、パソコンコントロー
ル、メニュー操作の説明と一覧などについ
て説明しています。

・基本編

．モードごとの操作編

・使いこなし編

・オプション＆保守編

・参考編

表記上の約束γ州側ぬ鍛t:i:J@,(,(,]}fまJiお綿織（｛）：鰍ti:MfM；主護側if謀総長rnrnrn

メニューの表記法
メニュー操作の説明と一覧は、検索性を考慮
して、参考編に収録しました。文中では下記
のアイコンで説明しています。

[MENU］を押す

21 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・メニュ一番号を選びます。

訂［UP/DOWN］を押す

・設定項目を選びます。

訂［MENU］を押す
・メニューが終了します。

． ．スイッチやつまみの表記法
文中では、スイッチは、パネルに表示しであ
るスイッチの名前を［ ］で囲んでいます。
つまみは名前の後につまみと書いています。
同調つまみはパネル上には表示はありません
が向調つまみと書いています。

12で選ぶ表ゴて, L, L ""  .<X川

」－ー晶子ENU.AIB

霊ill~戸空空間持層零
号軍事量甲稲語審事
③窃＠関白弘gp~ 重要客誘

、ぇ法行円円以ιL の氾A
 一A

ユ
佑
二
期

F
メ
初

5 

初期値A

メニューの設定項目など

)b 

「メニュ一番号

同調つまみ

．基本編以降の説明は、特にことわりのない限
りVFOモードからはじめています。

．（→p.12）とは12ページの内容を参照してくだ
さい、という意味です。

．閉
．竺

釧吏用上気を付けていただきたい事項を説明
しています。

眼目っておくと役に立つ事項です。



各議み五称：
前面パネル

自由日品

目
型
自
由
担

問団一掃一目

白一日目

指
盟
申9 

同じ
e畏い間使用しなかった後で電源を入れると、表示が点
灯するまでにしばらく時聞がかかることがあります。
・ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態ではあり
ません。

番号順

No. 名称 p. 

① POWER（電源）スイッチ 15,73 

② ANTキー 49,50,51 

③ ATT DOWNスイッチ 48 

④ ATTUPスイッチ 48 

⑤ voxスイッチ 25,62,69 

⑥ FULL/SEMIスイッチ 25 

⑦ AIPスイッチ 48 

⑥ METERスイッチ 61 

⑨ PROC（プロセッサー）スイッチ 23 

⑩ MONI（モニター）スイッチ 21,27,30 

⑪ 囚CH1キー 18,52,69 

⑫ 図CH2キー 18,52,69 

6 

No 名称 p, 

⑬ 回CH3キー 18,52,69 

⑭ 回CH4キー 18,52,69 

⑮ 固RECキー 18,69 

⑮ WM.INキー 18,35,36,38 

⑬ 回M~VFOキー 18,37,39 

⑬ 国SCANキー 18,40,42 

⑬ 固CLR（クリアー）キー 18,37,41,96 

＠ 固F.LOCKスイッチ 18,62 

＠ LSB/USB（モード）キー 21 

⑫ CW/.R（モード）キー 24 

＠ FSK/.R（モード）キー 32 

⑫ FM/AM（モード）キー 27,30 

＠ A=Bキー 19,73 

＠ RX・A(VFOA）キー 19,73 

＠ RX-B(VFO B）キー 19 

＠ RX-M.CH（メモリーチャンネル）キー 19,35～38 

＠ MENUキー 67,96 

00 TX-Aキー 19 

⑪ TX-8キー 19 



問問燃側問機湾総闘機総旬。縁側繍州側1/繋州議税制鰍協会縁側削減ヂ線機nnrn燃が燃側各部の名称

No. 名称 p. 
ABC順（スイッチ，キーは省略しています）

＠ TX-M.CH（メモリーチャンネル）キー 19 名称 No. p. 名称 No. p. 

⑧ AUTO NOTCHスイッチ 45 1MHz ＠ 17,68 PHONES ⑪ 10 

⑩ LO/WIDTHつまみ 43,44,61 A＝包 ＠ 19,73 POWER ① 15,73 

⑮ BEAT CANCELスイッチ 45 AFつまみ ＠ 15 PROC ⑨ 23 

⑮ N.R.（ノイズリダクション）スイッチ 46 AGCつまみ ⑩ 64 PROCつまみ ⑩ 23 

⑨ HI/SHIFTつまみ 43,44,61 AIP ⑦ 48 PWR ＠ 15 
⑮ TX EQ.スイッチ 66 ANT ② 49,50,51 QUICKM.IN ＠ 39,70 
⑮ ATTUNEスイッチ 49,50 ATTUNE ⑮ 49,50 QUICK MR ＠ 39 
⑩ SENDスイッチ 21,24,27,30 ATT DOWN ③ 48 RFつまみ ＠ 64 
⑪ PHONESジャック 10 ATT UP ④ 48 RIT ⑪ 63 

⑫ MIC（マイクロホン）端子 10 AUTO NOTCH ⑮ 45 RIT/XITつまみ ＠ 63 
⑩ THRU/AUTOスイッチ 49,50,51 BEAT CANCEL ⑮ 45 RX-A ＠ 19,73 
⑩ AGCつまみ 64 CARつまみ ⑮ 23,24,30 RX-B ＠ 19 

⑮ CARつまみ 23,24,30 CLEAR ＠ 63 RX-M.CH ＠ 19, 

⑩ DELAY（ディレイ）つまみ 25,62 

＠ KEY SPEEDつまみ 54,56 

35～38 

CW/-R ＠ 24 SEND ⑩ 21,24,27 
30 

⑩ PROC（プロセッサー）つまみ 23 DELAYつまみ ⑩ 25,62 SQLつまみ ＠ 15,27 
⑩ MIC（マイクゲイン）つまみ 21,30 DOWN ＠ 16,17,96 TF・SET ＠ 20,68 
＠ PWR（送信出力）つまみ 15 ENTER ＠ 18,68 THRU/AUTO ⑩ 49,50,51 
⑪ MONI（モニター）つまみ 26,27,30 FINE ＠ 18,68 TX EQ. ＠ 66 
＠ QUICK MEMO M.INキー 39,70 FM/AM ⑫ 27,30 TX-A ＠ 19 

＠ QUICK MEMO MRキー 39 FSK/-R ＠ 32 TX-B ＠ 19 
＠ ENTER（エンター）キー 18,68 FULL/SEMI ⑥ 25 TX-M.CH ⑨ 19 

＠ FINEキー 18,68 HI/SHIFTつまみ ⑨ 43,44,61 UP ＠ 16,17,96 
＠ 同調つまみ 18 KEY SPEED ＠ 54,56 vox ⑤ 25,62,69 

＠ TF-SETキー 20,68 

＠ 1MHzキー 17 ,36,68,96 

つまみ

LO/WIDTH ⑩ 43,44,61 XIT ＠ 63 
つまみ

＠ DOWNキー 16,17,96 LSB/USB ＠ 21 同調つまみ ⑮ 18 

＠ UPキー 16,17,96 M.CH/VFO.CH ＠ 17,37,39 囚CH1 ⑪ 18,52,69 

⑪ RITスイッチ 63 
つまみ

＠ RIT/XITつまみ 63 
MENU ＠ 67,96 回CH2 ⑫ 18,52,69 

＠ M.CH/VFO.CHつまみ 17,37,39 
METER ③ 61 回CH3 ⑬ 18,52,69 

＠ XITスイッチ 63 
MIC ⑫ 10 囚CH4 ⑭ 18,52,69 

＠ CLEARスイッチ 63 
MICつまみ ⑩ 21,30 固舵C ⑮ 18,69 

＠ AF（オーディオゲイン）つまみ 15 
MONI ⑬ 21,27,30 国M.IN ⑮ 18,35,36 

38 

＠ NBつまみ 47 MONIつまみ ＠ 26,27,30 回M’VFO ⑫ 18,37,39 
＠ SQL（スケルチ）つまみ 15,27 N.R. ⑮ 46 国SCAN ⑬ 18,40,42 

＠ RF(RFゲイン）つまみ 64 NB ⑮ 47 固CLR ⑩ 18,37,41 

⑮ NBスイッチ 47 
96 

NBつまみ ＠ 47 回F.LOCK ＠ 18,62 

7 





⑬ CTRL 

⑬ SHIFT 

スプリッ卜転送やパソコンコン
トロールなどで、データをやり
とりしているとき点灯します
（→p. 82）。

フィルターの中心周波数をシフ
トさせているとき点灯します
（→p.43）。

⑫－ATTー アッテネーターの減衰量を表示
固固回 します（→p.48）。

アッテネーターがOFFのときは、
-ATTーだけが点灯します。

⑧チャンネル表示部
メモリーチャンネル（→p.35）、ク

女 イツクメモリーチャンネル（→p.
39）、オートモード設定時の区切
り番号（→p.67）またはメニュー番

Cl Cl 号（→p.96)fJ:どを表示します。
Cl. Cl. メモリーチャンネルがロックア

ウ卜されているときは、番号の
右下のドットが点灯します（→p.
41）。

クイックメニューに指定したメ
ニュー番号には＊が点灯します
（→p.96）。

⑫ AUTO オートモードのとき点灯します
（→p. 67）。

⑧周波数表示部周波数などを表示します（→p
16）。

ロロロロロロロ
LI LI. LI LI LI. LI LI. 

[MHz] 

⑧ LSB USB 

⑧ CW R 

⑧ R FSK 

⑫ FM 

⑧ AM 

⑧ M .SCR 

[kHz] [Hz] 

SSBモードのときLSBまたはUSBが
点灯します（→p.21）。

cwまたはCW-R（リパース）モード
のとき点灯します（→p.24）。

FSKまたはFSK-R（リパース）モード
のとき点灯します（→p.31）。

FMモードのとき点灯します
（→p.27）。

AMモードのとき点灯します
（→p.30）。

メモリーチャンネルをスクロー
ルしているとき点灯します
（→p.35）。

部の名称

⑩サプ表示部 スプリツ卜運用の送信周波数を
（→p. 19,36）表示します。
メニュー設定時はメニュー内容
を表示します（→p.96）。
その他、フィルター幅や中心周
波数、 RIT/XIT値など、さまざま
なサプ表示を行います。

送信周波数表示

-II.Ill.I忽「_JI I l」「

＇＂＇仁川 I I 0 ’ー1I I lーいILt. I・ 1’』

フィルター表示

⑧ PRG 

⑧ SCAN 

⑧ F LOCK 

⑨ FINE 

⑧ MHz 

コ亡「l,-, 
じ.DLI LI 

プログラムスキャンのとき点灯
します（→p.42）。

スキャンのとき点灯します（→p.
40）。

周波数操作がロックされている
とき点灯します（→p.62）。

周波数微調整モードのとき点灯
します（→p.18,63）。

VFOモードではMHzモードのとき
（→p. 17）、メニュー設定時はク
イックメニューモードのとき
（→p. 96）、メモリーチャンネル
モードのときは空チャンネル
サーチまたはメモリーサーチの
とき点灯します（→p.36）。

・ディスプレイ表示用の蛍光ランプは、周囲温度が－ 10℃
になると常温時（＋25℃）の光量の約1/5に低下します。こ
れは蛍光ランプの温度特性によるもので、異常ではあり
ません。
・長い間使用しなかった後で電源を入れると、表示が点灯
するまでにしばらく時聞がかかることがあります。
・ディスプレイパネルの表示は実際の動作状態ではありま
せん。

9 
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菱続端子と接続
マイクロホンとイヤホンの端子は前面パネルの左下にあります。それ以外の接続端子は背面部にあります。

3 2)-b 

②

③

 s
m
m縁
側

mv＠
l
H
U翁 ② ＠ 

円

マイクロホン⑬

ヘッドホン⑭

①DC 13.BV 
l伽電源コードを接続する電源端子です。別売のDC安定化時（ PS-5一流
22.5 A）に接続します。

・電源コードを接続する前に、トランシーパーおよびDC安定化電源のPOWERスイッチをOFFにしてください。
・すべての接続が完了するまで、 DC安定化電源のプラグをACコンセントに差さないでください。
・4旨定以外のDC安定化電源は使用しないでください。
・本機は車載運用はできません。

黒ー 赤十

争＠項③笹川剛剛0.圃
匹二二ヨ 酬川畑目問問目酬明
0JJ剛酬＇・＇・＇＇＇脚［剛酬 e

Rc⑬ ＠⑬＠。 ＠匡国叫

固

②－a ANTl ANT2 

②b AT 

ANTl、ANT2はともに500のアンテナ端子です。 M型同軸コネクタで500の同軸
ケーブルを使ってアンテナと接続します。 ANTlとANT2は前面パネルの［ANT]で切
替わります（→p.49）。

ATはアンテナチューナーAT-300のコントロールケーブルを接続する端子です。

門

10 

・アンテナチューナーAT・300は必ずANTI端子に接続してください。 ANT2端子ではAT-300は動作しません。
ANTI端子とAT端子にAT・300を接続すると、内蔵のアンテナチューナーはスルーになります。

・火災・感電・人体への傷害・または機器への損傷に対する保護のために、避雷器をご使用ください。

φ ＠ゆゆ側酬e宅島圃
E二ヨ HI川剛側四剛叩！iii -
0JJHllllll.)lllrnllil問団110

＠＠⑫  ＠⑧＠。 ＠医罰則

φ ＠ゆゆ1酬剛lo電事
E二ヨ 酬酬剛山間四Ii日剛l 】

01問団冊目側剛山11111110
＠＠＠ゐ⑧ @@i c圏倒

AT-300 

コントロールケーブル



接続端子と接続

函

③GND 
アース端子です。必ずアースに接続してください。

・ガス管、配電用のコンジッ卜パイプ、プラスチック製水道管などには、絶対に接続しないでください。

｜受信信号を外部に接続した受信機に分配するための外部受信機端子（RCAピン
④EXT.RX ANT ｜ジヤツク）です。分配はメニューNo.53でON/OFFします。（メニュー操作の詳細は→p.96)

i揖｜ ・この端子に送信信号を送らないでください。
ド－町 I •受信信号は、本機の受信部と外部受信機に分配されるため、信号が減衰します。

受信専用機

EXT RX 

⑧
 

受信専用 ANTの出力の
ON/OFF 

初期値 OFF

ゅ ψ 叫 ;0i!!iii剛r中直
巳二二ユ 馴！iiiiii iii！酬iiliiiiiiii
0!!JIH!liili剛l川田山田ε

ANT端子

M.CH/VFO.CH 

⑤IF OUT 1 
ステーションモニターSM-230のバンドスコープ用端子です。

。日
＠、

，・；，，町C,
罰 v

｜外部コントロール機器との接続端子です。
⑥REMOTE I 

｜右記は背面から見た結線図です0

・リレーの切替えとON/OFF

リニアアンプをコントロールするためのリレーは、メニュー
No.51でON/OFFとディレイの有り／無しが替えられます。お買上
げ時はON(l）に設定されています。

信号の立ち上がり時間［ms]

セミブレークイン時 フルブレークイン時

レ一J
一

ト
V

－
J
－
 

口
o

tト
h

一

、
／
冒
コ
R

T
スタンパイ端子
（この端子をアース

すると送信になります。）

外部ALC入力 外部コントロール
（送信時約十13.SVDC力、

出ます。最大lOmA) 

OFF(O) 

ON(l) 

ON(2) 

R
U
R
u
n
v
 

’A
咽
A

勺

3

5

5

5

 

唱
E
a・
噌

E
4

司
自
由
晶

LINEAR 
TL-922や立ち上がりに時間がかかるリニアアンプの場合は、
ディレイ付きのON(2）を選択してください。リニアアンプを接続
しないときは、 OFF(O）にするとリニアアンプ用リレーの切替え
音が消えて静かになります。

送受信の切替えをリニアアンプで行わない場合も（本機を送信時
だけに使用する場合など）、リレーはOFFにします。

R 
リレーの接続（1,2)
まアニは OFF(O) 
初期値 1

恥1.CH/VFO.CH

11 



接続端子と

・TL-922と接続する場合
函・機器の損傷を防止す社めL TL-922を使用する場合は cwフルプレ引ン動作山

TL-922に付属のコント
ロールケーブル

山一
a

－咽
θ

傘
伽
山
川

ゆ
一
山
一
川

静
ヨ

TL-922に付属のM型コネク
タ付同軸ケーブル

・TL・922以外のリニアアンプと接続する場合
本機に付属の？PINDINプラグを利用して、 REMOTE端子の結線図に従って結線してください。

l
l
嗣

⑦EXT SP 
｜市販の¢3.5 一オプラグを使つて…部スピ寸ーと接続します
プラグを差し込むと、内蔵スピーカーからの音は出ません。

•EXT SP端子は外部スビーカー専用端子で、大出力が出ます。ヘッドホンに接続すると、耳を悪くすることがあります。
ヘッドホンには接続しないでください。

⑧ACC2 
lデータ通信用の入問子です ACC2 背面パネルから見た図

I パケット、 SSTV等の多機能TNCの接続端子。モードはUSS、LSBまたはFMを使用する。
(AFSK方式）

II RTTY, AMTOR, PACTORの接続端子。モードはFSKまたはFSK-Rを使用する。（FSK方式）
I、IIのIN/OUTはいずれもトランシーパーから見た入出力です。

No TS-870 II 一般用途

① NC 無配線

② NC 無配線

③ ANO AF OUT AF OUT 受信出力300mV/4目？kn。レベルは変更できます（→p.34)

④ GND 
GROUND GROUND 

ANO端子のシールド用(AF OUT) (AF OUT) 

⑤ PSQ SQUELCH OUT スケルチ出力。 オープン；ローインピーダンス クローズ；ハイインピーダンス

⑥ SMET Sメーター用出力0～3V

⑦ NC 無配線

⑧ GND 保安用アース 保安用アース シャーシと共通のアース

⑨ PKS PTT PTT 
データ通信用のPTT入力。ショートすると送信する（パネル面のMIC端子からの信号は

ミュー卜される）

⑩ NC 無配線

⑪ PKD AFSK IN (MIC) データ通信用のMIC入力（パケットデータのINPUT）。レベルは変更できます（→p.34)

⑫ GND GROUND (MIC) PKD端子のシールド用

⑬ ss パネル面のMIC端子と同じPTT入力

函
12 

• ACC2用接続プラグ（別売、部品番号： E0?-1351・05）をご希望の方は、最寄りの
サービスセンターにお問い合わせください。 江3同

プラク（別売）



山務総川添忠信州怒接続端子と接続

⑨KEY （併3.5mm)

市販のが 3.5mmのプラグを使用して、同軸ケープルまたはシールド線で、縦振れ
電鍵や外部エレク卜ロニックキーヤーと接続します。
接点、は＋5V，接点電流は約lmAです。

アース 未使用 十 アース ＋ 

内蔵のエレクトロ
ニックキーヤーを

使用しない場合は
二の端子に接続し

ます。

または

ー市販の併6.0mmのステレオプラグを使用して、内蔵のエレクトロニックキーヤー
⑩PADDLE( t/J 6.0mm) Iと接続します。長点、短点ともに＋5V，接点電流は約lmAです。

アース 長点 短点

内蔵のエレクトロ
ニックキーヤーの
機能については
p.52をごらんくだ
さい。

⑪RTTY 
｜………）用のキーー出荷時は…
ト時にマ一ク周波数、キーオープン時はスペース周波数が送出されます。極性反
転についてはRTTY通信をごらんください（→p.32）。

KEY SHORT時 マーク周波数奇送信
KEY OPEN時 スペース周波数を送信

T
－
 

H
U
 
O
E
 

K
 
3
c
 

f

N

 

T

，
 

M
川K
E
 

C
U
 
Fr 

⑫COM 
I'~ソコす。パソコンコントロールにはRS”232Cポートにストレートケーブルで接続してく
ださい。スプリット転送には下図のように接続してください。

COM端子の結線図 （端子を表側からみた図）

。 。
No. 信号線名 No. 信号線名

① NC（無配線） ⑥ NC（無配線）

② RXData ⑦ RTS（送信要求）

③ TXData ⑧ CTS（送信可）

④ NC（無配線） ⑨ NC（無配線）

⑤ GND（信号グランド） ． ． 

COM 

13 



接炉端子と接Ff事？緩急に＠f14NJ斜斜灘間M 線機器nm胤九例議接見苦弘子均hillfa1恥 V 滋問3ふ害総務芯総繍撚i探機器額百 微量号t簿絞殺殺宝探議主持湾総司鱗除機器量

TS-870同士を接続し一方を受信専用機にする圃スプリット転送

函 e受信専用機にした側のTS-870Sは、送信禁止にしておくことをおすすめします（→p.62）。
接続ケーブルの結線

②
③
⑤
⑦
③
 

②
③
⑤
⑦
⑥
 

（受信専用機）

＠臣室》母房 iirn酬。塩基固

一一－ 11川畑Jiii酬酬問 。
ヒ二＝づ '"'Ht制miiii捌ii問問問e
ゐ＠③司＠＠。＠院内

令
0・"2:室汐母妥問削棚e問団 : 

一一一 醐HI四四IHI側HIii I 
E 三斗棚11111側脚11111酬m1110 : 
@ iw R⑧＠。 0El:3€ 

φ 

TS-870以外の機種は、当社インターフェースIF・232Cを介して6PINのACClまたはCONTOUT 
ケーブルの結線についてはIF・232Cの取扱説明書をごらんください。

．スプリット転送
端子と接続します。

No. 信号線名 No. 信号線名

① GND（信号グランド） ④ CTS（送信可）

② TX Data ⑤ RTS（送信要求）

③ RX Data ⑥ NC（無配線）

（端子を表側からみた図）6PIN端子の結線図

TS・450/690/850/950SDXシリーズ

ノーマルケーブル
（ストレートケーブル）

IF・232C

TS・870S

＠＠ゆ鵬HI！包囲圃

E二ヨ鵬澗；棚rn1ir.酬m1ilil • 
e雌瑚酬明目制四1111111,,
。蜜ノ ＠⑨＠。 cEr±i3巴

φ 

AMで交信する場合は、 250～6000のマイクロホンをMIC端子に接続してくだFM、
、。
R
M
九ー

お

わ

引
⑬M IC 

No. 信号線名 No. 信号線名

① マイクロホン ⑤ マイクロホンの8VMax.lOmA 

② スタン；｛イ（PTT) ⑥ NC 

③ 周波数等のダウン ⑦ マイクロホンのGND

④ 周波数等のアップ ⑧ GND 

（端子を表側からみた図）MIC端子の信号線

｜…一市販制6.0……ーヘジ同ン（40
320)カ竜使用できます。プラグを差すと、本機の内部スピーカー（や外部スピー
カー）からは音が出なくなります。

⑭PHONES 

14 
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送信出力電源、音量、

圃AFつまみ

Mlロ→昏－ PWR 
．中置

SQLつまみPWRつまみ

音量を調節する電源を入れる

AF（オーディオゲイン）つまみ
を時計方向に回す

スピーカーの音量が大きくなります。反時計方向に
回すと小さくなります。

[POWER］を電源が入るまで押
す（約0.5秒）

約2秒間HELLOと表示されます。周波数等が表示され
ると、受信を開始します。

• AFつまみを時計方向いっぱいに回しでも、何も聞こえ
ないか、ザーッという小さな音しか出ない場合は、ス
ケルチがかかっている可能性があります。 SQLつまみを
調整して〈ださい。

• RF（ゲイン）つまみは通常は時計方向に回し切った状態
でご使用ください。

・ビープ音およびサイドトーンの音量は、 AFつまみの位
置に関係ありません。

円
υ 

,_, ,: 
’t ,: 

送信出力を調節する

もう一度［POWER］を押すと、電源が切れます。

・［POWER］を押し続けると、電源が切れます。
暗証信号でもSメーターが1～2目盛り振れることがありま
すが、故障ではありません。
・表示がおかしいときはリセットをしてみてください。
（→p.73) PWRつまみを時計方向に回す

全てのモードのパワーコントロールを行います。

時計方向に回し切ったとき最大です。送信時に表示
されるパワーメーターに、出力が表示されます。

倒多動局運用のために50Wにパワーダウンする場合は
p.79をご覧ください。

15 
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初期値 アマチュアバンド［MHz]

1.91 (CW) 1.9075 ～ 1.9125 

3.5 (LSB) 3.5000 ～ 3.5750 

3.8 (LSB) 
3.7470 ～ 3.7540 
3.7910 ～ 3.8050 

7.0 (LSB) 7.0000 ～ 7.1000 

10.1 (CW) 10.1000 ～ 10.1500 

14.0 (USB) 14.0000 ～ 14.3500 

18.1 (USB) 18.0680 ～ 18.1680 

21.0 (USB) 21.0000 ～ 21.4500 

24.9 (CW) 24.8900 ～ 24.9900 

28.0 (USB) 28.0000 ～ 

29.0 (FM) ～ 29.7000 

パシドは［UP］を押すと高い方に、［DOWN］を押すと
低い方に切替わります。

スイッチを押し続けると連続的に変わります。

eMHz表示が点灯しているときに［UP/DOWN］を押すと別
の動作をします。（ MHzスイッチ→p.17)

円Jι～ペ、，....• 

例 1.91MHzのとき［UP］を押すと、 1.91→3.5→3.8→7・・・・のよう

にバンド単位で切替わります。

初期値／アマチュアバンドの範囲

バンドを切替える
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テンキー

針送信中の送信周波数は、［UP/DOWN］では変わりませ
ん。

争ー度合わせた周波数は、メモリーしておくと、次回は
呼び出すだけで、目的の周波数にできます（メモリー
→p.35）。
・周波数をロックすると誤操作を防止できます
(F.LOCK→p.62）。

周波数を合わせる

MHz単位で周波数を切替える

[1MHz］を押してから［UP/DOWN]

を押す

周波数を大きく切替える

M.CH/VFO.CHつまみを回す

周波数をチューニングする

同調つまみを回す

またはMIC[UP/DWN］を押す

周波数を直接インプットする

[ENTER］を押してからテンキーを

押す

周波数は、同調つまみなどで合わせるか、
で目的の周波数を直接インプットします。

バンドを切替える

[UP/DOWN］を押す
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周波数を合わせる
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議周波数を合わせる"' <・>-:-:-. M品、＇0'

周波数を大きく切替える

VFOモード（→p.19）のとき

M.CH/VFO.CHつまみを回す

時計方向に回すと高い方に、反時計方向に回すと低
い方に周波数が切替わります。

・周波数ステップの変更

M.CH/VFO.CHつまみの周波数ステップはlOkHzから
5kHzまたはlkHzに変更できます。

MHz単位で周波数を切替える

VFOモード（→p.19）のとき

[1MHz］を子甲してカ、ら

[UP/DOWN］を押す

メニュー43

l. ディスプレイ右下の［ MENU］を押す。
2. M.CH/VFO.CHつまみでNo.43を選ぷ。
3. [ UP /DOWN ］で1/5/10を選ぷ。（初期設定
印刷zです。）
[MENU］または［固／CLR］を押すと設定が完了
します。

言雪EII J ・目・H 司円…－一一ー古目1・・＇－＇ ii固因子日
自量量IIf警元；z可＂！！；§，虫剤” ~oべb

fo苔~88幹環目白雪苓事
⑤ ·O·O· 曹白~［~］金鍾

[UP] [1 MHz] [DOWN] 

CH.STEP 

』官波数ステップの選択
( 1/5/IOkHz) 
初期値 IOkHz⑧ 

4. 

[ 1MHz］を押してMHz表示が点灯しているときは
(MHzモード）、［UP］を押すと高い方に、［DOWN］を押
すと低い方に1MHzステップで切替わります。押し
続けると連続的に変わります。

もう一度［ 1MHz］を押すと、 MHz表示が消えて
[UP/DOWN］はバンド切替えキーに戻ります。

・下位周波数の丸め

10/lkHzステップではそれ以下の桁を0に、 5kHzス
テップではそれ以下の桁を5の倍数に丸めていま
す。この機能はメニューNo.44でOFFにできます。

［丸め］がONのときとOFFのときの、周波数の変わりかたの違

いを、 14.261.73MHzを例に示します。

ONのときM.CH/VFO.CHつまみを回すと

14.260.00← I 14.261.73 1→山0.00

OFFのときM.CH/VFO.CHつまみを回すと

14.251.73←｜山61.73I→山71.73

・周波数ステップの変更

MHzモードの周波数ステップは、メニューNo.52で
1MHzから500kHzまたはlOOkHzに変更できます。

メニュー52

l. ディスプレイ右下の［ MENU］を押す。
2. M.CH/VFO.CHつまみでNo.52を選ぷ。
3. [UP/DOWN］で100/500/1000を選ぷ。（初期設
定lOOOkHzです。）
[MENU］または［固VCLR］を押すと設定が完了
します。

1M/500K 

4. 

』，v
司波数ステップの選択
( 100/500/IOOOkHz) 

初期値 IOOOkHz
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メニュー44

l. ディスプレイ右下の［MENU］を押す。
2. M.CH/VFO.CHつまみでNo.44を選ぷ。
3. [ UP/DOWN ］でON/OFFを選ぷ。（初期設定は
ONです。）
[MENU］または［固／CLR］を押すと設定が完了
します。
4. 

STEP.ADJ 

17 

』胃波数のまるめの ON/OFF
初期値ON
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周波数を合わせる

周波数を直接インプッ卜する周波数をチューニングする

亡ヨEヨ也J

i ~0.g 
。。。白白白

[CLEAR] [ENTER] テンキーVFOモード（→ p.19）のとき

同調つまみを回す

時計方向に回すと高い方に、反時計方向に回すと低
い方に周波数が切替わります。同調つまみ一回転の
変化量はメニューNo.41および［FINE］で変更できます
（下記）。

目的の周波数を直接インプッ卜するには

[ENTER］を押すまたは、マイクロホンの
[UP/OWN］を押す

Eコ[UP］を押すと高い方に、［OWN］を押すと低い方に周
波数が切替わります。スイッチを押し続けると連続
的に変わります。

2テンキーで希望の周波数を
インプッ卜する
画一圏外の周波数附付けません。

,,_, -
I 1. 

ILi 
I. -, -

'7. -

コE「i- -
.::..1 . .::..1 LI 

3 [ENTER］を押す

一up
二一

日

白

日

日

邑

日

．一回転の変化量

同調つまみ一回転の変化量は変更できます。

白

メニュー ・10 [kHz] 5 [kHz] 

No.41 FINE OFF FINE ON FINE OFF FINE ON 

SSB/CW/FSK 10 1 5 500 [Hz] 

FM/AM 100 10 50 5 

[ENTER］を押すとインプッ卜が終了します。
lOHz桁まで入力すると、［ENTER］を押さなくても
終了します。

メニュー41
l. ディスプレイ右下の［ MENU］を押す。
2. M.CH/VFO.CHつまみでNo.41を選ぷ。
3. [UP/DOWN］で5/10を選ぷ。（初期設定lOkHz
です。）
[MENU］または［直］／CLR］を押すと設定が完了
します。

・は初期値

4. 

送受信の範囲外の数値がインプットされたとき
は、モールス符号でOVERと警告し、入力はキャ
ンセルされます。

1、2、3MHzは01、02、03とインプットしてく
ださい。

間違えてインプットしたときは、［CLEAR］、
[SEND］またはマイクロホンの［PTT］を押すと、元
の周波数に戻ります。

インプットの途中で、［ENTER］を押すと残りの桁
はOになります。

． 
． 
． 
． 

F.STEP 

・微調節

[FINE］を押すと周波数ステップは1/10になります（上
表参照）。このときRIT/XITつまみのステップも変わり
ます（→p.63）。
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弔問み一回転の変化量
(5/IOkHz) 

初期値 IOkHz
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B AとVFOVFO 

EコEコ・Im・・E園・
長尋 問 Aの送信
~ 周波数

長尋 VF_(!_ 8の送信
長ー当l 周波数

長当 メモト~H
H邑岩l の送信周波数

自由．（査当凹官時三コ由自己

, ~~－愈Iii 
＠。⑬自閉由

VFO Aの（送）受信周波数

VFO Bの（送）受信周波数

メモリーCHの
（送）受信周波数

[RX-8］を押してVFOBを使う

RX TX 

rーで寸72:ヨ一一一一一TX-BのLEDも
RX-8一一一一下山斗ドー刊 点灯します

II 

[RX-M.CH］を押してシンプレックスデータの
登録されているメモリーチャンネルを使う
（→p.35) 

RX TX 

I I I －－－－ーMCHσコLEDもRX-M.CH~赤τ←／／点灯します

Ill 

VFO AとVFO8 

受信、送信、周波数やモードの設定は、基本的には
VFOモードで行います。本機には2つのVFO(VFOAと
VFO 8）があります。

[RX-A］を押すとVFOA、［RX-8］を押すとVFOBの『送
受信』周波数が呼び出されます。
[TX-A］を押すとVFOA、［TX-8］を押すとVFOBの『送
信』周波数が呼び出されます。
VFOモードのときはAまたはBのキーにLEDが点灯し
ます。

VFOモードのとき［A=B］を押すと、 VFOAとVFOBは
同じ設定になります。

子e受信がメモリーチャンネルのときはA=Bキーは動作しません。

VFO A、VFOBともに初期設定は14.000MHz,USBモー
ドです。

スプリッ卜運用

スプリッ卜運用のときは、サブ表示部に送信周波数
が表示されます。

スプリッ卜表示

SPLIT 

円
U
o
r－－－ 
叫
門

t

G
 
A

－1－L四

シンプレックス運用

受信と送信の周波数が同じシンプレックス運用にす
るには、 3つの方法があります。

[RX・A］を古甲してVFOAを｛吏う

コ t寸門門門門
C I. C. f.J LI. L/ L/ 
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送信周波数

受信と送信の周波数が異なるスプリッ卜運用にする
には、 3つの方法があります。

受信周波数印
す
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VFO AとVFOB 

I VFOの一方を受信、他方を送信に使う（デュ
アルデジタルVFO)
先に受信側を設定し、次に送信側を設定します。

隆弘J VFOAで受信
ト半到 VFOBで送信

同門 VFOBで受信
ド2 斗－→ VFO Aで送信

II VFOとメモリーチャンネルを使う

自
孟
出
~ VFO Aで受信M.CHで送信

M.CHで受信

VFO Aで送信

M.CHで受信

VFO Bで送信

VFO Bで受信

M.CHで送信

皿［RX・M.CH］を押してスプリットデータの登録
されているメモリーチャンネルを使う

』員
i主意j・RXキーを押すとTXも同じVFOまたはM.CHになりますo
1 ・-- I SPLITによる交信をしたいときは、改めてRXと異なる
I I VFOまたはM.CHのTXキーを押してください。

TF-SET機能

TF-SET機能は、スプリット運用で送信しようとして
いる周波数を受信してみたり、送信周波数だけを変
更するための機能です。

・送信周波数を聞く

スプリッ卜運用中に

回［TF-SET]を押し続ける
・押している聞は送信周波数で受信します。

AGC AUTO SPLIT 

二1 I二ln ,: ,-, ,-, 
C I. C I ::..1. LI LI 

コ tコロ門門門
C I. L [J LI. I_/ LI 

USB 

[TF-SET］を押すと、送信と受信の周波数が入れ替わります。

AGC AUTO SPLIT 

コIコロ円円円
C I. C D LI. LI LI 

勺 1寸門「 I寸 1寸
C 1.C Iコυυ

USB 
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•DX交信で混雑してくると、 DX局は送信周波数は変えず
に受信周波数を変更します（例「5(kHz）アップjな
ど）。
DX局が変更した受信周波数を交信している他局があれ
ば、その周波数を受信して向調を取り、次にその周波
数で送信すると、 DX局が受信する可能性は高まりま
す。

・送信周波数だけを変更する

スプリッ卜運用で受信中に

[I] [F.LOCK］を押す
• F.LOCK表示が点灯し、受信周波数がロックされます。

図［TF-SET]を押し続ける
・押している聞は送信周波数で受信します。

[TF-SET］を押したまま

w同調つまみを回す
・送信周波数が変わります。

• M.CH/VFO.CHつまみ、マイクロホンの［UP/DWN］でも送
信周波数が変わります。メモリーチャンネルのときは
チャンネルが変わります。周波数を変更したいときは
あらかじめメニューNo.49をONにしておきます（→p.37）。

回［TF-SET］を離す

匡［F.LOCK］を押す
• F.LOCK表示が消え、ロックが解除されます。

固［SEND］を押して送信する
・固を省略して、ロックしたままでも送信できます。

－ムf（デルタ・エフ）を表示する

メニューNo.10をONにすると、 TF-SET中はサプ表示
部に送信周波数と受信周波数の差を表示します。

受信周波数＞送信周波数 ［ム一周波数差］
受信周波数＜送信周波数 ［ム＋周波数差］

AGC AUTO SPLIT 

ごi iごiCl ,-, ,-, ,-, 
C I. C Cl LI. LI LI 

;/ コ「 I i寸門
ムt コ：＿； 1.D LI 

USB 

メニュー10

l. ディスプレイ右下の［ MENU〕を押す。
2. [ M.CH/VFO.CH ］でNo.10を選ぷ。
3. [UP/DOWN］でON/OFFを選ぷ。（初期設定OFF
です。）
4. [ MENU ］または［ CLR］を押すと設定が完了し
ます。

ムFREQ

札f.CH/VFO.CH 

⑨
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SSBで、交信する

[METER] [MONI] 

[I KENWnQ[) I[ 

lCコ…
E三コE三コ~ョ

己主ョ量当己三ョ

[SEND] MICつまみ

ss Bの基本操作

回［LSB/USB］を押す
• LSBまたはUSB表示にします。モードの1文字国のモール
ス符号（・－・・または・・一）が聞こえます（モードモールス
→p.60)o 

・周波数＜9.5MHzではLSB、周波数ミ9.5MHzではUSBにな
ります（全てのモードをオートモードにもできます
→p.67）。

回交信したい周波数に合わせる
・目的の信号が明りように聞こえるようにします0

・受信フィルターについてはp.43をごらんください。

送信する前に

図［METER］を押す
• ALCメーターを表示させます。
・弱い信号の相手に送信するときはスピーチ・プロセッサー
(PROC）が有効です（→p.23）。

・［MONI]を押してMONIつまみを回すと、変調前のAF信号
をモニターできます。

囚［SEND］またはマイク口ホンの［PTT］を押

す
・送信中はONAIRインジケーターが点灯し、 Sメーターは
PWRメーターに変わります。

・［SEND］を押さずに、話すだけで送信することもできます
(VOX→p.62）。

一一日日
笹山－o

E

「
固
「
白
歯
凹
コ

回口口口
E

M.C”/VFO CM 

[LSB/USB] 

固マイクロホンに向かって話す
• MICゲインは 70dB～－OdBの範囲で調整できます。
• MICつまみを、最小から少しづっ時計方向に回してゆき
ます。 ALCメーターがALCゾーン内で振れるように調整
します。

．．．．．”””日山・”竺~····PWRO-iu 一一 一ー－100～w
一ーー－ ALC －ーー一一一一ーー、-- －・・・・・・・・園田園．．、．．・・・・・・ーー ＼ 

この範囲内にする

・あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離が
近すぎると、明りょう度が低下したり、側波帯が広が
る場合があります。マイクロホンと口もとの間隔は
5cm位が適当です。

• ALCのレベルは、 MICゲインを上げすぎている場合で
も、当社の従来機に比べて制限されています。ニれは
ひSPによる送信ゲインコントロールが働くためです。
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SSB、AMモードの送信音質 巴J
本機はSSBとAMモードの変調にDSPを使用していま
す。このため、声の特徴や好みに合わせた音質で送
信できます。

ローカルQSOなど、比較的強〈安定した相手と
交信する場合は、帯域幅を広げてください。低
音から高音までワイドレンジな音質で送信でき
ます。

DXへのパイルアップ時や、 7MHzの圏内QSOな
どの混んでいるバンドでの運用時は、帯域幅を
狭くして隣接局への混信を少なくします。さら
に、 TX.EQと組み合せると、パイルアップに強い
音質にできます（→p.66）。

設定は、バンドパスフィルターの帯域幅と、ロー
カット周波数の2項目があります。・TX.WIDTH
帯域帽を大きくすると、ローカット周波数は変化せ
ず、ハイカット周波数が変わります。

BPF 1.BkHzカ、ら3.0kHz

SHIFT 300Hz 
WIDTH 2300Hz 

300 2600 

WIDTHを切替えると

帯城幅2.6kHz SHIFT 300Hz 
W旧TH 2600Hz 

ド』
300 2900 

バンドパスフィルターの帯域幅（WIDTH）は、メ
ニューNo.29で選びます。

バンドパスフィルター

I 1.8 I 2.0 I 

⑨〉
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・TX.SHIFT
ローカット周波数を変えると、帯域幅は変わらない
ので、ハイカット周波数が同じだけシフトします。

ローカット周波数
Oカ、ら500Hz

SHIFT 300Hz 
W旧TH 2300Hz 

300 2600 

ローカット周波数300Hz ハイカット周波数2600Hz

SHIFTを切替えると

帯域巾 2.3kHz
SHIFT lOOHz 
WIDTH 2300Hz 

100 2400 

ローカット周波数lOOHz ハイカット周波数2400Hz

バンドパスフィルターのローカット周波数
(SHIFT）は、メニューNo.30で選べます。

ローカット周波数 [Hz] 

I o I 100 1 200 1・3001 400 1 500 
・初期値

7χ.SHIFT 

[kHz] 

2.6 I 3.0 I 
・初期値

TX.WIDTH 

⑨
 

ローカ yト周波数の選択
(O～500) 
初期値300

・スピーチプロセッサー（→p.23）をONにするとプロセッ
サー用のフィルターが入ります。ローカット周波数、
ハイカット周波数ともに部分的に変化しますが、表示
周波数は変わりません。

・信号が弱いときに明瞭度をよげるには、帯域幅
2.3kHz、ローカット周波数 400Hz程度に設定し、ハギ
レの良い音質にします。
・信号が強いときには、帯域幅 3.0kHz、ローカット周波
数 lOOHz程度に設定するとハイファイな音質で送信でき
ます。



スピーチプロセツサー ｜ 

SSB、AMモードでは、話し手の声の大小が出力の変
化となって受信側に直接伝わるため、聞きづらいこ
とがあります。

スピーチプロセッサーを通すと、クリッパ（※）が働い
て声の大小を平均化し、平均電力を上げて送信でき
ます。相手に対して信号が弱い時や、弱い信号の相
手に送信する場合に、スピーチプロセッサーをONに
すると了解度が上がります。

（※）クリッパ（Clipper)
信号波形の一定値以上の部分を除去または選択する回路

送信出力 スピーチプロセッサーOFF

時間

可V スピーチプロセツサーON

送信出力

時間

クリップしたレベルはCOMP（コンプレッション）メー
ターに表示されます。歪みの少ない出力にするため
に、 lOdB以下でご使用ください。

””・~ft·！！！・目竺·5~·.！！竺？町- o－一←晶－ 一一－ 100～w PWR o「

・・・・・・・・1
COMP 

SSB、AMモードで

囚［PROC］を押す
• PROC表示が点灯します。

COMPメーターが点灯するまで

固［METER］を1～4回押す

マイクロホンに向かつて話しながら

固 PROCつまみを回す

20 

• COMPメーターがlOdB以下になるように調節します。

dB 

SSB 

回［METER］を3回押す
• ALCメーターを表示させます。

マイクロホンに向かって話しながら

固 CARつまみを回す
• ALCメーターの振れがALCゾーンを超えないようにしま
す。

””叩竺・：5·~·5~·竺竺！！！
PWR o-IV •UU 』』 W

一ーー－ ALCーー一ー一一一、
戸~－ー・・・・・・・・・・・・・＼．．・・・・ーー ＼ 

この範囲内にする 咽

閉
・スピーチプロセッサーをONにしているときは、
MICつまみは動作しません。 ALCの調節にはCARつ
まみを回してください。

固［METER］を押す
• COMPメーターに戻します。

匝函 [PROC］を押す
• PROC表示が消えます。

スピーチプロセッサーの特性の変化 巳2_]
SSB、AMモードでは、高音域のエネルギーを上げる
か、または低音域のエネルギーを絞って低音を響か
せないようにすると、了解度が上がって、少ない電
力でも遠くまで信号が届きます（音の自然な感じは損
なわれます）。

本機では、メニューNo.25および26で、中音域に対
して低音域と高音域をそれぞれ±3dBづっ合計±6dB
まで独立して変えられます。

例 高音域＋6dB 低音域ー3dB

絞る 上げる

+6dB 

+3dB 

OdB 

-3dB 

・6dB 低音域 中音域 高音域

800Hz付近 l.6kHz付近

PROC.LOHク＇HI

河島1.CHNFO.CH

嵯。
PROCの特性（－6～＋6dB)
初期値LOW-3dB 
HI +3dB 
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CVJ..で、交イ言する
cwキーの接続端子は背面にあります。接続についてはp.13をこ．らんください。内蔵のエレクトロニックキー
ヤーの機能についてはp.51をごらんください。

器－ FILTE~~~' 

EコEコEコEコ。中

[METER] 

＋｛ 

言語i手足；主任a·~·§.i~? fi .. :::~;i!:f~~- 

[SEND] 

[CW/-R] 

cwモードでは、信号を復調するために通常USB側で
受信していますが、この周波数の位置関係を逆（リ
パース）にして、 LSB側で受信することもできます。

USB側で聞くのがノーマル

LSB側で聞くのがリパースです。

－
 

『
E
E
J
1
・

F
E
E
L
 

MONIつまみCARつまみ

CW-R （リパース）

・一・）が

cwモードのとき

田［CW/-R］を押す
• CW-R表示が点灯します。モールス符号（一・一・
聞こえます（モードモールス→p.60）。

cwの基本操作

回［CW/-R］を押す
• cwまたはCW-R（リパース）表示にします。モールス符号
（一・一・または ・ ・ ・－・）が聞こえます（モードモール
ス→p.60）。

国交信したい周波数に合わせる
・受信音（CWピッチ）はメニューNo.24で好みの周波数に変更
できます（CWピッチの変更→p.26）。

・受信フィルターについてはp.44をごらんください。

送信する前に

同［METER］を押す
• ALCメーターを表示させます。

・シンプレックス運用で、受信周波数に送信周波数を合わ
せるにはゼロイン（→p.25）をごらんください。

to 

－ーーーーームー値一一一『－ーーーーーーーーー

通過帯域幅

to 

－ーーーーーーーlllll __ _ 
通過帯域幅

片側に混信信号があるときは、反転させると混信を
除去できます。

また、 CW-Rとcwを交互に切替えながら音を一致さ
せることでゼロインにも使えます（→p.25）。

fO: BFO周波数

fl：希望の信号

f2：混信信号f1 f2 

cw 
USB状態

回［SEND］を押す
・送信中はONAIRインジケーターが点灯し、 Sメーターは
PWRメーターに変わります。

・［SEND］を押さずに、キーダウンするだけで送信すること
もできます（プレークイン→p.25）。

国電鍵またはマニュピレーターによりキー

イングする
・サイドトーンが聞こえないときはMONIつまみを回してモ
ニターレベルを上げます（→p.26）。（本機はcwピッチとサ
イドトーンの設定周波数は同じです。）

固 CARつまみを回す
• ALCメーターの振れがALCゾーンを超えないようにしま
す。 f2 

CW-R 

LSB状態・坦？？竺•：s•竺T竺竺’~！～ w
PWR. 0 

- ALC一一一一－
r二．．．．．．．．．．．．．．．．．，， 
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cw 

｜ ゼロイン ｜ 

相手局が送信してきた周波数（宇自局の受信周波数）
に、自局が送信する周波数（宇相手局の受信周波数）
をピッタリ合わせることをゼロインと雷います。

cwモードでシンプレックス運用しているとき
は、受信音を聴きながら相手の送信周波数に自
局の受信周波数を合わせます。しかし耳に聴こ
える周波数の範囲は広いので、聴こえるところ
で適当に合わせたのでは、相手局とズレてしま
います。

即ち、受信している周波数でそのまま送信した
のでは相手の受信周波数とズレている可能性が
高くなります。そこで、送信する前にはゼロイ
ンする必要があります。

ゼロインには、サイドトーンを出してピートピッチ
と聞き比べる方法と、 cwモードとCW-Rモードでの
ビートピッチ同士を比べる方法があります。

｜ ブレークイン ｜ 

キーダウンするだけで送信に切替えることができま
す。フルプレークインとセミプレークインがありま
す。

圃削除問…

・フルプレークイン

フルプレークインのときは、キーアップすると直ち
に受信状態に戻ります。（キーイング中のモールス符
号のスペース時にも受信します。）

キーイングスピードが速すぎてフルプレークインで
は送受信切替えが間に合わない時や、スペース時の
受信が煩わしいときはセミブレークインにします。

針送受信切替えには10数msの時聞が必要です。キーイン
グスピードを速くしていくとドット、スペース時聞が
送受信切替え時間に近づくため、符号聞の受信が出来
なくなります。この場合は、セミブレークインで行っ
てください。
・フルプレークインによるスプリッ卜運用時、送受信周
波数の組み合わせによってはモニター音または受信音
にクリックが聞こえることがあります。
・リ二アアンプTL-922はフルブレークインに対応してい
ません。（リニアアンプは、フルブレークインに対応し
ていることを確認してから、フルプレークイン運用し
てください。）
・フルプレークインのときは、アンテナチューナ一部の
リレー保護のため、受信信号もAT回路を通ります。
RX.ATだけをOFFにすることはできません（→p.51）。

掴セミブレークイン

セミプレークインのときは、キーアップしでも一定
時聞は受信に戻らず、送信状態を続けます。
この持続時間（ディレイタイム）はDELAYつまみで
50msから800msまで（50msステップ）調節できます。

DELAYつまみ（下）

囚［VOX］を押す
• vox表示にします。

固［FULL/SEMI］を押す
• FULL表示点灯．．．．． フルプレークイン
SEMI表示点灯 ．．． セミブレークイン

同キーヤーを押して送信する

．サイドトーンと聞き比べる

回［VOX］をOFFにする
・プレークインを解除します。

図［RIT]をOFFにする
・送信周波数と受信周波数の問に差を作らないようにしま
す

固キーダウンする
・サイドトーンがモニターできます。

回同調つまみを回す
・サイドトーンと同じ周波数に聴こえるように合わせま
す。

・cwモードとCW-Rモードを比べる

ゼロインしているときは、 cwモードとCW-Rモード
のビートのピッチは同じ音になります。

これを利用して［CW］と［CW-R］を交互に切替え、周波
数が同じになるように同調つまみで合わせると、正
確にゼロインできます。

fl=f2 

ノーマル ，
 
〆
ヴ
ん

〆

rl
，，
 
ノ

r
 f I
 

リI＼ース、、
fl ', 

cwモードでの相手局の送 CW-Rモードで
BFO周波数 信局波数 のBFO周波数
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キーダウンしてから信号が出るまで、またはキー
アップしてから信号が終わるまでには多少の時間差
があります。

目」cwライズタイム（CW立ち上がり／下がり）巴J
cwモードのように搬送波を直接キーイングする電
信では、これを可聴音に変換するためにBFO(Beat 
Frequency Oscillator）があります。

cwピッチの変更

立ち下がり時間立ち上がり時間
自
主
oa

BFOと受信周波数との差が、ビート音として聴こえ
てきます。本機ではこの周波数是を rcwピッチj
と呼び、メニューNo.24で400Hzから lOOOHzの間
(50Hzステップ）で変更できます。

聴きやすい周波数に設定してください。

TIME 

キーアップキータ．ウン

｜ ！  
I CWL ／チ｜（叩問）

BFO周波数 自局の受信周波数
（＝表示周波数）

この時間差が短いとカッカツした音になりますが、
DXの場合は了解度が上がるので好まれます。

逆に時間差が長いと、ソフトな聴きやすい音になる
ので、ローカルに向いています。

メニューNo.23で2、4、6、8msの中から選択できま
す。

CW  RISE 

PITCH 

~wピァチ（40GHzから
lOOOHz (5GHzステ yプ)l
初期値引lOHz⑧ 

~立ち上がり／下がり時間
(2,4,6,8,ms) 

初期値4ms

日
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• cwピッチを切替えても受信フィルターの中心周波数
は変化しません。ビート音が聞こえなくなった場合
は、 HI/SHIFTつまみで受信フィルターを合わせてくださ
し、。円

・フルブレークインのときは、 8msを表示しても実際の
立ち下がり時間は6msになります。これは受信時間を
確保するためです。門

サイドトーンモニター

サイドトーンモニターは送信中のキーイング符号を
聞くための機能です。 cwモードでキーダウンする
と、設定しであるサイドトーンが聞こえます。
本機のサイドトーンはcwピッチと同じ周波数で
す。

送信しないときは、全モードでcwキーイングをモ
ニターできます。ゼロイン、キー操作の練習または
メニュー操作でサイドトーンを選択しながら試聴す
るときなどに使います。

回 MONIつまみを回す
・モニター信号の音量を調節します。

図キーダウンする
・モールス符号がモニターできます
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I マイクゲインの調節 [ ' i I 
FMモードのマイクロホンゲインはLOWに初期設定しで
あります。

感度が低いマイクロホン（MC・90等）を使っているため
ゲインを上げたい場合などは、メニューNo.61でゲイン
をHIGHに切替えられます。

FM.MIC 

FMモードのときは、他のモードにくらべてSメー
ターの感度を変えて、振れ幅を大きくしています。

この感度は、メニューNo.12をOFFにすると、他の
モードと同じレベルになります。

~ーター感度調節の
ON/OFF 
初期値ON

FM.S-MET 

Sメーターの感度切替え

＠〉

FMの基本操作

囚［FM/AM］を押す
• FM表示にします。モードの1文字自のモールス符号（・．
一・）が聞こえます（モードモールス→p.60）。

図信号の出ていない周波数に合わせる

固 SQLつまみを回す
・0目盛からゆっくり時計方向に回して、ノイズの消える点
（スレッショルドポイント）で止めます。

回交信したい周波数に合わせる
• FMモードの運用は29MHz帯で行います。
• sメーターを見ながら目的の信号が明りように聞こえるよ
うにします。
FMモードのSメーターの感度はメニューNo.12で変更でき
ます。

・受信フィJレターについてはp.44をごらんください。

国［SEND］またはマイクロホンの［PTT］を押
す
・送信中はONAIRインジケーターが点灯し、 Sメーターは
PWRメーターに変わります。

・送信フィルターはナローですが、メニューNo.60でワイド
にも変更できます（ナロー／ワイド切替え→p.28）。

・［SEND］を押さずに話すだけで送信することもできます
(VOX→p.62）。

・［MONI]を押し、 MONIつまみを回すと、 FM変調前のAF
信号をモニターできます。

国マイクロホンに向かつて話す
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｜ ｜・パネルのMIC（マイクゲイン）つまみではFMモードのマイ

｜ ｜ クゲインは変化しません（マイクゲインの調節→右記）。



FM 

低音を聴きやすくする（FMパスブース卜） ［！］ 

FMモードで受信しているとき、声の低音が弱々しく
感じられるときは、メニューNo.59をONにすると、
聴きやすい音になります。

FM.BOOST 

M.CH/VFO.CH 

⑧
 
ナ口一／ワイドの切り替え

本機は、より多くのアマチュア局が交信できるように、

FMモードではナ口一送信にしてあります。

相手局がワイド送信のときは、受信音が歪んだり、スケ

ルチが閉じてしまいます。

また、相手局がワイド受信のとき自局がナ口一送信する
と、相手局での受信音量は小さくなってしまいます。

これらの場合は、メニュー No.60をONにして、ワイド

にしてください。

FM  WIDE 

乱1.CH/VFO.CH

⑨
 占有帯域幅 ｜ デビ工ーション

ナ口一 I 11.0kHz以下 ｜ 土2.5kHz以下
ワイド I 16.0kHz以下 I ±5kHz以下

FMモードのレピーター ［！］ 

29MHz帯のレピーターは、電離層反射を利用するた
め、広い地域のアマチュア局と交信できます。
レピーターは一般に送信周波数と受信周波数が異な
り、また送信信号にサブトーンが付加されていると
き動作します。
（日本のレピーターは・lOOkHz差、サプトーン
88.5Hz、連続）

レピーター

（受信） 29.510～29.590 MHz 

（送信） 29.610～29.690 MHz 

〆三、
無線局：A ｜ ｜ 無線局：B

（受信） 29.610～29.690 MHzl ｜（受信） 29.610～29.690 MHz 
（送信） 29.510～29.590 MHzi I （送信） 29.510～29.590 MHz 
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・サプトーン周波数

レピーターによって、サプトーン周波数とその種類
(c: continuous（連続）／b:burst（パース卜））が異なりま
す。

本機はサプトーン周波数として、下表の39波を内蔵
しています。メニューNo.57でサプトーン周波数が
選択できます。

SUB.TONE 

恥f.CH/VFO.CH

⑨
 

トーン周波数

No. [Hz] No. [Hz] No. [Hz] No. [Hz] 

01 67.0 11 97.4 21 136.5 31 192.8 
02 71.9 12 100.0 22 141.3 32 203.5 
03 74.4 13 103.5 23 146.2 33 210.7 
04 77.0 14 107.2 24 151.4 34 218.1 
05 79.7 15 110.9 25 156.7 35 225.7 
06 82.5 16 114.8 26 162.2 36 233.6 
07 85.4 17 118.8 27 167.9 37 241.8 
08・88.5 18 123.0 28 173.8 38 250.3 
09 91.5 19 127.3 29 179.9 
10 94.8 20 131.8 30 186.2 39 1750.0 

No.はパ、ノコンコントロール用です（→p.82）。 ・初期値

メニューNo.58で連続かパーストかが選択できま
す。

SUB.TONE 

M.CH/VFO.CH 

⑧
 



レピーターへのアクセス 叫
本機で29MHz帯のレピーターにアクセスするには、
スプリット運用の3つの方法（→p.20）の中から1つを
選びます。いずれの場合も、送受信周波数をともに
FMモードにします。

・送信されるサプトーン周波数

サプトーン周波数は送信側の状況により，下記のよう
に変わります。
VFO A、VFOBまたは区間指定メモリー（CH99）か
ら送信するときは、送信時点にメニューNo.57で
設定しているサプトーンが付加されます。

標準メモリー（CHOO～CH98）から送信するとき
は、メモリー登録時にメニューNo.57に設定して
いたサプトーンが付加されます。

・送信されるサプトーンの種類

サプトーンの種類（cまたはb）は、送信時点、にメ
ニューNo.58で設定している値になります。

・スプリッ卜運用

例 VFO AとVFOBにレピーターJR6YTを登録してスプリッ卜運用

する場合

レピーターの受信周波数 29.570MHz 

レピーターの送信周波数 29.670MHz 

回［RX-BJを押し、送信周波数（レピーターの
受信周波数）を設定する

図［FM/AM］を押す
• FM表示にします。

AGC AUTO 

2 5'.5ワaa

固［A=B］を押す

回［RX-A］を押し、受信周波数（レピーターの
送信周波数）を設定する

AGC AUTO 

2 5'.6ワaa
FM 

固［TX-BJを押す
• SPLIT表示とTONE表示が点灯します。

この状態でレピーターにアクセスできます。

〈で占5,, o、v
＝再r FM 

つづけて

・スプリットメモリーに登録する

サプトーンの周波数は、あらかじめメニューNo.57
で選択されている周波数がメモリーされます。
ここでメニューNo.57を呼び出してサプトーン周波
数を変更することもできます。

1揖｜耐プトーンの周波数はメモリーされますが、連続か
ドー叩｜ パーストかの種類はメモリーできません。種類を変更
｜｜  する場合は、スプリットメモリーを呼び出す前にメ
｜ ニューNo.58を変えて下さい。（サプトーン周波数→前
｜ ページ）

困［固1/M.IN］を押す

回 M.CH/ VFO.CHつまみで希望のメモリー
チャンネル（00～98）を選ぷ

困［困／M.IN］を押す
・スプリットメモリーに登録されました。

巳Jレピーターによる交信

田［RX-M.CH］を押す

図 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・レピータ一周波数を登録したメモリーチャンネルにしま
す。

す念品し灯占叫カ一示践N

－
 

O

昔
ヲ

T

申

E

と

4
f

示

を

司
Y
V

司
B

，J

T

は

D

E

き

N

況

と

E

U
一

る

S

．

す

FL

鵠
固

・cd ' ． 

.J-・♂ ． 
レピーターJR6YT
受信周波数） 29.570 MHz 

送信周波数） 29.670 MHz 
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h ’V ••• A企

， 一一 ι 一,. . , , 

AMで、交信する

[SEND] [METER] 

号祭主主~~－ i~ ~~~－ B. §. B jij B 8. _=:~;~i~)™#'i 
高E、祖 匂喝園

CARつまみ

AMの基本操作

田［FM/AM］を押す
• AM表示にします。モードのl文字目のモールス符号（・ー）
が聞こえます（モードモールス→p.60）。

回交信したい周波数に合わせる
• sメーターを見ながら目的の信号が明りように聞こえるよ
うにします0

・受信フィルターについてはp.44をごらんください。

送信する前に

固［METER］を押す
• ALCメーターを表示させます。

回［SEND］またはマイクロホンの［PTT］を押

す
・送信中はONAIRインジケーターが点灯し、 Sメーターは
PWRメーターに変わります。

・［SEND］を押さずに話すだけで送信することもできます
(VOX→p.62）。

・弱い信号の相手に送信するときは、 SSBモードと共通のス
ピーチ・プロセツサー（PROC）が有効です（→p.23）。

固 CARつまみを回す
• ALCメーターがほとんど振れない程度（2、3ドット）に合わ
せます。
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[FM/AM] 

固マイクロホンに向かつて話す
• ALCメーターがあまり変化しないレベルにMICつまみで
調節します0

・ MICつまみを時計方向に回しすぎると、明りょう度が低
下します。

・声が大きすぎたり、マイクロホンとの距離が近すぎる
と、明りょう度が低下することがあります。

・［MONI］を押し、 MONIつまみを回すと、 AM変調前のAF
信号をモニターできます。

・送信フィルターはSSBモードと共通です。詳細については
p.22をごらんください。

・DSPによる送信AGCにより、変調度は70%に制限されて
います。

AMBC帯を9kHzステップにする @] 
AMモードで BC帯（下記）になると、 M.CH/VFOCHつ
まみは9kHzステップになります。

BC帯 522kHz亘f語 1620kHz

BC帯に切替えた後、 M.CH/VFOCHつまみを回すと、
最も近い放送局周波数を受信します。

この機能はメニューNo.42でOFFにできます。

⑨ 
BC.STEP 

弓Z帯9kHzステ yプの
ON/OFF 
初期値ON



RTTY通信をする

RTTY装置

RTTY (Radio Teletypewriter）は、音声や電鍵のかわり
にキーボードを操作して、それを符号に変換して
RTTY端子から送受信するデータ通信の1方式です。

RTTY装置は背面のACC2端子およびRTTY端子と接続
します。端子の詳細についてはp.12、13をごらんく
ださい。

シフ卜幅 ~ 
FSKモードで5単位のRTTY符号を使用する場合、マー
ク周波数（表示周波数）とスペース周波数は、一般的
には170Hzシフ卜しています。

工場出荷時のシフト幅は170Hzですが、メニュー
No.62で200Hz~ 425Hz、850Hzに変更できます。

FSK.SHFT 

シフト幅の選択
170/200/425/850 
初期値 170Hz⑨
 
周波数関係は下記のとおりです。

｜｜ 
スペース周波数 マーク周波数

＝表示周波数

キーオープン キーショー卜

注意｜・iTS-870とRTTY装置の電源は共通にしないでください。
ド－・日］・RTTY装置に本機を近づけすぎると、ノイズを受信する
｜ ｜ ことがあります。

リパース
可
E
B
E
d

－
－
 

r
E
E
L
 

標準状態のBFO(RXCARRIER）は、 LSB側を使用してい
ます。相手局が逆シフトの場合は、［FSK］を1～2度押
してFSK・Rにすると、 BFOがUSB側にリパースして、
受信側で極性を合わせることができます。

リパースの場合の周波数関係は下記のとおりです。

置

圃

一

一

品

叩

申

－

－

E
P
I

－

－

 

フ

一

一

シ

一

一

マーク周波数 スペース周波数
＝表示周波数

キーオープンキーショー卜

「雪
針送信時はキーオープン時がマーク信号になり逆シフト
します。表示周波数はスペース周波数になります。
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RTTY 

AF出力レベルの調節
可
E
E
J
1
・
ra－－－』

本機のAF信号はACC2端子（ANO→p.12）からRTTY装
置に出力されます。このレベルはメニューNo.21で
O～9まで10段階の調節ができます。 RTTY装置に合わ
せレベルを調節してください。

画州つまみでは調節できません。

PKT.OUT 

M.CH/VFO.CH 

AF信号の出力レベル調節
(O～9) 

初期値レベル4⑨
 

RTTY符号のキ一極性反転
『
E
E」1
・

F
E
E
L
 

工場出荷時は、キーショー卜時にマーク周波数、
キーオープン時はスペース周波数が送出されます。

接続するRTTY装置の極性が反転している場合は、メ
ニューNo.63をON（＝スペース送信）にしてくださ
L、。

キショ ト時 キオプン時

メニュ No.63 OFF 

（工場出荷時）
マーク スペース

メーユ－No.63 ON 

（極性反転時）
スペース マーク

凡1ARK.POL

M.CH/VFO.CH 

⑧
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受信トーンの変更
『

E
B
E
d

－
－
 

F
E
E
L
 

FSKの受信トーンは工場出荷時は2125Hz(HIGH）です
が、メニューNo.64で1275Hz(LOW）に変更できま
す。

FSK.TONE 

M.CH/VFO.CH 

⑧
 

の選択
初期値2125Hz

RTTYの基本操作
『

E
E

，d
1
・

F
E

’L
 

回［FSK/-R］を1または2回押す
• FSKまたはFSK-R（リパース）表示にします。

・モールス符号（・一・）または（・一・ ・一・）が間こえます
（モードモールス→p.60）。

• FSKモードにすると、 MIC端子からの音声入力信号は自
動的にOFFになりま歩。

回交信したい周波数に合わせる
・相手局に合わせる場合は、 RTTY装置のチューニングイン
ジケーター等を使って、ゆっくりチューニングします。

・送信する前にしばらく受信して、他局の交信に混信を与
えないことをお確かめください。

・表示周波数はマーク周波数です（ノーマルシフト時）o

・AF信号はACC2端子から出力されます。
AFつまみを回しでも RTTY装置への音量は変わりませ
ん。

回［METER］を押す
• ALCメーターを表示させます。

送信スタンパイには

回［SEND］を押すか、 FSKターミナルの操作
で送信する
（一般的にはキーボードから入力します。）

・送信中はONAIRインジケータが点灯します。 Sメーター
はPWR（パワー）メーターに変わります。

• CARつまみでALCメーターの振れがALCゾーン内になる
ように調節します。



パケット断言をする
AFSK方式のターミナル、データ通信、 SSTV等をふくみます。

RS-232C TNC 

パケット通信は、音声や電鍵のかわりにパソコンな
どのキーポードを操作して行う、データ通信の一方
式です。

TNCは背面のACC2端子と接続します。端子の詳細に
ついてはp.12をこ．らんください。

モードと通信速度

HF帯のパケッ卜通信のモーに通信速度と電波型式
は下記とおりです。

モード 通信速度［bps] 電波型式

USB& LSB AFSK 300 Fl 

USB& LSB PSK 1200 Fl 

FM AFSK 1200 F2 

パケットフィルターの選択 ［！］ 

SSBモードの音声通信用の帯域はパケッ卜通信に使
用するには広すぎるので、メニューNo.19でパケッ
ト通信用にフィルターを設定してください。 OFFま
たは1200、300、PSKモデム用の4つのフィルターか
ら選択できます。

SSBモードでパケットフィルターを選択すると、
フィルターはサプ表示部に表示されます。
メーター表示部のFILTER表示は消えます。また
WIDTHつまみは動作しません。

ゆ ＠ー鑓》壁掛剛珊1111° ・i-

E三ヨ 1111111仙川田山田剛目剛目
①1111州側目側目剛目剛川110

＠ 

i主意｜・iTS-870とTNCの醐は共通にしないでください。
｜ ｜・パソコンに本機を近づけすぎると、ノイズを受信する
｜ ！ ことがあります。

MENU 

表示

OFF 

1200 

300 

p 

帯域幅
サブ表示

呼出時

OFFのときは音声通信用の帯域で
す。フィルター幅はパネルの PKT.FIL 
W旧THつまみで変わります。

Wide (1200bps用）。
パケッ卜運用時の標準です PKT.FIL 
(l.7kHz ± l.2kHz）。

Narrow (300bps用）。
パケット運用時に混信があった

PKT.FIL 
り、信号が弱い時選択します
(2. l 7kHz±0.45kHz）。

PSKモードでパケット運用すると
PKT.FIL き選択します（l.6kHz±lkHz）。

PKT.FIL 

⑨ 
データ通信時のフィルタ
(OFF（音声）／1200/300/Pl
初期値OFF

サプ表示

運用時

なし

P.FIL.W旧

P.円L.NAR

P.FIL.PSK 

1調！・パケットフィルターは、音声通信には帯域が狭すぎま
卜－－ 1 す。パケット運用時以外はOFFにしてください。

｜｜  ・おすすめ
｜｜  メニューNo.45～48でメニューNo.19をPFキーに殴定す
｜ ると、簡単にフィルターを切替えられます（→p.96)

｜｜・FMモード時は動作しません。

•ssrv等のフィルター

SSTV等には専用のフィルターはありませんが、ス
ロープチューンを調節して（例えばLO:800Hz、HI:
2600Hzなど）、混信を除去します（→p.43）。
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パケット

表示周波数と実際の送信周波数 巴J
SSBモードのときは、表示周波数はキャリアポイン
卜の周波数です。

実際に電波の送信される周波数は、

USB時表示周波数＋変調周波数
LSB時表示周波数一変調周波数になります。

例 サプキャリア

シフト幅

表示周波数

2210(HZ) 

± lOO(HZ) 
14.lOOOO[MHz］の場合

14.10000 
表示周波数

司
自
・
・

司

a
内

4nu 

咽
E

－
A
骨

川

luu
内

4nu 
－－a
－
 

A
斗
噌

a

F雪‘変調周波数l立、 TNCによって変わります。ご使用のTNCの取扱説明書をごらんください。

AF入力感度の調節 巴j
TNCから出力されるAF信号は、 ACC2端子（PKD→
p.12）から本機に入ります。この入力感度はメニュ－
No.20で3段階に切替えられます。

赫
一
雄

o I 1 ・2
高（lOmV)

・は初期値

ALCゾーンを超えないように考慮して、入力感度は
できるだけ低くしてご使用ください。入力感度が高
いと、歪みや回り込みが起きやすくなります。

入力感度を下げてあってもALCゾーンを超える場合
は、 TNCの出力レベルを下げてください。

低（lOOmV) I中（30mV)

函州lーでは調節材料ん。

PKT.IN 

H

、l／

C

＼

／

 

O
『

h
f
／

F
C門
〕
－

m

一N2
一

C

／

＼

 

M

／
I
＼
 

町入力信号の川崎
(0～2) 

初期値レベル2
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AF出力レベルの調節 ［！］｜ 

AF信号はACC2端子（ANO→p.12）からTNCに出力され
ます。このレベルはメニューNo.21でO～9まで10段
階の調節ができます。 TNCに合わせレベルを調節し
てください。

工場出荷時はレベル4です。 SSBモードで、 Sメー
ターが撮れる信号を受信したときの出力レベルは約
300mVp-pです。

圃・，AFつま…調節できません。

PKT.OUT 

日

、

1
／

C

＼

／

 

O
『

／

序
一

a
4
1
一

一N
2
～

C

／

＼

 

M

／
I
＼
 

』忠｛言号の出力レベ噺
(0～9) 
初期値レベル4

パケットの基本操作 叫
使用するモードに合わせて

回［USB］、［LSB］または［FM］を押す
・モードの1文字目のモールス符号が聞こえます（モード
モールス→p.60）。

回交信したい周波数に合わせる
・パケット通信では表示周波数と実際の送信周波数は異な
ります0

・ TNCのインジケータまたはX-Yスコープを見ながら微調
節します。（詳細はご使用のTNCの取扱説明書をごらんく
ださい。）

・送信する前にしばらく受信して、他局の交信に混信を与
えないことをお確かめください。

• AF信号はACC2端子から出力されます（［AF出力レベルの
認節］参照）。
[AFつまみ］を回してもTNCへの音量は変わりません。

回［METER］を押す
• ALCメーターを表示させます。

送信するには

回通信ターミナルの操作で送信する
（一般的にはキーボードから入力します。｝

・送信中はONAIRインジケータが点灯します。 Sメーター
はPWR（パワー）メーターに変わります。

・送信すると、 MIC端子からの音声入力信号は自動的に
OFFになります0

・ TNCからの変調信号が大きすぎて変調が歪む場合は、 AF
入力感度を調節します。
それでも大きすぎる場合は、 TNC側の変調出力を一度絞
り切って、徐々に上げてください。

eFMモードでデータ通信する場合は、メニューNo.59の
FMパスブーストをONにすると、エラー率が下がるこ
とがあります。

‘実際の運用には使用するターミナルの取扱説明書に従
い、正しくセットした上で送信するようにしてくださ
し、。



メモリーチャンネル
本機には3種類のメモリーがあり、それぞれ登録できる内容や登録方法などが異なります。

メモリーの種類とチャンネル数

メモリーの種類とチャンネル数は下記の通りです。
I 標準メモリー •••••• CHOO～CH98（合計99)
H 区間指定メモリ一 一 CH99のみ（→p.38)
川クイック・メモリ一一 Ql～Q5（→p.39) 

登録できる内容

・標準メモリーとクイック・メモリー

シンプレックス・データを登録するとき
・受信周波数（＝送信周波数）
・モード（電波型式）

スプリット・データを登録するとき
・受信周波数とモード
・送信周波数とモード

この他に標準メモリーには、サブトーン周波数が
登録されます（レピーターへのアクセス→p.29）。

・区間指定メモリー

・開始周波数とモード
・終了周波数

メモリーのパックアップ

本機はリチウム電池でVFOデータやメモリーのパッ
クアップをしています。このため電源を切ってもメ
モリーした内容は保持されています。

．工場出荷時の初期値

初期設定 周波数 モード

VFOA 14.000.00 USB 

VFOB 14.000.00 USB 

メモリーチャンネル（CHOO～CH99)
データなし データなし

クイックメモリー（Ql～Q5)

・リチウム電池の寿命

リチウム電池の寿命は約5年です。リチウム電池の
交換については、購入店または最寄りのサービスセ
ンターにご相談ください。

ト参考｜時機の電源を切った後も、 13.SVの電源をONにしてお
ド 1 くと、リチウム電池は消費しません。

・メモリーのリセット

メモリーを工場出荷時の状態に戻す方法については
p.73をご覧ください。

〔 標準メモリー 】
最も標準的なメモリーがCHOO～CH98です。ここに
はシンプレックス・データでもスプリッ卜・データで
も登録できます。

ト参考｜幌準メモリーは10チャンネルごとのグループスキャン
「つ ができます。グループ分けして登録することをおすす
I めします。（グループスキャン→p.40)

メモリーに登録する

・シンプレックス・データの登録

送信と受信の周波数が同じシンプレックスの場合
は、受信周波数だけをVFOAまたは VFOBに設定し
て、メモリーに登録します。

田［RX-A］または［RX-BJを押す
・受信周波数とモード（電波型式）を設定します。

AGC AUTO 

IU 11-1,:1-1「1
I l. I I .:::..1. LI LI 

USB 

回［圃／M.IN］を押す
・最後に操作したメモリーチャンネルとMSCR表示が点灯
します（メモリースクロールモード）。

AGC AUTO 

4

門

υ

町
内

U
M.SCR 

・メモリースクロールモード

メモリースクロールモードはメモリーの内容を確
認するためのモードで、 M.SCR表示が点灯しま
す。受信周波数は、 M.SCRモードに入る前の周波
数のままです。

・［固／CLR］を押すとメモリースクロールモードは解除
されます。
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回 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・希望のメモリーチャンネルを選びます。

・マイクロホンの［UP/DWN］でもチャンネルを選べます。

2揖｜・データが登録されているチャンネルを選択する
ドー＂＂ I と、次に［M.IN］を押したとき、そのチャンネルの
｜｜  メモリー内容は消去されます。

空チャンネルサーチ

[1MHz］を押してからM.CH/VFO.CHつまみを回すと、
データの登録されていない空きチャンネルだけが表
示されます。

すべてのチャンネルがメモリーされているときは、
モールス符号でCHECKとスピーカーより出力しま
す。

固［固／M.IN］を押す
・囚で設定したデータが固で選んだメモリーチャンネルに

シンプレックス・データとして登録されます。

ド参考｜・すでに登録してあるメモリーチャンネルにのデー
I＂＇つ｜ タを変更して、別のメモリーチャンネルに登録す
｜ ｜ ることもできます。（チャンネル間コピー→p.37)

｜｜・メニューNo.57で設定されているサプトーン周波数
｜ が同時にメモリーされます。

・スプリット・データの登録

送信と受信の周波数が異なるスプリッ卜の場合は、
2つのVFOを使用します。一方のVFOに受信周波数と
そのモード（電波型式）を設定し、他方のVFOには送
信周波数とそのモード（電波型式）を設定します。そ
の後、 VFOモードでスプリット状態にします。最後
にその状態をメモリーに登録します。

回［RX-A］を押す
・受信周波数とモード（電波型式）を設定します。

円

unu 

mnμ 

日

n
u

A

コL
畑
コL

回［A=B］を押す

固［RX-BJを押す
・送信周波数とモード（電波型式）を設定します。

可 tコt門門n
C u: I u. u u 

困［RX-A］次に［TX-BJを押す
• VFOモ『ドでスプリット状態になり、 SPLIT表示が点灯
します。
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固因／M.IN］を押す
・最後に操作したメモリーチャンネルとM.SCR表示が点灯
します。

固 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・希望のメモリーチャンネルを選びます。

・マイクロホンの［UP/DWN］でもチャンネルを選べます。

ー
メモリーサーチ

[1MHz］を押してからM.CH/VFO.CHつまみを回すと、
データの登録されていない空きチャンネルだけが表
示されます。

回［困／M.IN］を押す
・回で設定したデータが固で選んだメモリーチャンネルに

スプリット・データとして登録されます。

メモリーチャンネルを呼出す

メモリーチャンネルモードにすると、 M.CH/VFO.CH
つまみで連続的にメモリーチャンネルを呼出せま
す。

[RX・M.CH] [Tχ－M.CH] M.CHNFOつまみ

回［RX-M.CH］を押す
・メモリーチャンネルモードになり、最後に操作したメモ
リーチャンネル（例.3CH）が表示されます。
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困 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・メモリーチャンネルが順次表示されます。

・マイクロホンの［UP/DWN］でもチャンネルを選べます。

メモリーサーチ

[1MHz］を押してからM.CH/VFO.CHつまみを回すと、
データの登録されているチャンネルだけが表示され
ます。

メモリー登録時のメモリーサーチは空きチャンネル
を表示します。



喧一一一機器護側綴務総総有機織機器鱗送機綴綴喜多鰍議議議接：織祭器繍綴織も糠幾＠£訴鰍幾議題綴綴綴緩線機譲与待機器為待機器綴凝議機鍛警幹事長線機ft必綴織機線対議選後jg欝翠？護ノ’ 』 ~ 

メモリーシフト

メモリーチャンネルを受信または送信に使用してい
る状態で、［白／M>VFO］を押します。メモリーチャ
ンネルのデータがVFOモードに転送されて、同調つ
まみなどで変更できるようになります。

f揖｜・メモリーシフトをしてもメモリーチャンネルのデータ
ド－－ 1 は書き替わりません。
｜ ・もとのVFOのデータは書き替わります。
｜ 健Eきチャンネルはメモリーシフトできません。

．スプリット・メモリーのシフト

RX、TXともにメモリーチャンネルの場合は、 RXが
VFO Aに転送されます。
RXまたはTXの一方だけがメモリーチャンネルの場合
は、 VFOでない側に転送されます。

シフト前 シフト後

RX TX RX TX 

M.CH M.CH A B 

M.CH A B A 

M.CH B A B 

A M.CH A B 

B M.CH B A 

データの一時的変更

メモリーされた周波数とモードは、書き替え操作を
しない限り変わることはありません。

電波型式は、［LSB/USB］などのモードキーで一時的な
変更ができます。

標準メモリーCHOO～CH98の周波数は、メニュー
No.49をONにすると、メモリーチャンネルを呼出し
ている聞だけ、同調つまみで一時的に変更できま
す。

CH.SHIFT 

データの一時的変更の
ON/OFF 

初期値OFF⑧
 この機能は、近接の周波数をチェックしたり、メモ

リーするとき使用します。（この場合でも元のデータ
は書き替わりません）

｜参考｜鍍更したデータは、チャンネルを変えると消えます
γ つ が、その前に別のメモリーチャンネルに愛録しておく
｜ ことはできます（チャンネル間コピー→p.37）。

チャンネル間コピー

メモリーチャンネルのデータを（変更して）、別のメ
モリーチャンネルに登録できます。メモリーチャン
ネルの整理や、消去（空きチャンネルをコピーする）
に使用します。

1揖 1 ザータを変更して登録するときは、あらかじめメ
1・--1 ニューNo.49のデータの一時的変更機能をONにしてお
！ きます。

回［RX州.CH］を押す
・メモリーチャンネルモードにします。

図 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・希望のメモリ←チャンネルを呼出します。

必要に応じて

固同調つまみで周波数を変更する

囚［困／M.IN］を押す
• M.SCR表示が点灯します。

国 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・新たに書き込むメモリーチャンネルを選びます。

回［困／M.IN］を押す
・固または図のデータが、国で選んだメモリーチャンネル

に登録されます。

制茎間指定メモリー（CH99）を標準メモリーにコピーした
場合は、 99CHで表示している周波数がコピーされま
す。 FMモードのときは、 88.5Hzのサプトーンがメモ
リーされます。

ャンネルがロックアウトされている
コピーされたチャンネルのロックアウトは解除されま
す（→p.41）。

データの消去（クリア）

メモリーチャンネルに登録しであるデータを1チャ
ンネルごとに消去します。

回［RX-M.CH］を押す

困 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・消去したいメモリーチャンネ1レを呼出します。

回［図／CLR］を押し続ける
・約2秒後にビープ音が鳴り、データは消去されます。

｜参考｜嵯きチャンネルをチャンネル隠コピーしてもデータを
「 1 消去できます。
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メモリー

〔 区間指定メモリー（C同 9) 】
区間指定メモリ－CH99は、一定範囲内の周波数を操
作したりプログラム・スキャンさせる場合に使用しま
す。区間は、開始周波数と終了周波数を登録するこ
とで指定します。．． 開始周波数と終了周波数には大小の限定はありませ

メ ん。開始周波数から終了周波数に向かつてプログラ
モ ム・スキャンします（→p.42）。

手
ヤ

ン
ネ
jレ

スキャンの方向

開始周波数

4 スキャンの方向

終了周波数

区間の指定

囚［RX-A］を押す
・開始周波数と電波型式を設定します。

回［A=B］を押す

回［RX-BJを押す
・終了周波数を設定します。

回［RX-A］を押す

固［国／M.IN］を押す

国 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・ CH99を呼出します。

周波数→

終了周波数

周波数→

開始周波数

・マイクロホンの［UP/DWN］でもCH99を呼出せます。

回［困／M.IN］を押す
・回と固で設定したデータがCH99に登録されます。
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CH99の呼出し

標準メモリーチャンネルの呼出しと同じですが、
CH99を呼出している時は、開始周波数と終了周波数
が簡単に確認できます。

囚［RX-M開CH］を押す

回 M.CH/VFO.CHつまみを回す
• CH99を呼出します。

ここで

・開始周波数の確認
[DOWN］を押すと、開始周波数が確認できます。

・終了周波数の確認
[UP］を押すと、終了周波数が確認できます。

園モードの変更
モードキーを押すとモードが変わります。

・周波数の変更 （プログラマプルVFO)
同調つまみ、または［ENTER］とテンキーで周波数が
変わりますが、指定区聞を超えることはありませ
ん。

データの消去（クリア）

回［RX-M.CH］を押す

回 M.CH/VFO.CHつまみでCH99を選ぶ

回［回／CLR］を押し続ける
・約2秒後にビープ音が鳴り、データは消去されます。

｜参考j号きチャンネムをチャンネル潤コピーしてもデータを
1－つ 凋去できます。 tチャンネル間コピー→p.37)
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クイック・メモリーは、 VFOのデータを素早く一時的
に保存するためのメモリーです。

5つのメモリー（Ql～Q5）がありますが、新しくメモ
されるたびに、前のデータは次のメモリーに送ら

れ、 Q5になると次には消滅します。

クイック・メモリーに登録する

送信・受信ともにVFOモードのとき

回 QUICKMEMOの［M.IN］を押す
・ビープ音が鳴って、表示中の周波数と電波型式がQlに登
録されます。

・同時に、以前Ql・Q2，・Q3・Q4，に登録されていたデータはそ
れぞれQ2・Q3・Q4，・Q5に送られます。
以前Q5にあったデータはクリアされます。

[M.IN] [MR] 

F雪観受信または送信の一方がM.CHのとき、または両方ともM.CHのときは、クイックメモリーはできません。

議メモリー

クイック・メモリーを呼出す

両
〕
・すべてのクイックメモリーチャンネルに何も書き込ま
れていないとき、 QUICKMEMOの［MR］を押しでも動作
しません。

回 QUICKMEMOの［MR］を押す
・最後に操作したクイック・メモリーが呼び出されます。

図 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・クイック・メモリーが順次呼び出されます。

ゆ考ILED表示
｜ このとき点灯するRX,TX LEDはクイック・メモリー
｜ の状態を表示しています。

クイック・メモリーしたと

き、受信周波数がVFO

A、送信周波数がVFOBで

あった場合

次に呼出した時、 LED表

示は右図のように点灯し

ます。

E

「
巴
「
固
竹
田

町口口口
ここで

・周波数変更

同調つまみを回すと、周波数を一時的に変えられま

す。

・モード変更

[LSB/USB］などのモードキーを押すと、電波型式を一
時的に変えられます。

.VFOシフト
［回／M>VFO］を押すと、データがVFOモードに転送さ
れます。

クイック・メモリーを解除する

回 QUICKMEMOの［MR］を押す
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ノスキャ
スキャンは周波数を自動的に変化させて信号を探す機能です。本機にはメモリースキャンとプログラムスキャ
ンの、 2つのタイプのスキャンがあります。

田［RX-M.CH］を押す
・最後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

司［直］／SCAN］を押す
・チャンネル番号が大きくなる方向にスキャンを開始し、
SCAN表示が点灯します。スキャン方向の変更はできませ
ん。

・メモリーチャンネルが全て空きチャンネルまたはロック
アウト（→ p.41）されているときは、スキャンにはならず、
スピーカーからモールス符号でCHECKと警告します。

【 メモリースキャン ゴ
メモリースキャンはデータが登録されているメモ
リーチャンネルを順次スキャンします。

圃
ス
キ
ャ
ン
メモリースキャンには下記の2つのタイプがありま
す。

オールスキャン／グループスキャン

・オールスキャン

データが登録されている全てのメモリーチャンネ
ルをスキャンします。

・グループスキャン

100のメモリーチャンネルを 10のグループ
(00～09, 10～19、・・－）に分けて、 1つのグ
ループ内だけをスキャンします。
グループスキャンに切替えるにはメニュー
No.66をONにします。

GRP.SCAN 

匝函 ［固／SCAN］を押す
・［CLR］、［PTT］、または［SEND］でもスキャンは終了しま
す。

・スキャン中に押した［PTT］、［SEND］では送信しません。

BUSYストップの再開条件

スキャン中のチャンネルに信号があると、
スキャンは一時停止します。

メモリー

BUSYストップの再開は、タイムオベレー卜かキャリ
アオベレートかによって異なります。初期設定はタ
イムオベレー卜です。キャリアオベレートにするに
は、メニューNo.68をONにします。

匂レ一向ヤンの
ON/OFF 
初期値OFF
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・タイムオベレート

BUSY信号が続いていても、最大約6秒後にはスキャ
ンを再開する。

・キャリアオベレー卜

BUSY信号が続いている聞はストップしている。信号
が無くなってから約2秒後にスキャンを再開する。

・CH99はプログラムスキャンの区聞を指定する特殊なメ
モリーです。このため通常はメモリースキャンの対象
から除外されています。
eCH99のロックアウトを解除すると、 CH99を含めたス
キャンにできます（→p.41）。

CAR.SCAN 

•BUSYストップ中に M.CH/ VFO.CHつまみを回すと、ス
キャンは次のチャンネルに切替わります。信号が無い
チャンネルの場合は、スキャンを再開します。

・・...... キャリアオペレートの
ON/OFF 
初期値OFF
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スキャンさせる
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[RX-M.CH] ［困／SCAN]
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BUSYストップのO附 FF ] 

BUSY信号を受信しでもスキャンを止めたくないとき
は、メニューNo.67でBUSYストップをOFFにしま
す。

BSY.STOP 

⑨〉 w
 
o
 

N
 
O
 
のプリノト

N
ス
O
Y
値
店
期

F
引
初

閉
• BUSYストップがONのときは、スキャンスピードは1
に固定されます。
ただし、弱い信号のときは、 1では速すぎてストップし
ないニとがあります。

圃スキャンスピード（一時停止時間）と表示

BUSYストップがOFFのときは、信号のあり／なしにか
かわらず、設定されたスピードでスキャンを続けま
す。 RIT/XITつまみを回すとスキャンスピードが変わ
ります。
スピードはサプ表部にPOI～P09と表示され、数字が
小さくなるほど速くなります。

表示 I o 1 I 02 I 03 I 04 I os I 06 I 07 I os I 09 

スピード
I o.4 I 1.s I 3.2 

(sec/CH) 
4.6 I 6.0 7.5 I 9.0 I 10.5 I 12 

R以/XITつまみで
スピードが変わります。

ロ門「’LIコ
SCAN 

｜ メモリーチャンネル・ロックアウト

現住必要なメモリーチャンネルだけをスキャンさせ
るために、飛び越したいメモリーチャンネルを指定
する機能です。

ー
・メモリーチャンネルが全てロックアウトされていると
きは、スキャンにはならず、スピーカーからモールス
符号で CHECKと警告します。

［固／CLR] [RX-M.CH] M.CHNFO.CHつまみ

囚［RX-M.CH］を押す
・最後に操作したメモリーチャンネルが表示されます。

図 M.CH/VFO.CHつまみを回す
・ロックアウトするメモリーチャンネルにします。

回［回／CLR］を（短く）押す
・ロックアウトされるとチャンネル番号の右下に小さな・が
点灯します。

胤聞 コtコロ門門門
I 5: t: I. C jj U. Lf U 

SPLIT 

2 ／.♂勺5.00

小さな・が点灯します。

閉
・［固／CLR］を2秒以上押し続けると、登録されているデー
タは消去されます。

匝困設定操作田～固を繰り返します
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~ プログラム スキャン l 
CH99は区間指定メモリーで、 2つの異なる周波数が
メモリーできます。プログラムスキャンは、この2
つの周波数で区切られた区間を、開始周波数から終
了周波数に向かつてスキャンします。
CH99に開始周波数、終了周波数を登録、呼出し、確
認する方法については38ページをごらんください。

スキャンさせる

［困／SCAN] [RX幽BJ [RX・A]

同［RX-A］または［RX-BJを押す
・受信周波数をVFOモードにします。

[g]［国／SCAN］を押す
・開始周波数の電波型式でプログラムスキャンを開始しま
す0

・オートモードをONにしているときは、最初の区切り周波
数を超えるとオートモードが働きます。

• CH99にデータが入っていないときは表示中のVFO周波数
から30kHz～30.000MHzの聞をスキャンします。

極圏 [[[]/SCAN］を押す
・［CLR］、［PTT］、または［SEND］でもスキャンは終了しま
す。
スキャン中に押した［PTT][SEND］では送信しません。

｜ スキャンスピード

プログラムスキャン中にRIT/XITつまみを回すとス
キャンスピードが変わります。スピード表示は
01～09で、数字が小さくなるほど速くなります。

表示 01 02 03 04 05 06 07 08 09 

ス
ピ
8 13 21.3 34.7 56.6 92.2 150.4 245.3 400 I 

ド

スピードは、 lOkHz変わるまでの時間［sec］を表しています。
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スキャンホールド

スキャンホールドはプログラムスキャン中に同調つ
まみ、 M.CH/VFO.CHつまみ、マイクロホンの［UP/
DWN］を操作して、スキャンを一時停止させる機能
です。

スキャン中に信号が聞こえた時や、特定の周波数を
詳しく調べたいときに使います。
メニューNo.65でONにできます。

PG.S.HOLD 

H

＼
l
／
 

C

＼

／

 

O
＼

l

｝

J
 

F
「

k
－
『
d

－

m
花
町
一

C

／

＼

 

M

／
l
＼
 

』，
スキャンホールドの

ON/OFF 
初期値OFF

スキャンは、操作を終了してから約5秒後に再開し
ます。



快逼i五対言ゐ五i石戸一
モードごとに最適化した受信フィルタ一、 DSPによる適応フィルターなどで快適な交信環境を簡単な操作で実
現できます。

ハイカット周波数は下衰の12種類で、 HI/SHIFTつま
みで変えられます

[kHz] 

値期初

1
1
1－
ー
は

．
 

2.4 

6.0 

2.2 

4.6 

2.0 

3.4 

1.8 

3.0 

1.6 

2.8 

1.4 

•2.6 

メーター表示部にフィルター幅とシフト位置が表示
され、 LO/WIDTHつまみ、 HI/SHIFTつまみを回すと幅
や位置が変わります（表示は目安です）。

SSBモードのときは、混信の状況や好みに合わせ
て、スロープチューン動作でハイカット周波数と
ローカット周波数を変更できます。

・ローカット周波数

低い音声周波数（モゴモゴした音）の混信がある時は
（図 3）、ローカット周波数を高くするとこの混信から
逃れられます（図的。

LO/WIDTHつまみでローカット周波数がOからlOOOHzまで変わる

-5-7-9一一－ 20 ::, -40－ー』石山・・H・H・1111・H・11111川；：ode
－－ーー－一一一FILTER－一ー一一ーーー～
－－・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・ー．・・・・・F一 一ー・・・・・．

s 

目的信号隣接信号図3

SSBとAMモードはスロープチューン

ここの部分が混合信号になる

．ハイカット周波数

例えば高い音声周波数（キンキンした音声）の混信が
ある時は（図 1）、ハイカット周波数を低くするとこの
混信から逃れられます（図2）。

HI/SHIFTつまみでハイカット周波数がl.4kHzから6.0kHzまで変わ

る LO/WIDTHつまみを回す

可司V

残った目的信号

，
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図4

目的信号図1

、、

ローカット周波数は下衰の10種類で、 LO/WIDTHつ
まみで変わります。

[Hz] 

ここの部分が混合信号になる

HI/SHIFTつまみを回す

可V ・300200 100 50 。
1000 800 600 500 400 
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・は初期値

残った目的信号
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.AMモード

AMモードのときは、スロープチューン動作でハイ
カット周波数と口ーカット周波数を変更できます。
強い電波等安定した信号を聞く時は、ローカット周
波数を低く、ハイカッ卜周波数を高くして通過帯域
幅を広げると、ワイドレンジな音になります。

ハイカット周波数（HI/SHIFTつまみ）

I 2.5 I 3 I 4 I 5 I ・6~
・は初期値

・は初期値

口ーカット周波数（LO/WIDTHつまみ）

o I ・100 I 200 

r cw、FM、問モードはVBT

cw・FM・FSKモードのときはVBT(VariableBandwidth 
Tuner）として働きます。 LO/WIDTHつまみを回す
と、バンドパスフィルターの中心周波数は変えず
に、通過帯域幅だけを変更できます。

混信があるときは、帯域を狭くしてください。

LO/WIDTHつまみで帯域幅を狭くする

混
信
局

希
望
局

混
信
局

また、 cwモードではHI/SHIFTつまみで中心周波数を
シフ卜して混信局を除くことができます。

'----/ '----/ 
希混

局局
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WIDTHやSHIFTだけでは混信が取り除けない場合
は、 WIDTHとSHIFTを組み合せることで、パイル
アップの中から希望局の信号だけを選択できます。

LO/WIDTHつまみ HI/SHIFTつまみ

cwモード WIDTH SHIFT 

FMモード W旧TH なし

FSKモード W旧TH なし

•cwモード

通過帯域幅（LO/WIDTHつまみ）

I so I 100 I 200 1 400 600 日示司
・は初期値

中心周波数（HI/SHIFTつまみ） [Hz] 

650 I 700 400 I 450 I 500 I 550 I 600 

750 1・800I 850 I 900 I 950 1000 
・は初期値

HI/SHIFTつまみを回すと中心周波数だけが切替わ
り、 cwピッチは連動しないので、混信除去に効果
があります。
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.FSKモード

通過帯域幅（LO/WIDTHつまみ）

I 250 I 500 1 1000 

[Hz] 

e 1500 

・は初期値
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〔オートノ yチ／七一トキャンセル〕

オートノッチとビートキャンセルは、 DSPによる適
応フィルター（Adaptivefilter）で行っています。

適応フィルターは、混信信号の周波数が変化すると
自動追従して、フィルター自身の特性を変えます。
このため、従来機のようにつまみを回して調整する
必要はありません。

混信のタイプに合わせて、オートノッチまたはビー
トキャンセルの、どちらか一つを選んでください。

閉・え：ズ…ーに使用するこ…せ

・オートノッチ

目的の信号を受信中に、 cwのような周期信号の混
信が1つだけある時は、［AUTO NOTCH］を押しま
す。オートノッチが働いているときはキーのランプ
が点灯します。

ノッチフィルターは、図1のように混信信号を抑圧
して目的の信号を聞きやすくします。
また、混信信号のレベルが目的の信号のレベルより
大きい時は、目的の信号が浮かび上がって聞こえま
す。ノッチフィルターは、追従スピードや追従の
ON/OFFをメニュー操作で選べます。

図1

＼ 
波書

1
1
1
4

妨

目的の信号苦 ！！日

、~汰

・SSBモードでのみ動作します。
eNOTCH周波数が目的の信号（SSB）の局波数と等しい場合
は、目的の信号も多少減衰しますが故障ではありませ
ん。
・ノッチは非常にシャープな減衰特性を持つフィルター
であるため、調整ポイントがずれる場合があります。
岬ド常に強い安定した信号に対して動作させる時は、メ
ニューNo.18で自動追従をOFFにして鉛使い〈ださい
（→p.46）。
・cw信号が混信しているときは、自動追従をONにして
追従させた後、自動追従をOFFにしてノッチポイントを
固定すると効果的です。

．ビートキャンセル

目的の借号に複数の周期信号（ビー卜）が混信してい
る時（図2）は、［BEATCANCEL］を押します。
ビートが打ち消されて目的の信号が聞きやすくなり
ます（図3）。ビートキャンセルが働いているときは
キーのランプが点灯します。

図2

ビート ビートビート

レ目的の
fー＋、，

図3
キャンセル キャンセルキャンセル

υ勿方方、： ！ 目的の信号

ぷ勿後弘レ／
f－ー

ビートキャンセル ON時

オートノッチフィルターと同じく、ビートキャンセ
ルも自動追従します。
ビートへの追従スピードはオートノッチより速いの
で、ビートのレベルが低い時はビートキャンセルが
適しています。レベルが高い時は歪んで聞こえるこ
とがあります。

1措｜ 略 SB、AMモードでのみ動作します。
｜ 臥 MモードではS/Nが低下することがあります。

適応フィルターの追従スピード

適応フィルターの特性が変化するスピードは0から4
まで5段階あり、フィルターごとにメニュー操作で
設定できます。（0：最も速い ～ 4：最も遅い）

ビートキャンセル
オートノッチ

メニューNo.16
メニュ－No.17

SP.BEAη'NOTCH 

M.CH/VFO.CH 

適応フィルターの追従
スピード（0～4）切替え
初期値2管台

スピードを速くするほど歪みやすいので、混信信号
に追従できる範囲内で、一番遅くすることをおすす
めします。
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適応フィルターの自動追従をOFF』こする

適応フィルターはS/Nが良い時は追従性が良〈能力を
十分発揮しますが、 S/Nが悪くなると追従性も悪くな
ります。ロングラグチューなどでS/Nが悪化しそうに
なったときは、自動追従をOFFにして、良い時点の
特性を保持してご使用ください。

また、 cwによる混信などのように周波数は一定で
信号強度に周期性がある場合も、良妻子に受信できた
時点で適応フィルターの追従をOFFにすると聞きや
すくなります。

適応フィルターの追従を固定するにはメニュー
No.18をOFFにします。

函聞を切ると設定同期値（叫戻ります。

TRACK 

M.CHNFO.CH 

適応フィルター自動追従の
ON/OFF 
初期値ONR 

【 ノイズリタクション 〕
ノイズリダクションは、ランダムな雑音を抑圧する
機能で、［N.R.］を押すと働きます。

雑音のタイプによって、適応フィルターのラインエ
ンハンサによるノイズリダクションと、 SPACによる
ノイズリダクションがあります。

画・ FM-'E:－~叫作しません

ラインエンハンサ

下図のような雑音の場合に、ラインエンハンサは雑
音を減衰させるようなフィルターを形成します。目
的の信号はほとんど減衰しないで、ランダムな雑音
は大きく減衰するので、 S/Nは良くなります。

ノイズリダクションをONにする

目的の信号

ランダム雑音 ノ’

入
適応フィルタの特性

、、、、、、／

46 
点線が下に行く程減衰量大となる

．ラインエンハンサの追従のスピード

メニューNo.14でラインエンハンサの追従のスピー
ドを変更できます。
(0：最も速い ～ 4：最も遅い）

LINE.ENH 

⑨
 

ラインエンハンサの追従
スピード（0～4)
初期値4

SPAC（スパック）

SPACは、音声のような準周期信号を含めて、周期的
な信号のみを取り出します。このため周期性のない
雑音の場合は除去効果が大きしラインエンハンサ
よりS/Nを改善できます。

SPAC; （自己相関関数による債号処理） Speech Pro句essing
system by use of Auto Correlation function 

目的の信号（周期信号）

／ ノイズ
〈ん～「～～～ 同ンダム雑音）

わかり易く説明するため、目的の信号を
cw信号としています

可司V

〈ん～ト～～～

舗装音の中から音声成分だけを抽出する方法のため、相
手の声の自然さは損なわれます。 S/Nが良い時は使用し
ないでください。

eAMモードで受信中にSPACを使用すると、音声が途切
れる事があります。

eSPAC自身が別のパリパリした音のノイズを出すニとが
あります。・5/Nによって出力レベルが変動します。
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ラインエンハンサとS附の切替え ｜ 

メニューNo.13でラインエンハンサとSPACが切替わ
ります。

ラインエンハンサがONのときは、［N.R.］を押すとラ
インエンハンサによるノイズリダクションが働きま
す。ラインエンハンサをOFFにして［N.R.］を押すと、
SPACによるノイズリダクションに切替わります。
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』セィンエンハンサの

ON/OFF 
初期値 ON

閉
・ラインエンハンサをONにする場合は、適応フィルター
の自動追従（メニューNo.18）もONにしてください。

SSBモードで、ある程度S/Nが良い場合に、ラインエ
ンハンサを使用すると、さらにS/Nが改善されること
があります。
cwモードで、特にS/Nの悪い信号を受信していると
きは、 SPACを使用するとS/Nが改善されることがあ
ります。

SPAC相関時閣の選択

SPACは一定時間の自己相聞を計算しています。この
時間は、メニューNo.15で2、5、10、17msの中から
選択できます。
長い時間計算する方が、 S/Nの改善には有効ですが、
設定値より短い信号は抑圧されます。このため、聞
きながら調節することをおすすめします。

SPAC 
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』写山関時間

(2,5,10,17ms）の選択
初期値 17 4 圃

〔Noise山 er（ノイズフランカー）】
NBは、「パリパリパリJという車のイグニッション
ノイズのような、パルス性のノイズを少なくする機
能です。

[NB] 

NBつまみ

回［NB］を押す
• NB表示が点灯します。

固 NBつまみを回す
・時計方向に回すほど効果が上がります。

eNBは、受信信号をカッ卜（瞬断）してノイズを除去して
います。このため、 NBつまみを回しすぎると、受信音
がプチプチと途切れたり、音が歪むことがあります。
また、信号のプランキング時聞が長くなるため、プラ
ンキング音が出ますが、異常ではありません。
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【ATTenu伽（アyテネーター） 〕
ATTは入力信号を減衰させる機能です。受信信号が
強すぎて歪んでいるとき使います。

減衰量 ・6dB ..........約1/2
・12dB ..........約1/4
・18dB ..........約1/8

ATTによる混信除去

目的の信号の近くに強い信号があるために混信して
いる場合は、 ATTをONにして全ての信号を減衰させ
ることで、結果的に混信を少なくできます。

[DOWN] [UP] 

自重量）さき雪；詩型！？梢員i零零

認否i6壁i!
回［ATTUP］または［ATTDOWN］を押す

• ATTの減衰量が表示されます。
ATTOFF三 6dB言12dB＋宝18dB

・［ATTUP］または［ATTDOWN］を押すたびに減衰量が切替
わります。

.ATT/AIP バンドメモリー

ATTの減衰量とAIPのON/OFF（次項）は、 ATT/AIP バン
ドごとに登録されます。次にそのバンドに戻ると、
自動的に前の状態に設定されます。
バンドの区切り周波数と初期値はA表のとおりで
す。

表Al' 区切周波数 ATT AIP 

30kHz壬f OFF ON 

2.49MHz壬f OFF ON 

4.49MHz壬f OFF ON 

7.49MHz壬f OFF OFF 

10.49MHz壬f OFF OFF 

I4.49MHz話f OFF OFF 

20.99MHz重量f OFF OFF 

21.99MHz壬f OFF OFF 

25.49MHz孟f OFF OFF 
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【叩AdvancedInter州 P州〕
目的の信号からはなれたところに強い信号があると
き、［AIP］を押してAIPをONにすると、感度は下がり
ますが、 2信号特性が向上して妨害を少なくできま
す。

函 ・ONの状態で約lOdBゲインが下がります。

.ATT/AIPバンドメモリー

AIPのON/OFFとATTの減衰量（前項）は、 ATT/AIPバン
ドごとに登録されます。次にそのバンドに戻ると、
自動的に前の状態に設定されます。

バンドの区切り周波数と初期値は前項A衰のとお
りです。

AIPON時のSメーター（ゲイン）の補正

AIPをONにすると、 RFプリアンプが入らないため
15～20d8ゲインが下がります。このためSメーター
の振れも小さくなります。

メニューNo.IIをONにすると、 RFプリアンプで低下
したゲインを、 IFゲインを上げることで補うので、 S
メーターの振れを同程度にできます。

R 
AIP.GA/N 

『iPON時のSメーター
（ゲイン）補正のON/OFF
初期値OFF ~ 

eFM、AMモードでは動作しません。

・メニューNo.11をONにしてもSメーターの感度は変わり
ませんが、ゲインが上がっているため、無信号時の雑
音レベルが上がります。
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本機のオート・アンテナ・チューナーは、アンテナ系
のSWRが2.5以下の場合に、 SWR壬1.2（または1.6）に
なるようにチューニングします。

周波数帯が変わると最適なバリコンの位置も変わる
ため、チューニングがとれた最適値をATバンドごと
にメモリーしています。

再びそのバンドに戻ったときは自動的に前回使用し
ていたアンテナに切替わり、実際にチューニングを
取るのではなく、バリコンの角度をあらかじめプリ
セットするプリセッ卜・チューニングを行います。
これにより、同じATバンドの周波数帯を使うとき
は、 2度目以降のアンテナチューニングの時聞が大
幅に短縮されます。

・チューニングはアマチュアバンド内の周波数帯に対し
てだけ動作します。
アマチュアバンド外の周波数は、近くのアマチュアパ
ンド内の周波数でプリセット値になっています。この
ため、 RXATをONにしたときは受信感度が下がること
があります。

ユで外部アンテナチューナー AT・300を使
ている場合は、本機に内蔵しているアンテナチュー
ナーは動作しません（→p.51）。

プリセット・メモリー

ANTIとANT2では、別々
のデータをメモリーしま
す。
初期値はすべてアマチュ
アバンドでの500同調の
値です。

なお、プリセット・メモ
リーのATバンドは、日本
と世界のアマチュアバン
ドを考慮して区切ってい
ます。このためアマチュ
アバンド外の周波数も含
まれています。

30kHz孟f

1.850MHz孟f

2.010MHz壬f

3.525MHz壬f

3.575MHz 孟f

3.725MHz壬f

4.490MHz孟f

7.030MHz 壬f

7.100MHz壬f

7.490MHz壬f

10.490MHz 孟f

14.100MHz孟f

14.490MHz壬f

20.990MHz 壬f

21.150MHz孟f

21.990MHz壬f

25.490MHz壬f

29.000MHz 壬f

SWRの確認

アンテナチューナーをONにする前に、アンテナ系自
体のSWRが2.5以下になっていることを確認してくだ
さい。

回使用する周波数を設定する

ANTlとANT2を切替えるときは

固［ANT]を押す

・－ANT－表示部に凹または図が点灯します。使用するア

ンテナを表示させます。

固電波型式をcw、FSKまたはFMにする
• SSBはキャリアが出ないので、 SWRの測定には向いてい
ません。

・cwを使うときは、長点／短点ではなく、測定中は連続的
にキャリアを出してください。

回 CARつまみを時計方向に回しきる

回［THRU/AUTO］をTHRUにする

・－ATー表示部の［TX］が消えます。

2措 l・メニューNo.08（受信信号もAT回路を通す）がONに
ドー勺 なっているときは［RX］が点灯しているので、
I [THRU/AUTO］を押すと［TX］、［RX］がともに消えま
｜｜す。

固［METER］を押す
• SWRメーターを点灯させます（点灯していないときは、
1～3回［METER］を押してください）。

回［PTT］を押しながらSWRメーターの指示を
読む

i揖｜磁信する前にしばらく受信して、他局の交信に混
ドーっ 信を与えないことをお確かめください。
｜｜・正確にSWRを測定するときは、外付けのSWRメー
｜ ターをご使用ください。

SWRが2.5以上の場合は、アンテナチューナーは正常
には動作しません。アンテナ系を調整してからお使
いください。
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オート・アンテナ・チューナー

（ アンテナチューニング 】
チューニング中は、表示している周波数でcwモー
ド、約lOWの送信を実際に行います。

‘送信する前にしばらく受信して、他局の交信に混信を
与えないことをお確かめください。
・チューニングに要する時聞はMAX.20秒です。
・1回のチューニングでSWRが下がらない場合でも、何度
か繰り返すとチューニングか取れることがあります。
.cwモードで使用中、一瞬SWRの表示が大きくなること
があります。
これは、 SWRメータ一回路の演算誤差によるもので
す。

[ANT] [ATTUNE] [THAU/AUTO] 

ATTUNE LED 

ANTlとANT2を切替えるときは

凹［ANT〕を押す
・－ANTー表示部に凹または図が点灯します。

困［THRU/AUTO〕を押す
• AT 表示部に［TX］、または［TX］と［RX］が点灯します。

・プリセットチューニングを開始します。プリセット中は
ATTUNE LEDが点灯します。

・プリセットチューニングを完了すると、 ATTUNE LEDが
消えます。
（送信してみて、 SWRが1.2以下のときは、チューニングは
終了です。）

回［ATTUNE］を押す
・アンテナチューニング中はATTUNELEDが点灯します。

・アンテナチューニングを完了すると、 ATTUNE LEDが消
えます。

cw、FSKまたはFMモードで

回送信する
• SWRが下がっていることを確認します。

・チューニングか取れないときは

20秒間チューニングを行ってもSWRが下がらない場
合は、警告音「ピピピピピJを繰り返し鳴らしま
す。［ATTUNE］を押してチューニングを解除してく
ださい。
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・途中でチューニングを止めるには

途中でチューニングを止めるには2通りの方法があ
ります。いずれの場合もプリセットメモリーは更新
されません。

・現在のチューニングのままでストップする
[AT TUNE］を押す

・チューニング開始前のプリセット状態に戻す
[THRU/ AUTO］を押してTHRUにして、再度
[THRU/AUTO］を押してAUTOにします。
THRUのとき［TX]([RX］）表示はいったん消えます。

AUTOになるとプリセットチューニングを開始しま

す。

・チューニング完了のSWR判定をゆるくするには

内蔵のアンテナチューナーは、 SWR孟 1.2になると
チューニングを完了しますが、メニューNo.33でON
を選択すると、 SWR豆 1.6で終了するようになりま
す。

アンテナ系が使用周波数帯と合っていないためSWR
を1.2にできない場合などには、 1.6を使用できま
す。

閉
eSWR壬1.6にしてアンテナチューナーを使用すると内部
ロスが増大します。できるだけSWR孟 1.2でご使用くだ
さい。

TUN.WIDE 

H

＼
1
／
 

C

＼

／

 

－

：

 

。

、

｝

｝

／

F
『
人
「

4
d

－

前
一

N
g一

C

／

＼

 

M

／
I
＼
 

..... 
SWR = 1.6のON/OFF
初期値OFF
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チューニングを完了した後、自動的に元の受信状態
に戻すか、またはcwモードでlOWの送信状態を続
けるかは、メニューNo.32で選べます。
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片言状態に復帰する機能
ON/OFF 
初期値ON

リニアアンプをチューニングするため、チューニン
グ完了後も引き続いて送信状態にしておきたい場合
などには、メニ．ューNo.32をOFFにします。

この送信状態は、［ATTUNE］を押すと解除され、元
の受信状態に戻ります。
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【 フ。リセ y 卜 チューニング 】
プリセットメモリーを使用してプリセットチューニ
ングを行うと素早くチューニングできます。

アンテナチューナーをONにしているときは、 ATバ
ンドが変わるたびに自動的にプリセットチューニン
グを行います。プリセットチューニング中はAT
TUNE LEDが点灯し、送信はできません。

ANTlとANT2を切替えるときは

囚［ANT]を押す
・－ANT一表示部に固または図が点灯します。

固［THRU/AUTO］を押す
• AT一表示部に［TX］が点灯します。

1揖｜・メニューNo.OS（受信信号もAT回路を通す）がONに
ド－即 1 なっているときは［RX］も点灯します。

・プリセットチューニングを開始します。プリセット中は
ATTUNE LEDが点灯します。

・プリセットチューニングを完了すると、 ATTUNE LEDが
消えます0

・プリセットチューニング完了後、オートチューニング
を行わないとSWRが増加する場合があります。このと
きはアンテナチューニングを行ってください。
・アマチュアバンド切替え時のプリセッ卜状態では、前
回のチューニング完了時に比べてSWRが増加すること
があります。このときは、 ATTUNEスイッチをオンに
してチューニングをとり直してください。

｜受信部でのアンテナチューナー（RXAT）のO附 FF

送信と受信の周波数が同じATバンドに入っていると
きは、メニューNo.OSをONにすると、受信信号もア
ンテナチューナ一回路を通るようになり、 AT表示部
に［RX］が点灯します。

アマチュアバンド外にある強い妨害信号の影響を少
なくできます。挿入損失により若干受信感度は低下
します。

RXAT 

⑧
 

・アマチュアバンド外の周波数で受信する場合は感度が
下がります。
・チューニングを行う前にメニューNo.OSをONにする
と、受信信号が減衰するため、感度は下がります。ニ
のときは再度チューニングを行ってください。
・フルプレークインのときは、アンテナチューナ一部の
リレー保護のため、メニューNo.OSがOFFの場合でも受
信信号はAT回路を通ります。 RX.ATだけをOFFにするニ
とはできません。

放送帯を受信する時や、アンテナ系のSWRが1.2以下
でアンテナチューナーを必要としない場合は、ス
ルーにすると、信号はAT回路を通りません。

閉？のATバンド………一

回［THRU/AUTO］を押す
・－ATー表示部の［TX］を消します。

AT-300を使用するとき

AT-300（別売）はANTIに接続してください。

を切ってから接続してください。電源が入ったまま接
続すると、接続確認ができません。
•AT-300はプリセットチューニングを行いません。周波
数変更をしたり、電源を入れ直したときは、必ず
チューニングを取り直してください。
•ANT2は内蔵のアンテナチューナが働くため、 AT-300を
使用できません。

回［ANT］を押す
・－ANTー表示部に囚を点灯させます。

固［THRU/AUTO］を押す
・－ATー表示部に［TX］、［RX］が点灯します。

i揖｜・＞AT-300の場合は、メニューNo.OS（左記）がOFFに
ドー即｜ なっていても、送信・受信ともにAT回路を通るた
｜ め、［RX］も点灯します。

固［ATTUNE］を押す
・アンテナチューニング中はATTUNELEDが点灯します。

・アンテナチューニングを完了すると、 ATTUNE LEDが消
えます。

cw、FSKまたはFMモードで

回送信する
• SWRが1.5以下に下がっていることを確認します。

20秒間チューニングを行ってもSWRが下がらない場
合は、警告音「ピピピピピ」を繰り返し鳴らしま
す。［ATTUNE］を押してチューニングを解除してく
Tゴさい。
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エレク卜口二ックキーヤー
内蔵のエレク卜ロニックキーヤーには、 cw符号を録音して繰り返し送信できるcwメッセージ機能の他に、
キーイングした符号がコマンドとして働くコマンド・キーイング機能があります。

内蔵のエレクトロニックキーヤーを使うには、あら
かじめ背面のCWKEYジャックにパドルを接続して
ください。接続については13ページをごらんくださ
し、。

[ ~wメ y セージ機能 】
cw符号はlCH～4CHまでの4つのメモリーに録音で
きます。 4つのメモリーのサイズは固定的ではな
く、合計で約220文字です。

門.cwメッセージのメモリーは、内蔵エレク卜口ニックキーヤーを使用した場合のみメモリーでーきます。外部
エレクトロニックキーヤーまたは電鍵を使用している
場合は、メモリーはできません。

[VOX] 回～固CH [CW/-R] 

キー操作の時聞が長すぎたり、コマンドが間違って
いるときは、パース卜トーンが鳴って、入力は受け
付けられません。

｜ 録音モードの切替え

録音モードは2タイプあります。

・キャラクターモード（初期設定）

パドル操作を検出して録音するので、単語聞もゆっ
くり入力できます。録音中に打ち間違えた単語は削
除できます。

再生／送信時には再生のスピードを変更できます0

・リアルタイムモード

パドル操作を検出して録音が始まります。
録音を開始すると、入力したとおりのタイミングで
録音します。録音した単語は削除できません。

再生／送信も録音したとおりに行います。

囚［CH1］と［CH2］を同時に押す
・（ファンクシヨン）設定モード（→p.53）になり、モールス符号
で”F“を出力します。

固パドルで”L“を打つ
・キャラクターモードに切替わると”C“を出力します
リアルタイムモードに切替わると”R“を出力します。
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r cwメッセージの録音

田［CW/-R］を押す
• RX、TXともにCWモードにします。

固［VOX］を押す
・voxをOFFにします。

固希望のメモリーキー（［CHl］～［CH 4］）を2秒
以上押す
・はじめに、すでに入っているメッセージが消去されて、
ビープ音が聞こえます。

・次に、キャラクターモードのときは”C“を、リアルタイム
モードのときは”R“が聞こえます。

圃暢音中に似モ吋号は表示されません

回パドルでモールス符号を打つ
・選択した録音モードで録音を開始します。

・［CH1］～［CH 4］のメモリーに録音できる文字数の合計は、
欧文符号でおよそ220文字です。（短点・長点・スペースに
よって変わります。）

・キャラクターモードの場合は、単語聞のスペースを検出
すると” I（・・）“をモールス符号で出力し、次の入力を待ち
ます。

・録音の削除

キャラクターモードの場合は、直前に録音し
た単語を削除できます。
リアルタイムモードでは削除できません。

1単語聞のスペースになり＂ I（・・）“をモール
ス符号で出力したら、ドットを7個以上打
ちます。

2直前の単語がモールス符号で出力され、そ
の単語が削除されます。

3同様にその前の単語も次々削除できます。

録音を終了するには

固再度固で押したメモリーキーを押す



綿織書網開問欄阿川燃胸部勝鰍山総問機川端tb問織機エレク卜口ニックキーヤー

cwメッセージの再生／送信

最大8チャンネルまで連続して再生／送信できます。

注意鋼生／送信中にパドル操作を行うと、再生／送信は終了し
「勺 ます。その後再生／送信しでも、先頭からの再生／送信に
｜｜  なります。
I 鎗量音中や再生／送信中に［PO判ER］をOFFにすると、録音
｜｜  又は、メモリーした内容が消去される場合がありま
｜す。

・再生／送信

cwメッセージを送信するときは、 voxをONにしま
す。再生するだけのときは、 voxをOFFにします。

回［CW/-R］を押す
• RX、TXともにcwモードにします。

図［VOX］を押す
・送信するときはvoxをONにします。
再生するだけのときはvoxをOFFにします。

固再生／送信するメモリーキー（［CH1］～［CH 

4］）を押す

続けて再生するときは

回再生／送信中に、次に再生／送信するメモ

リーキーを押す

凪・再生中には月J一番号は表示されません

cwメッセージの消去

不要になったメッセージを消すための操作は、録音

操作と同じです（何も録音しないで終了する）。

回［消去したいメモリーキー（［CH1］～［CH 

4］）を2秒以上押す
・消去されたらビープ音が聞こえ、録音待ち状態になりま
す。

回再度田で押したメモリーキーを押す

〔 コマンド キーインク機能 】
内蔵のエレクトロニックキーヤーには、キーイング
するとコマンドになる文字と文字列があります。
コマンドキーイング機能には設定モーに確認モー
に埋込みモードの3種類のモードがあります。

キー操作の時間が長すぎたり、コマンドが間違って
いるときは、パース卜トーンが鳴って、入力は受け
付けられません。

・設定モード

キーイングスピードやウエイ卜を調節したり、符号
聞のスペースを自動的に確保するなど、 16種類の機
能が設定できます。コマンドは設定モードで入力し
ます。

回［CH1］と［CH2］を同時に押す
・モールス符号で”F“を出力し、（ファンクション）設定モード
になります。

固続けてパドルでコマンドを打つ
・例えば、 S25と打つとスピードは25WPMに設定されま
す。

・確認モード

設定した機能や、エレクトロニックキーヤーの状態
など、 12種類の機能と状態の確認ができます。コマ
ンドは確認モードで入力します。

回［CH3］と［CH4］を同時に押す
・モールス符号で”？“を出力し、確認モードになります。

固続けてパドルでコマンドを打つ
・例えば、 Wと打つと現在のウエイトを答えます。

・埋込みモード（キャラクタモードのみ）

キャラクタモードで録音時に、前後に単語間スペー
スを入れて＂／（スラッシュ）＋コマンド”をキーイング
すると、符号として送信されるのではなく、コマン
ドとして機能します。

• cwメッセージを録音するとき、埋込みコマンドの前後で
I（・・）が返るのを待ってキーインクーすると、自動的に単語間
スペースができます。

・例えば「UR RST IS /B BK」と打つと、／Bはコマン
ドとして機能します。

注意｜・スペースが無いときは埋込みコマンドにはなりま
卜－・－ 1 せん。

キーイングスピードのリセット

WPMを速くしすぎてキーイングでは修正出来なく
なったときは、 WPMのリセットをおこなってくださ
L、。
田［CH1] [CH 2] [CH 3] [CH 4］を同時に押す

• 20WPMにリセットされます。

i揖｜・リセッ卜すると、 KEESPEEDつまみは指標の位置が
I ・---I 20WPMになります。
｜｜  オールリセットを行った場合も同じです（→p.73）。
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A r Auto -Space 

オートスペーシングは、モールス符号聞に正確に3
スペースを確保する機能です。
遅いスピードでキーイングするときのスペースの乱
れを補正するときなどに使います。

初期設定はOFFです。
OFFのときは、オペレータが打ったとおりの符号間
スペースで録音／再生します。

直E 設定モードでAを打ちます。
ONに変わったときは”ON“、 OFFに変わったとき
は”OFF“がモールス符号で出力されます。

i主意｜轍定モードでは、 Aを打ったびにONとOFFが入れ替わ
1・-・-1 ります。

軍司 確認モードでAを打ちます。
ONのときは”ON“、 OFFのときは”OFF“がモールス符
号で出力されます。

B r Break （埋込みのみ）

録音時にメッセージの途中に／8を埋め込んでおく
と、／8の前で再生を中断し、パドルでcw符号を打て
るようになります。

符号の後に3スペース空くと、プレークは終了して
残りのメッセージが再生されます。

直図録音中に／8を打ちます。

/8コマンドは1つのメッセージに何か所でも埋め込む
ことができます。

例 TNX /8 DE JAlYKX QRZ? 

/8のところで相手局のコールサイン等を打つ
ことが出来ます。

C r Capacity （確認のみ）

メッセージをメモりできるメモリの残量を出力す
る。初期値は4チャンネル合計で、約220文字です。

匝罰確認モードでCを打ちます。

モールス符号でメモリの残量が出力されます。
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D ¥ Decrement 

コンテストでシリアルナンバーを再送信するときの
ために、シリアルナンバーを”1“マイナスする機能
です。

置設定モードで時打ちます。

モールス符号で現在のシリアルナンバーが出力され
ます。初期値は001です。

CH2+CH3 メモリーチャンネルキーの2と3を同時
に押しても、シリアルナンバーを’l“マ
イナスできます。

亘亘 ／即時録音しておきます。
CH2 +CH3を同時に押すのと同じ効果が得られま
す。

fdd [ Fu川 onSpeed 

設定モードでのキーイングスピードを、 06～30
WPM (Word Per Minute）の間で変えます。

dd = 00にすると、スピードは［KEYSPEED］つまみの
設定値と連動します。

医E設定モードでF批打ちます。
モールス符号でWPM数が出力されます。
ddは06から30、または00を2桁で入力します。

例 6WPMのときはF06

直記確認モードでFを打ちます。

モールス符号でWPM数が出力されます。
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Gd r Gap （埋込みのみ）

スペースを3+dに置き換えて、 dを変更すること
で、スペースを調節する機能です。

録音時にメッセージの途中に／Gd(dはOから9）を埋め
込むと、スペース＝3＋（埋め込まれた数値）となって
再生されます。

直図録音中に／帥打ちます。

例 文字聞に／G4を埋め込むと7スペースになり、
文字を強調できます。

例 R TU SNN /GO /N BK (INはシリアル）

/GOを埋め込むことで、 5NNとシリアルの聞の
スペースも3スペースになり、無駄なスペース
のない送信ができます。

H r Hand -Key 

キーヤーは一時的にハンドキーモードになり、キー
イング出力は手送りになります。コードのドット
（ダッシユ）はパドルのON/OFFに従います。
メモリーキー（［CHl］～［CH 4］）を押すとハンドキー
モードは解除されます。

固 髄モードでHを打ちます。

CH1+CH3 メモリーチャンネルキーの1と3を同時
に押しでも、ハンドキーモードにでき
ます。

Kdd r Keying Com問問伽1

00～25mSの範囲で、キーイングのon-timeを増や
し、 off-timeを少くする機能で、ウエイトを調整す
るのと同じ結果になります。

屋E故モードで刷を打ちます。
ddは00から25を2桁で入力します。

雇面確認モードでKを打ちます。

モールス符号で設定値が出力されます。

L ｜録音モード俵定モード）
録音モードをキャラクターモード（C）かリアルタイム
モード（R）に切替えます。初期設定はキャラクター
モードです。
（機能の詳細は52ページをご覧ください。）

園設定モードでLを打ちます。

キャラクターモードに切替わった時は”C“、リアル
タイムモード切替わった時は”R“を、モールス符号
で出力します。

i揖｜磁定モードでは、 Lを打ったびにCとRが入れ替わりま
ドーっ す。

匝罰 確認モードでしを打ちます。

キャラクターモード時は“C“、リアルタイムモード
時は“R“がモールス符号で出力されます。

Nciddd恒竺竺
コンテストなどに使用するシリアルナンバー（4桁）を
設定する機能です。

園競モードで…dを打ちます。

ddddは0000～9999を4桁で入力します。

直面醜モードでNを打ちます。

モールス符号で現在のシリアルナンバーが出力され
ます。

匡図録音中に／Nを打ちます。

再生時に、現在のシリアルナンバーが出力されま
す。再生が終わるとシリアルナンバーは＋ 1されま
す。

Pdd r Pa附 （埋込みのみ）

待ち時間（ポーズ）を取ります。

匝図録音中に／Pddを打ちます。

ddは00から99を2桁で入力します。 10の桁が秒の単
位になります。ポーズ中にパドルを打つとポーズは
終了します。

コマンドを連続使用すると、 9.9秒を越えるポーズを
設定できます。

例 /P35と埋め込むと、再生時には／P35の位置で
3.5秒待ち時間（ポーズ〕を取ります。
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ドッ卜とダッシュのパドル

RV r Reverse （融モードのみ）

左手運用などのために、
を入れ換えます。

設定モードでRVを打ちます。

メモリーチャンネルキーの1と4を同時
に押しでも、入れ換えられます。

匝E
CH1+CH4 

Q I Queue I 

メッセージ再生中にメモリーキー（［CH1］～［CH 4］）を
押したとき、連続して再生するか（ON）、中断して再
生するか（OFF）を切替えます。工場出荷時はONで
す。・ONのとき
再生中にメモリーキーを押すと、再生中のメッセー
ジが終了してから、次のメッセージを再生します。
連続して再生できるのは最大8個です。・OFFのとき
再生中にメモリーキーが押されると、再生中のメッ
セージはストップし、押されたキーのメッセージが
再生されます。

$dd I Sp関 d I 

[KEY SPEED］つまみの指標の位置での運用スピード
を、 06から60WPMの範囲の任意の速度に設定しま
す。［KEY SPEED］つまみの一番遅い速度と、一番速
い速度の比は1:3になり、スピードはつまみの位置と
リニアに変化します。

例えば［KEYSPEED］つまみを左回し切りにしてS20に
設定すると、［KEYSPEED］つまみは20から60WPMの
聞で変化します。

同様にS20に設定しても、［KEYSPEED］つまみの指標
がセンターのときは、左回し切りでllWPM、右回し
切りで33WPMになります。

医E
ONに変わったときは”ON“、 OFFに変わったとき
は”OFF“がモールス符号で出力されます。

E雪

設定モードでQを打ちます。

時受定モードでは、 Qを打ったびにONとOFFが入れ替わ
ります。

－
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ツ
ク
キ
i
ヤ
l

設定モードでSddを打ちます。医E
ddは06から60を2桁で入力します。

符スモ4M
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倒
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確認モードでQを打ちます。

確認モードでSを打ちます。画記
モールス符号で設定値が出力されます。

恒型空

匡亙
再生時には／Sddの前でキースピードが変わり、メッ
セージを強調できます。（関連機能に次項の
/SUd、／SDdがあります。）

録音中に／Sddを打ちます。

（埋込みのみ）

匝回
送信時には／Rの位置で再生を中断し、パドルでcw符
号を打てるようになります。

符号を打ち終わったら、中断しているメモリーキー
を押します。プレークは終了し、残りのメッセージ
が再生されます。
また、別のメモリーキーを押したときは、そのメモ
リーに録音されているメッセージが再生されます。

/Rコマンドは1つのメッセージに何か所でも埋め込む
ことができます。

TNX /R DE JA 1 YKX QRZ? 
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録音中に／Rを打ちます。

R 

例
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s Dd r Speed Down 
[KEY SPEED］つまみを回す替わりに、キーイングで
運用スピードをOから9WPMの範囲で減らします。

園競モードでSDdを打ちます。

dはOから9を入力します。

匝図録音中に／SDdを打ちます。

再生時には／SDd以降の運用スピードが遅くなりま
す。
（終了前に、次項の／SUdを埋込んで、スピードを元に
戻してください。戻さないまま再生すると、スピー
ドは繰り返すたびに遅くなります。）

SUd r Speed Up 

[KEY SPEED］つまみを回す替わりに、キーイングで
運用スピードをOから9WPMの範囲で増やします。

園設定モードで釧を打ちます。

dはOから9を入力します。

匝図録音中に／釧を打ちます。

再生時には／SUd以降の運用スピードが速くなりま
す。
（終了前に、前項の／SDdを埋込んで、スピードを元に
戻してください。戻さないまま再生すると、スピー
ドは繰り返すたびに速くなります。）

Udd r Ultra -speed （埋込みのみ）

流星反射通信で使うメッセージのためのウルトラ・ス
ピード・モードで、運用スピードを70から990WPMの
高速に設定できます。

巨図録音中に／Uddを打ちます。

ddは07から99を2桁で入力します。 dd×10の運用ス
ピードになります。例えば、 U07は70WPM、U99は
990WPMになります。

1主意｜・ウルトラ・スピード・メッセージ伝送の聞は、ウエイト
ドーっ (W）および、コンペンセイション（K）設定は、キャンセ
｜｜  ルされます。

Vd r V Emulation 

タイミング特性に特徴があることで知られている下
衰のキーヤーに、本機のキーヤーのタイミングを合
わせます。初期設定はVO(Super Keyer 2）です

キーヤー
コマンド

タイミング メモリー

VO Super Keyer 2 ドット／ダッシュ

Vl Super Keyer 2 ドットのみ

V2 Super Keyer 2 ダッシュのみ

V3 Accukeyer ドット／ダッシュ

V4 Accukeyer ドットのみ

V5 Accukeyer ダッシュのみ

V6 Curtis”A’’ ドッ卜／ダッシュ

V7 Curtis”A’， ドットのみ

VS Curtis”A’， ダッシュのみ

V9 Iambic なし

国綻トドでVdを打ちます。

dはOから9を入力します。

モールス符号で、設定されているキーヤーのタイプ
が出力されます。

直言日 確認モードでVを打ちます。
モールス符号で、設定されているキーヤーのタイプ
が出力されます。
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Wdd r Weight （設定モード）

ウェイ卜を25から75%の任意の値にします。

ウェイトは、キーダウンとキーアップの時間の割合
を変化させる機能です。連続ドットキーイング時の
デューティサイクルを%で表しています。
サイドトーンを聞きながら、希望のウエイ卜に調節
してください。
ウェイトを一度セッ卜すると、キースピードを変え
てもウェイ卜は変化しません。

屋亙 設定モードでWddを打ちます。
ddは25から75を入力します。
モールス符号で、設定されているウエイ卜（%）を出
力します。

匝罰 確認モードでWを打ちます。

モールス符号で、設定されているウエイト（%）を出
力します。

X rx昨川une) （設定モードのみ）
連続的にキーイングを出力し、送信機とアンプが調
整できるようにします。

屋E設定モードでXを打ちます。
連続キー出力は、ドットかダッシュのパドルをたた
くと止まります。

CH2+CH4 メモリーチャンネルキーの2と4を同時
に押しても、連続キー出力になりま
す。

Zd r Zero and Nines 

シリアルナンバーの中のOと9を、どういうスタイル
で送信するかが選べます。初期設定は初です。

例えばZ6の場合、最初のOも、その他のOも、 Tが送
られます。
ただし1000以下の番号のときは、最初のOは常に消
されます。 4桁で送るためには余分の0を1つ打って
ください。

医E設定モードでZdを打ちます。
dはOから9を入力します。

モールス符号で、設定されているオプションナン
バー（0-9）が出力されます。
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匝記確認モードでZを打ちます。

モールス符号で、設定されているオプションナン
バー（0・9）が出力されます。

シリアルナンバー
コマンド

最初のO その他の0 9 

zo 0（ゼロ） 0（ゼロ） 9 

Z1 0（ゼ口） 9 

Z2 。 0（ゼ口） 9 

Z3 。 。 9 

Z4 。 9 

Z5 T 0（ゼ口） 9 

Z6 T T 9 

Z7 T 9 

Z8 T T N 

zg T N 

1・2・3・4r恥 sageNumber 
録音されているメッセージを再生します。

匝罰確認モードで1(2•3•4）を打ちます。

モールス符号で、録音されているメッセージが、再
生されます。

圃時－r~，1送信しません。

匡図録音中酬を打ちます。

録音中のメッセージに／N(Nはメモリーチャンネル番
号）を埋込むと、／Nの位置でNに録音されているメッ
セージを（挿入して）再生します。

埋込む数や階層の制限はありません。

リピート再生をするときは、埋込むNとチャンネル
番号を同じにします。

例 CHIに”CQDX CQ DX DE JAlYKX JAlYKX K 
/P35 / 1“を録音して、再生すると、 3.5秒間隔
で’CQDX CQ DX DE JAlYKX JAlYKX K“が繰
り返し送信されます。



エレクトロニックキーヤー

園コマンドリスト

コマンド・キーイングできる機能は下表のとおりです。一部の機能は、 CHl～CH4のキーを押しでも同じ動作を
します。

注~1 ・埋込みコマンドはキャラクタモードでのみ有効です（→p.52）。
I . I •キー操作（※）の時間が長すぎたり、コマンドが間違っているときは、パース卜トーンが鳴って、入力は受け付けられません。

機能 機能概要 初期値
設定（F) 確認（？） 埋込み キー操作

p. 
コマンド コマンド コマンド ※ 

リセッ卜 キースピードを20WPMにする（リセット）
CHl～CH4 
（同時押し）
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設定モード 設定モードに入る（F) CH1+CH2 53 

確認モード 確認モードに入る（？） CH3+CH4 53 

Auto幽 Space オートスペーシング（3スペース） OFF A A 54 

Break 再生を中断する（パドルで戻る） /8 54 

Capacity メモリの残量を確認する (4C H合計） 220 一 C 54 

Decrement シリアルナンバー－1 001 D 一 /0 CH2+CH3 54 

Function （ファンクション）設定モード（F）のスピー 。。 Fdd F 54 
Speed ド変更

Gap スペースを調節する /Gd 55 

Hand -Key ハンドキーモードにする H CH1+CH3 55 

Keying ドッ卜とダッシュのon・timeを増やす Kdd K 55 

録音モード変更
録音モード C；キャラクターモード C L L 55 

R・ ， リアルタイムモード

Number シリアルナンバーを初期値に戻す 001 Ndddd N /Ndddd 55 

Pause 待ち時間（ポーズ）を取る /Pdd 55 

Queue 連続して再生するか中断して再生するか ON Q Q 56 

ResL』門，e マニュアル・キーイングを挿入する 一 /R 56 

Reverse ドットとダッシュの入替 RV CH1+CH4 56 

Speed スピード設定（WPM) 20 Sdd s /Sdd 56 

Speed Down スピード減少 SDd /SDd 57 

Speed Up スピード増加 SUd /SUd 57 

Ultra -speed ウルトラ・スピード設定 /Udd 57 

Emulation キーヤーのタイミングに合わせる 。Vd V 57 

Weight ウェイ卜設定 50% Wdd w 58 

Xmit (tune) 調整用の連続キー出力 X CH2+CH4 58 

Zero and Nines シリアルナンバーの送信スタイルを選ぷ 。2d z 58 

Message #1～4 録音したメッセージを再生する 1～4 /1～／4 58 
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（更利な機能

【 3種類のビープ音 】
本機には、ビープ音を利用した動作確認機能、モー
ドモールス機能、警告モールス機能があります。

・動作確認

キーやつまみの操作が受付られると「ピッ」と鳴る
機能です。

．モードモールス

モードスイッチを押した時、
をアナウンスします。
LSB (L）・－－－
USB (U) 

CW (C) 

CW-R (CR）ー・ー・

モールス符号でモード

FM (F) 

AM (A) 

FSK (R) 

FSK-R (RR）・ー・

圃警告モールス

無理な操作を要求したときなどは、モールス符号で
警告します。

OVER 

CHECK 

・動作範囲を超える周波数をテンキーで入力した
（→p.18) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . OVER 

・条件が整っていない時にメモリーサーチさせよ
うとした（→p.36) . . . . . . . . . . . . . . . . . CH ECK 

・条件が整っていない時にメモリースキャンさせ
ょうとした（→p.40) . . . . . . . . . . . . . . . CHECK 

・クイックメニューを設定していないのに、 MHz
表示が点灯しているとき、メニューを呼出した
（→p.96) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . CHECK 

・アンテナチューナーでチューニングがとれない
とき（→p.50) .......... 「・・・・・ ・・・・・ ・・・・・」

ビープ音を変更する

これらのビープ音はメニュー操作で音量を変えた
り、音を止めたり、音を変えたりできます。

・ビープ音の音量を変える

メニューNo.38で0（小）から9（大）まで変更できます。

BPLV 

M.CH/VFO.CH 

ビープ音の音量
(O（小）～9（大））

初期値4⑧
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・ビープ音のON/OFF

メニューNo.35をOFFにすると3種類のビープ音が全
て止まります。

BEEP 

M.CH/VFO.CH 

⑧
 

・モードモールスの音を変える

メニューNo.36をOFFにすると、モードを変えた時
モールスではなく、「ピッ」と鳴ります。

恥f.CH/VFO.CH 

⑧
 

BP.MODE 

・警告モールスの音を変える

メニューNo.37をOFFにすると、モールス符号ではな
く「ピピピ］と鳴って警告します。

M.CH/VFO.CH 

⑨
 

WARN.BP 

〔 照明を暗くする J 
ディスプレイ照明とスイッチのLED照明はメニュー
No.50で暗くできます。

～1.CH/VFO.CH 

⑨
 

DIMMER 



nndi:潟誌を： ,nn:n rn::t，脱線：f側

本機には以下のメーターがあります。
（下記の表示は全点灯時です。）

•-3-s-7-9 一一 20 -40－ー

s -;.~ ..・・竺•：s•竺·5~·~竺竺！••，－；，：ode
一－ 10 一一一一 100『』

PWR 0 －ーーーー一円LT四一一ーー←

－－＝ー－ ALC一一一一 一ー～
戸てー－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・』SWR •••·-1.s 102 3 20 －・・・・

COMP 1 Cb dB 

•sメータ－

S（シグナル）メーターは受信時に点灯し、受信信号の
強度を示します。
AGCがONの時は、信号強度を表示します。 AGCが
OFFの時は、 Sメーターは点灯しません。

i揖｜輔信号時にSメーターが1～2目盛り点灯する場合があり
1・－即 I ますが、これはノイズによるもので故障ではありませ
｜｜ん。

.PWRメータ－

PWR（パワー）メーターは送信時に点灯し、送信信号
の出力（W）を示します。
出力はPWRつまみで調節し、時計方向に回し切った
時最大となります。

.FILTER 

受信フィルターを視覚化して表示しています0

・SSB/AMモード
HI/SHIFTつまみを回すと、ハイカッ卜周波数がシフ
トします。 LO/WIDTHつまみを回すと口ーカッ卜周
波数がシフ卜します。

SSB/AMモード 口・・・・・・・・口口口口
HI/SHIFTつまみ 口・・・・・・・・・口口口

ハイカット周波数がシフト↑

SSB/AMモード 口・・・・・・・・口口口口
LO/WIDTHつまみ 口口・・・・・・・口口口口

↑ローカット周波数がシフト

• CW/FM/FSKモード
LO/WIDTHつまみを回すと帯域幅を示す・の数がか
わります。中心周波数から表示されています。

CW/FM/FSKモード

口口口口・・・・・口口口口
LO/WIDTHつまみ 口口口・・・・・・・口口口

↑帯域幅が増減↑

HI/SHIFTつまみを回すと、中心周波数がシフ卜しま
す。

cwモード 口口口口・・・・・口口口口
HI/SHIFTつまみ 口口口口口・・・・・口口口

↑ 

中心周波数がシフト

・ALCメーター

ALCメーターは、送信中のALCのかかり具合を示し
ています。メーターの振れが「－ALCー」の範囲内
にあるときは適正な送信条件です。

・坦~~ol竺•：s•竺q・竺竺’~！＇！！w 
PWR 0 

一ーー－ ALC －ーー一一一一一
戸三．・・1 H・H・・・H．．．．，ー

「－ALCー」の範囲を超えている時は、下記のつま
みで調節します。

SSBモードでプロセッサーがONの時
SSBモードでプロセッサーがOFFの時
cw、AM、FSKモードの時

CARつまみ
MICつまみ
CARつまみ

•swRメーター

アンテナのSWR（目安の値）を表示します（オー卜・アン
テナ・チューナー→p.49）。

•coMPCコンプレッション）メーター

スピーチプロセッサーを使用するときのコンプレッ
ションレベルを表示します（スピーチプロセッサー
→p.23）。

SWR, ALC、COMPメーター切替え

SWR, ALC、COMPメーターは［METER］を押すたびに
切替わります。

閉 ·；~： ·1 サーがOFFのとき…

ピークホールドをOFF，こする

メーター表示は、ピーク値の状態で約2.5秒間静止し
ています（ピークホールド）。メニューNo.09をOFFに
すると、ピークホールドしなくなります。

函緋ILTER表示山一クホールドはありません。
PHOLD 

M.CH/VFO.CH 

メーターピークホールドの
ON/OFF 
初期値ON⑧
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便利な機能…杭問

【VOXVoice Operated Transmit 〕
voxは、話すと送信になり、話しを止めると受信に
戻る機能です。［VOX］を押すとON/OFFが切替わり
vox表示が点灯／消灯します。

本機はVOX運用中でも話し初めのことばが欠落しな
いように、立ち上がり信号をデジタル処理で20msec
遅らせて送信しています。これにより、話し始めの
音声の途切れを少なくしています。モニターをONに
するとエコーがかかったように聞こえます。

cwモードの場合は、［VOX］を押すとプレークインが
働いて、キーダウンで送信しキーアップすると受信
に戻ります（ブレークイン→p.25）。

voxゲインの調節 ｜ 

voxゲインは、個人の声の大きさや周囲の雑音の状
態に応じて、メニューNo.28で0（小）から7（大）まで調
節できます。声の大きい人や、大きい声で話す時は
ゲインを小さくします。

VOX.GAIN 

⑧ 
~x ゲインの調整
(0-7) 

初期f直4

一
e受信された音と同じ波形の信号に対しては、 DSPが働い
て自動的に感度が下がります。このため、 ANTIVOXの
調整は不要です。（ANTIVOXボリュームはありませ
ん。）

送受信切替えのディレイタイム

vox運用中に言葉の切れ目ごとに直ちに受信に戻る
と、なめらかな送信ができません。これを防止する
ため、ディレイタイムの聞は音声信号が途切れても
送信状態を続けて、次の音声と連続するようにして
います。
ディレイタイムは、話し方の特徴にあわせてDELAY
つまみで調節します。

SSB、AM、FMモード 150ms～2700ms(10.6ms/step) 
cwモード 50ms～800ms (50ms/step) 

（ブレークイン→p.25)

DELAYつまみ
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l 誤操作を防止する J 
周波数ロック ｜ 

スイッチやつまみに誤って触れても、受信周波数が
変わらないように、受信周波数の操作をロックでき
ます。

回［F.LOCK］を押す
• F.LOCK表示が点灯し、下記のスイッチ類は動作しなくな
ります。
送信や混信除去、 RIT/XITの操作、 TF-SET中の送信用波
数の変更はできます。

｜ 送信禁止

誤って送信しないためには、メニューNo.27をONに
します。送信禁止にすると、 PWRメーターのスケー
ルが消えます。

本機をスプリッ卜転送などで受信専用機として使用
する場合は、送信禁止をONにすることをおすすめし
ます。

TX/NH 
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＼
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／
 

仁

＼
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－
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／
l
＼
 

』空信禁止の側／肝

初期値OFF



明長会機側関山欄間総統或粉川剛山問機繁一鰍境問

~ RITR…er Iner…川ning】
RITは、送信周波数を変えずに、受信周波数を（微）調
節する機能です。調節範囲は±9.99kHzです。
交信中に相手局の周波数がずれてきた場合の調節
や、 XITと組み合せた使い方があります。

[SEND] [RIT] [CLEAR] 

RIT/XITつまみ

回［RIT］を押す
• RIT表示とRIT周波数が点灯します。

前に設定したRIT値を消す場合は

固［CLEAR］を押す
• RIT値がOになります。

固 RIT/XITつまみを回す
・良好に受信できる周波数に合わせます。

・表示周波数はRIT値が加（減）算された値になり、 RIT値も
表示されます。

例 28.460MHzに・8.88kHzのRITを設定した場合

ロu

肺

門

口E
 
コL

u
r
コ

A

川
寸
岨
ロμコL

• RITつまみはlOHzステップですが、［FINE］を押すとlHzス
テップになり、精密な調整ができます。
このとき同調つまみのステップも変わります（→p.18）。

送信する場合は

回［SEND］またはマイクロホンの［PTT］を押
す
例元の28.460MHzで送信されます。

c' a ,_, E a a a -ea a 

匝函 [RIT］を押す
• RIT表示が消えます。

〔XITX川 er…talTuning 】
XITはRITの逆で、受信周波数を変えずに、送信周波
数だけを（微）調節します。

調節範囲が±9.99kHzあるため、パイルアップ局が
スプリッ卜運用を求めたとき、すばやく応答できま
す。

また、 RITで調節した値がそのままXIT値になるの
で、混雑してきたとき、 RITで空いている周波数を捜
して、 XITでその周波数に移ることもできます。

[SEND] [XIT] [CL日 R]

RIT/XITつまみ

囚［XIT]を押す
• XIT表示が点灯します。

前に設定したXIT値を消す場合は

固［CLEAR］を押す
• XIT値がOになります。

回 RIT/XITつまみを回す
・良好に受信できる周波数に合わせます。

・表示周波数はXIT値が加（減）算された値になり、 XIT値も
表示されます0

・ XITつまみはlOHzステップですが、［FINE］を押すとlHzス
テップになり、精密な調整ができます。
このとき同調つまみのステップも変わります（→p.18）。

送信する場合は

囚［SEND］またはマイクロホンの［PTT］を押
す
・送信中にRIT/XITつまみを回すと送信周波数が変えられま
す。

ー
・送信中に周波数を変更するときは、他局への妨害
に注意してください。

・送信中に周波数を変更するときは、アマチュアバ
ンドを超えないように注意してください。

直困 [XIT］を押す
• XIT表示が消えます。
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便利な機能：wrnnmmrnm＠川

RFゲインは、 RFつまみで調節します。時計方向に回
し切った時、ゲインは最大になります。反時計方向
に回してゆくと、信号の減衰量に比例してSメー
ターが上がります。

RFつまみは通常は時計方向に回し切って使用してく
ださい。

r A~CA一~m…G一Co日trolj
AGCは受信した信号の強弱の変化をできるだけ抑え
るようにIFゲインを自動制御する機能です。

AGCを効果的に使うには、モード（電波型式）ごとに
時定数を切替える必要があります。
時定数は一般に、信号の強弱の変化がはっきりして
いるcwモードやFSKモードでは速く（FAST）、変化が
ゆっくりしているSSBモードやAMモードではでは遅
( (SLOW）します。

本機で時定数を切替えるには、マニュアルとオー卜
の2つの方法があります。
マニュアルのときは、 AGCつまみで時定数を切替え
ます。
オートのときは、電波型式が変わると、あらかじめ
設定しておいた時定数に自動的に変わります。

｜ 時定数をAGCつまみで調節する（マニュアル）

時定数の調節をマニュアルで行うには、メニュー
No.01をOFF（初期設定）にします。時定数はAGCつま
みで連続的に切替わります。

AUT/MAN 
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／
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』F
AGC AUTOの
ON/OFF （二MANUAL)

初期値OFF d盆

AGCつまみ
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I AGCをOFFiこする ｜ 

弱い信号を受信中に、 Sメーターの指示が20dBを超
えるような強い妨害波が近くにあると、 AGCはその
強い信号で動作して、ゲインを下げます。このた
め、希望の信号を全く受信できなくなることがあり
ます。

この場合は AGCつまみをOFFの位置まで回して、 RF
つまみでゲインを下げてみてください。目的の信号
をかすかながら受信できることがあります。

AGCつまみ RFつまみ

AGCONの状態で、 Sメーターの指示を覚えてから

国 AGCつまみを回してOFFにする
• sメーターは振れません。
図 RFつまみを反時計方向に回す

• sメーターが振れはじめます。
AGC ONのとき覚えておいた位置まで、 RFつまみを回し

ます。

習
・1AMモードで強い信号を受信しているときは、 AGCを
OFFにしてあると、信号がクリップして聞こえなくなり
ます。

時定数切替えをAUTOで行う

時定数をAUTOで切替えるときは、メニューNo.01を
ONにします。

時定数はメニューNo.02～05で、モードごとに設定で
きます。選択できる値はOFF、l(SLOW）から20(FAST)
です。
FMモードはFASTに固定されています。

メニューNo.02 SSB （初期値7)
メニューNo.03 CW （初期値12)
メニューNo.04 FSK （初期値14)
メニューNo.05 AM （初期値5)

OFFにすると AGCはOFFになります。

AGC SSB/CWIFSRンA凡f

⑭ 
守GCの時定数切替え
OFF, I～20 
初期値モードによる



く川抑制；；H間便利な機能

【 AFAGC 〕
AF AGCは、受信した信号の変調度の変化をできるだ
け抑えるように自動制御する機能で、 AMおよびFM
モードで動作します。

選局中や複数局を受信しているときなど、局によっ
て音量の違いがあって聞き取りにくいことがありま
す。 AFAGCを使うと効果があります。

また相手局のマイク感度が低い時にもAFAGCを使う
と聞きやすくなります。

時定数切替え

メニューNo.06で、 AFAGCリリースタイムの時定数
を3段階に選択できます。

遅い（O:SLOW）、中間（l:MED）、速い（2:FAST)

時定数は一般に、信号の強弱の変化がはっきりして
いるとき速し変化がゆっくりしているとき遅くし
ます。工場出荷時は中間（l:MED）です。

状況に合わせて聞きやすい設定にしてください。

AF.AGC 

M.CH/VFO.CH 

AF.AGC時定数の切替え
O:SLOW/1 :MED/2:FAST 
初期値 l⑧
 

AF AGCのON/OFFとゲインの切替え

AF AGCのON/OFFとゲインの切替えはメニュー
No.07で設定します。相手の変調が浅く、音量が不
足し勝ちなときは、ゲインを上げてみてください。

門
・ゲインを上げて、リリースタイムを速くすると、音の
自然感は損なわれます。

AF.AGC.LV 

AF.AGCのゲイン切替え
O(OFF）～4 
初期値 l

⑨ 

。 AGCOFF 

1（初期値） AGCON ゲイン小さい

2 AGCON ゲイン中間

3 AGCON ゲイン大きい

4 AGCON ゲイン最大

〔 送信AGC

送信 AGCは、音声レベルが変化しでも送信信号の変
調度が変わらないように自動制御する機能です。
MICゲインが高すぎて変調器の入力レベルが高く
なったとき動作します。

SSBモードでプロセッサーがONの時
コンブレッションレベルを一定量に制御しま
す。

SSBモードでプロセッサーがOFFの時
ALCが過大にかからないように制御します。

FMモードの時
過変調を防止します。

AMモードの時
約70%の変調度を超えないように制御しま
す。

圃 -cwおJ:t!FSKモードでは動作しません。

時定数切替え

メニューNo.22で、リリースタイムの時定数を遅い
(O:SLOW）、中間（l:MED）、速い（2:FAST）から選択で
きます。工場出荷時は中間(1:MED）です。

FMやAMモードで、特に平均変調度を上げたい時
は、時定数を速くしてください。オンエアモニター
を使用すると、送信する前に確認できます。

注意噌くすると、平均変調度は上がりますが、音の自然感
1 ・-・-・ 1 は損なわれます。

M!CAGC 

M.CH/VFO.CH 

⑧ 
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便利な機能

．ハイブースト（HighBoost) 

音声のエネルギーが低域に片寄っている場合、ハイ
ブーストにすると、声の質は少し変わりますが、間
き取りやすい声を送信できます。

【送信イコライザ－ (EQUALIZ四〕

圃パスブース卜（BassBoost) 

低音を強調したい場合、パスブース卜にします。

本機にはイコライザー機能があります。
送信音声帯域を低域、中域、高域の3つに分けて、
中域を基準として、低域や高域を強調したり減衰さ
せることができます。

・コムフィルター（CombFilter) 

約l.6kHzと約3.2kHzにカット周波数を持つ、くし型
フィルターです。周囲の雑音を除去するのに有効で
す。

[TX.EQ］を押すとイコライザーがON/OFFします。 ON
のときは［TX.EQ］にLEDが点灯します。
イコライザーの効果は、［MONI］を押すと確認できま
す。

イコライザーのON/OFF

ぺU0 1.6 3.2 [kHz] 

[TX.EQ] 

喜ill噴出型－~－－~1·1~ II軒
号事事！聾ロー曜荷
③窃＠自信出4一一言。。

イコライザーのタイプはメニューNo.31で切替えま
す。

TXEQ 

、ぇ熱田切フ．ィ，ノ々のザイ｝
’
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氾
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だ
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イ
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ラグチューなどでゆっくり話をするときは低域を強
調し、パイルアップのときは高域を強調して目立た
せるなど、野みの音声でオペレーションができま
す。

ハイブースト

ノーマル

区
凶

B
o
a

パスブースト

オーディオ周波数

66 



鰍苦戦機総撚物総持制鴇苦悩齢欄問機織線路嚇思議問鍛

〔 オート モード 】
工場出荷時は本機はSSBオート・モードに設定してあ
り、 SSBモードのときは、 9.5MHz未満はLSBモーに
9.5MHz以上はUSBモードになります。

全モードをオート・モードにする場合は、区切りとな
る上限周波数と希望のモードを登録してください。

オート・モードをONにしていても、任意のモードに
変更できますが、設定した区切周波数を越えると
オー卜・モードで設定したモードに戻ります。

• RIT/XITつまみで周波数を変えてもオートモード機能は
動作しません。

・［ENTER］とテンキーで周波数を入力したときや、［U円
[DOWN］でバンドを切替えたときはオートモードには
なりません。

オート・モードの制限事項

オー卜・モードの初期値は全てUSB、30MHzです。

区切周波数はNo.00からNo.18まであります。任意の
番号まで周波数と希望のモードを登録できますが、
下記の制限事項があります。

・若い区切り番号のほうに大きな周波数が登録さ
れていると、以後の周波数は30MHzに書き替わ
ります。

番号 MHz 

04 14.000 

05 28.000 

06 
21.eee 
30.000 

07 
24.900 
30.α珂

例えば、 No.05にNo.06よ

り大きい周波数を入れる

と、以後の周波数は

30MHzに書き替わってし

まいます。

・区切周波数とモードは随時変更できますが、
いったん萱録すると削除はできません。あらか
じめ机上で検討してから登録されることをおす
すめします。

オート・モードの登録

回［MENU］を押しながら電源を入れる
・オート・モードの登録モードになります。

図 M.CH/VFO.CHつまみで、区切り番号を設
定する

固区切周波数をlOkHz桁まで設定する
・［UP/DOWN］を押すと1MHzステップで変わります。

・周波数を設定するには、［UP/DOWN］を押すか、同調つま
みを回します。
または［ENTER］とテンキーで直接入力します（［CLEAR］で
やり直せます）。

回モードキーで希望のモードを設定する

固固に戻って次の区切周波数とモードを設
定する

登録を終了するときは

固［CLR］を押す

オート・モードのON/OFF

オート・モードのON/OFFはメニューのNo.34で行いま
す。オート・モードをOFFにするとSSBオート・モード
になります。

AU工MODE

⑨
 

参考オー卜・モードの例［MHz]

モード
番号番号

区切周波数

.030 
09 （下限）

下限は変更不可

AM 
10 。。

1.620 

cw 
11 

2.000 

AM 
12 

3.500 

cw 
3.530 

LSB 
3.810 

AM 
7.000 

cw 
06 

7.030 

LSB 
9.000 

AM 
10.100 

胃
・18番目｛または設定した最後）の区切周波数を越えると
オート・モードは働かなくなり、通常のモード切替えに
なります。
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【PFキー（プ口市ルーシヨンキー）〕
同調つまみのまわりの4つのキー［ENTER］、［FINE］、
[TF-SET]、［1MHz］は、現在の機能を変更して、パネ
ル面にはないダイレクト・メニュー操作、 VOICE機
能、または機能の無い空のキーにできます。変更し
たキーは元のキーに戻せます。

ダイレクト・メニュー操作
割当てたメニュー機能を直接呼び出します。

VOICE機能
オプションvs・2（音声合成ユニット）を組み込んだと
き働く機能で、周波数等を発声します。

[ENTER] [TF-SET] 

［円NE] [1 MHz] 

．プログラミング

機能の変更はメニュー No.45から48で行います。

PF.KEY.UUUR/LR/LL 

H

、l／

「
一
＼

Q
U／

m
「
A品
1

J

町
N
5

～

町

／

件

＼

~；＼＂－ーの設定
初期値パネル印刷通り

田［MENU］を押す

回 M.CH/VFO.CHつまみで、変更するキーの
番号を設定する

変更するキー ｜番号 ｜ 変更するキー ｜ 番号
［即日］を変える｜ 45 I [1MHz］を変える 1 47 

『F-SET］を変える I 46 I [FINE］を変える I 4s 

団本体またはマイクロホンの［UP/DOWN]

で、割当てたい機能の番号を選択する

割当てたい機能 番号

機能の無い空のキーにする OFF 

メニュー操作キー
00～68 

（番号は97ページのメニュー一覧をご覧ください）

[ENTER］にする 69 

[TF-SET］にする 70 

[1MHz］にする 71 

[FINE］にする 72 

[VOICE］にする 73 
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回［MENU］を押す
・キーの機能が変更されます。

｜ メニューキーの設定

例えば、［FINE］をメニュー No.35の全ビープの
ON/OFFに変えてみます。

囚［MENU］を押す

回 M.CH/VFO.CHつまみで48を選ぶ

団本体またはマイクロホンの［UP/DWN］で35を

設定する
囚［MENU］を押す

[FINE］は、［全ビープのON/OFF］キーになります。

田［FINE］を押す
・ メニューNo.35が表示されます。

VOIC Eキーの設定

VS-2（別売）の音声合成ユニットは、 VFOやメモリー
チャンネルの周波数や、メニュー番号とその内容な
どを音声で知らせます。
PFキーにVOICEキーを割当てて操作します。（VS-2ユ
ニットの取付け→p.72)

メニューの文字表示は下記のように数字に置き換え
てアナウンスします。

メニュー表示 アナウンス メニュー表示 アナウンス

OFF 。 L 4 

ON 1 H 5 

b * 2 p 6 

C 3 

・周波数ロックしでもVOICEキーはロックされません
（→p.62）。
・オールIJセットまたはVFOリセッ卜するとPFキーの設
定は解除されます（→p.73）。
＊ メニューNo.00のメニューA/B切替え時だけはbを
「ピー」とアナウンスします。

回［MENU］を押す

国 M.CH/VFO.CHつまみでメニューNo.46を選ぶ

固本体またはマイクロホンの［UP/DWN］で73を

設定する
[TI [MENU］を押す

[TF-SET]はVOICEキーになります。

回［TF-SET］を押す
・ データをアナウンスします。
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【 音声の録音

録音した音声を送信できます。

卜雪
-cwモードの録音・再生についてはp.52,53をご覧くださ
L、0
・FSKモードでは動作しません。

音声の録音

[!CH］～［4CH］のメモリーに録音できる時聞は、 1チャ
ンネルにつき約15秒です。
i揖｜嵯受信で異なったモードを使用しているときは動作し
卜－－ 1 ません。
｜｜略量音中や再生中にPOWERスイッチをOFFにすると、録
I I 音またはメモリーした内容が消去される場合がありま
｜｜す。

回希望のモード（CW以外）を設定する
• RX、TXともに同じモードにします。

voxカtQNのときは

国 ［VOX］を押してOFFにする

固［固／REC］を押す
・録音待ち状態になります。

回希望のメモリーキー（［CH1］～［CH 4］）を押

しながらマイクに向かつて話す
• PTTスイッチは押さずに話します。

録音を終了するには

固メモリーキーを離す
・録音時聞がなくなった場合も録音は終了し、もとの動作
状態に戻ります。

・連続録音はできません。

音声の再生／送信

再生中に次のメモリーキーを押すと、 4チャンネル
までの連続再生ができます。サプ表示部にプログラ
ムされたチャンネルが表示されます。待機番号が
‘一“になると次のメモリーキーを受け付けます。

注意・再生中は周波数の変更はできません。
1・－・唖・ 1 .再生を中断するには［CLR］を押します。

・確認のために再生する

回 cw以外のモードに設定する
• RX、TXともに同じモードにします。

voxカ＜oNのときは

困 ［VOX］を押してOFFにする

国再生するメモリーキー（［CH1］～［CH 4］）を

押す

・送信する

vox機能や、［PTT］、［SEND］で再生しながら送信でき
ます。

目cw、FSK以外のモードに設定する
• RX、TXともに同じモードにします。

国 ［VOX］を押す
• voxをONにします。

• voxを使わない時は、［PTT］または［SEND］を押します。

回送信するメモリーキー（［CH1］～［CH 4］）を

押す
・再生が終了すると受信に戻ります。

voxを使わない時は、［PTT］または［SEND］を離すと受信
に戻ります。

リピー卜再生

チャンネルを組み合せて再生できるだけでなく、連
続再生した最後の4つのチャンネルは、何度でも繰
り返して（リピー卜）再生できます。

リピー卜再生するには、メニューNo.39をONにしま
す。リピー卜再生は［CLR］が押されるまで繰り返され
ます。

REPEAT 

⑧
 

・リピー卜再生のインターパル

リピー卜再生のインターパル（間隔）は5秒に初期設定
してありますが、メニューNo.40で1～5秒、 5秒以後
は5秒ステップで10～60秒まで変更できます。

REP.TIME 

リピート再生のインターパル
(I～5,10～60(5ステップ））
初期値5秒⑨
 

例 CHI、CH2のリピー卜再生で、インターパルを20
に設定した場合は、 CHI、CH2、20秒休み、
CHI、CH2、20秒休み・・・を繰り返します。

CH1 CH2 インターパル CH1 CH2 

再生 20秒休み 再生
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スプリッ卜転送

本機は受信周波数とそのモードを、接続している別

のトランシーパーに転送できます。

コンテストで1人が受信、 1人が送信を行うツーマン
オペレーションの際、ワッチしたデータを転送する
ときなどに使います。

転送できるトランシーパーは、本機自身と、 TS-
950SDX、TS-850、TS・450、TS・690の香シリーズで
す。接続についてはp.14をごらんください。

・TS-950SDX、TS・850、TS-450、TS-690の各シリーズと転
送する場合は、当社インターフェースIF・232Cが必要で
す。

・本機はデータ通信用の通信速度とストップビットをメ
ニュ－No.56で変更出来ます。

本機同士で転送する時は同じボーレートにしてく
ださい。
当社の他機種と転送する時は、メニューNo.56で
本機を4800bps、ストップピツ
さい。

メニューNo.56を変更したときは、いったん電源を
切って、もう一度電源を入れ直してください（→p.82）。

スプリット転送機能のON/OFF

2台のトランシーパーを接続した後、メニュー操作
で両機のスプリッ卜転送機能をそれぞれONにしま
す。

TS-870 メニューNo.54
TS-950SDX TS・950SDXのメニューNo.09（→p.49) 
TS-850 TS・850のメニューNo.35（→p.69) 
TS-450/690 TS・450/690のメニューNo.17（→p.40) 

TRNSFER 

M.CH/YFO.℃H 

スプリ y ト転送機能の
ON/OFF 
初期値OFF⑥
 

本機でデータを受け取るとき

本機でデータを受け取るときは、データはクイック

メモリー1に入ります。

メニューNo.55をONにすると、クイックメモリー1
ではなく、運用中のVFOで直接受け取ることができ
ます。
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.VFOで直接受け取るときは、送信側は必ずVFOモードに
してください。
・親機がメモリーチャンネル状態のとき、または子機が
クイックメモリーチャンネル状態のときは、転送でき
ません。

DIRECT 

M.CH/VFO.CH 

⑧
 

スプリット転送の操作

あらかじめ両機のスプリッ卜転送機能をそれぞれON
にしておきます。

i主意J・運用情報を転送中は、その他の機能の動作が遅くなる
γ一日1 場合があります。

回 VFOモードにする

転送したい周波数になったら

回 QUICKMEMOの［ M.IN］を押す
・転送を開始します。

・転送が完了したら、転送先のトランシーパーのビープ音
が鳴ります。
本機が転送元である場合は、転送したものと同じデータ
が、本機のクイックメモリー1にも書き込まれます。
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DC安定化電源
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マイクロホン

MC-43S 
ハンドマイクロホン

マイクロホン

MC・85
単一指向性エレクトレツト

コンデンサー型

J 
DC電源コード

PG-2Z 

温度補償型
水品発振ユニッ卜

$0-2 

ステーションモニタ－

SM-230 
音声合成ユニット

VS-2 

so・2（温度補償型水晶発振ユニッ卜）の取付け

ー
同上側ケースを止めている10本のねじを外して、
ケースを外します。

針下業を始める前に、［POWER］をOFFにして、必ずDC電
源コードを抜いてください。
岨E線を挟んだり、傷つけたりしないようにしてくださ
L、。
館十したねじをなくさないようにしてください。

マイクロホン

MC-80 
無指向’性エレクトレツト

コンデンサー型

マイクロホン

MC-90 
単一指向性ダイナミック型

ス
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外部スビーカー

SP-31 

ヘッドホン

H S・5/HS・6
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ーも
インターフェイス

IF-232C 
(TS-870S以外の機種とのスプリット転送用→p.14)

固スピーカーのケープルを2ピンコネクター
(CN404）から抜きます。
スピーカーを止めている金具（A）の4本のねじを
外し、スビーカーと金具（A）を外します。

スビーカー
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固取付け金具（8）を止めている6本のねじを外しま
す。 AT・300用コネクタからたどってCN407（コ
ネクタ）を外します。

回取付け金具（8）を外側から持ち上げて、その下に
あるso・2用の小さな基板をコネクタから外しま
す。

so・2基板

圏外した基板の指定位置にso・2を取り付けて、 5つ
のピンをはんだ付けします。

so・2基板

固基板のスイッチをso・2側にスライドさせます。

圃
eso・2を取付けた後、
スイッチを切替えな
いままにしておく
と、動作異常になり
ます。

回基板をもとの位置に戻します。コネクタのピン数を
合わせてください。前が4ピン、後ろが3ピンです。

国取付け金具（8）を6本のねじで止めます。
固で外したコネクタをCN407に戻します。

固スピーカーと金具（A）を4本のねじで止めます。

日司スビーカーのケーブル（CN404）を2ピンコネク
ターにはめます。

固上側ケースを10本のねじで元どおりに取り付け
ます。
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VS-2（音声合成ユニット）の取付け

音声合成機能は、 PFキーにVOICE機能をプログラム
して操作します（→P.68）。

i主意j昨業を始める前に、［POWER］をOFFにして、必ずDC電
ドー，＝ 1 源コードを抜いてください。
I I •VS-2 に付属のさらねじ、クッションは使用しませんの
｜｜  で保存しておいてください。
｜｜岨E線を挟んだり、傷っけないようにしてください。

目下側ケースを止めている12本のねじを外して、
ケースを外します。

国シールド板を止めている7本のねじを外します。
指を傷っけないように注意してください。

間 vs・2ユニットのスイッチを確認してください。
ー（ENGLISHの場合は英語の発声になります。）

スイッチ

ボス

国シールド板を、7本のねじで元どおりに取り付け

ます。

困下側ケースを12本のねじで元どおりに取り付け
ます。
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アフターサービス

リセット

・保証書一保証書は必ず所定事項（ご購入店名、ご購入日）の記入および記載内容をお確か
めの上、大切に保存してください。

・保証期間ーお買い上げの日より1年間です。

正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合は、お手数ですが製品に保証書
を添えて、お買い上げの販売店または当社サービスセンターにご相談ください。保証書
の規定に従って修理いたします。

・保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売店または当社サービスセンターにご
相談ください。修理によって機能が維持できる場合にはお客様のご要望により有料で修
理いたします。

聞アフターサービスについて、ご不明な点はお買い上げの販売店または当社サービスセン
ターにご遠慮なくご相談ください。

電源からのノイズおよび静電気等により、各キー操作を受付なくなったり、同調つまみを回しでも周波数が変
化しなくなることがあります。
取扱説明書どおりに操作しても正常に動作しないときは、リセットをしてください。

オールリセット
いったん電源を切り、［A=B］を押しながら電源を入れます。

HELLOを表示して、リセットを終了します。

i靖｜メモリーやメニューを含めて、全ての設定が工場出荷時の状態になりますの
｜ で、あらかじめご了承ください。

VFOリセット

LI 1: I I ,-1 ’t t:. LL  LI 
いったん電源を切り、［RX-A］を押しながら電源を入れます。

HELLOを表示して、リセットを終了します。

2揖 IVFO周波数、バンドメモリ一、フィル夕、 AGCは工場出荷時の状態になります
ドーペので、あらかじめご了承ください。
｜｜メモリーチャンネル、メニュー、 ATプリセット、 ANTデー夕、オートモードの
I デー夕、エレクトロニックキーヤーによる設定はリセットされません。

メニューの一時的リセット
メニュー内容を大幅に変更して正常に動作しなくなった時などに、メニュー設定に起

因するものかどうかを調べるため、メニューを一時的にリセットできます。

[CLR］を押しながら菅原を入れます。

MENU表示が点滅しメニューはすべて初期値になりますが、電源を切ると元の設定値

に戻ります。
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トラブルシューティング料品…… 悶悶欄側 鶴議議鱗暫瞥持狩塑理智麿：河辺誠議議議議論轍器時 難議議接

トラブルシューティング

次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。下表に従って処置しでもなおご不審な場合は、

当社サービスセンターにご相談ください。

・受信の場合

症状 原因 処置 p. 

[POWER］をONにしても表 1.電源コネクタとDC電源コードが完全には差 1.差し込みを完全にする。 10 
示が点灯せず、音も出な し込まれていなしh

し、。 2. ヒューズが切れている。 2. ヒューズが切れた原因を対策してから交換す

る。

3. DC安定化電源のスイッチが入っていない。 3.スイッチを入れる。 10 

[POWER］をONにしても正 マイコンが誤動作している。 [A=B］または［RX-A］を押しながら［POWER］を 73 
常に表示をしない。 ONにしてリセットする。

[POWER］をONにすると パックアップ用電池の寿命がきている。 リチウム電池の寿命は約5年です。リチウム電 35 
14MHz USBの表示をし、メ 池の交換については、購入店または最寄りの

モリーの内容が消去されて サービスセンターにご相談ください。

いる。

アンテナをつないでも信号 1.スケルチが動作している。 1. [SQLつまみ］を反時計方向に回す。 15,27 
が受信できない。 2. [ATT］が入っている。 2. [ATT］をOFFにする。 48 
受信感度が低い。 3. [SEND］がONになっている。 3. [SEND］をOFFにする。

4. [AIP］がONになっている。 4. [AIP］をOFFにする。 48 
5.アンテナ1/2の選択が合っていない。 5. [ANT］で正しいアンテナを選択する。 49 
6.アンテナの同調がとれていなしlo 6.同調を取り直す。 49 
7. RX ATがONになっているが、チューニング 7. [AT TUNE］を押してチューニングを取る、 51 
が取れていない。 またはRXATを解除する。

8. RFつまみでゲインを下げてある。 8. RFつまみを時計方向に回し切る。 64 
9.アンテナのすぐ近くで別のトランシーパーが 9.当社サーピスセシターに修理を依頼してくだ

送信した。 さし泊。

（内部回路を保護するため、アンテナ端子に

10W以上の電力が加わると、保護用のランプ

が切れます。）

信号を受信した場合、正し モードの設定が不適当 他のモードに変えてみる。

〈復調できない。

RIT/XITつまみを回しても周 RIT/XIT機能がOFFとなっている。 ［阻T］または［XIT］を押す。 63 
波数が変わらない。

SSBの受信音が極端にハイ 1. HI/SHIFTまたはLO/WIDTHつまみの位置不 1. HI/SHIFTまたはLO/WIDTHつまみを調節す 43 
カッ卜またはローカットに 適当 る。

なっている。 2.パケット用のフィルターが選択されている 2.音声用のフィルターにする。 33 

[UP/DOWN］を押しても同調 F.LOCK機能がONになっている。 [F.LOCK］を押す。 62 
つまみを回しでも周波数が

変化しない。

バンドの全範囲をスキャン プログラムスキャンが設定されている。 メモリーチャンネル99の開始／終了周波数を変え 38,42 
しない。 るか、消去する。

メモリースキャンが動作し メモリーチャンネルに何も入力されていない。 周波数などをメモリーする。 35,40 
ない。
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トラブルシューティング

症状 原因 処置

（グループ）メモリースキャ 1. （グループ内の）メモリーチャンネルに何も入 1.周波数などをメモリーする。

ンが動作しない。 カされていない。 2. スキャンさせたいメモリーチャンネルのロッ

2. （グループ内の）メモリーチャンネルがすべて クアウトを解除する。

ロックアウトされている。

特定のチャンネルしかメモ グループメモリースキャンに限定されている。 メニュー No.66をOFFにする。

リースキャンしない。

メ二ューモードでメニュー MHzが点灯して、クイックメニューモードに [1MHz］を押して、クイックメニューモードを解

番号が選択できない。 なっている。 除する。

AGCつまみを回しでも、 メニューNo.lでAGCがオートに設定されてい メニューNo.lでAGCオートをOFF（マニュアル）

AGCのスピードが変化しな る。 にする。

L、。

・次の周波数でビー卜音が問こえる場合があります。これはセットの周波数構成によるもので故障ではありません。
10.000MHz, 20.000MHz, 30.000MHz 

p. 

35 
41 

40 

96 

64 

ー
・ハンディトランシーパーをセットにごく近づけると、ハンディトランシーパーから雑音が聞こえる場合があります。セットから
離してお使いください。

掴送信の場合

症状 原 因 処置 p. 

出力が出ない。 1. マイクロホン端子の差し込み不良。 1. マイクロホンを確実に差し込んでください。 14 
出力が少ない。 2. アンテナの接続不良。 2. アンテナを確実に接続してください。 10 

3. アンテナの整合が取れていない。 3. アンテナを調整する。 49 
4. MICつまみが絞ってある。 4. MICつまみを時計方向に回す。

5. CARボリウムが最小になっている。 5. CARボリウムを調整する。

6. アンテナ1/2の選択が合っていない。 6. [ANT］で正しいアンテナを選択する。 49 

送信しない。 送信禁止（メニュ－No.27）になっている。 メニューNo.27をOFFにする。 62 
PWRメーターのスケールが

消えている。

SSB、AMモードの送信時 MICゲインが高すぎる。 ALCメーターを見ながら、 ALCが軽くかかる程 21 
に、何も話していない時の （音声入力は送信AGCで調節されるため、 MICゲ 度にMICつまみでゲインを調節してください。 30 
パックノイズが大きい。 インが高すぎることに気づきにくい）。

voxが働かない。 voxゲインの設定（メニューNo.28）が合っていな メニュ－No.28~変えてみる。 62 
スピーカーの音でvoxが働 し〉。
いてしまう。

リニアアンプが働かない。 1. REMOTEコネクターの接続不良。 1.正しい接続に直す。 11 
2. リニアアンプの設定が合っていない。 2. メニューNo.51を変えてみる。 11 

リニアアンプを使用して リニアアンプが、立ち上がりに時間がかかるタ メニューNo.51でリレーの設定をディレイ付 11 
cwモードで運用すると、 イプのため（当社TL-922など）。 （”2”）にし、セミプレークイン運用にする。

SWRが瞬間的に悪くなった （立ち上がりに時間がかかるタイプのリニアアン

り、立ち上がりに異常に プはフルブレークイン運用に適していません。）

ALCカ〈カ、カ、る。

AT-300が動作しない。 1. ANT2に接続されている。 1. ANTIに接続する。 10 
2. TS-870S内のヒューズが切れている。 2. ヒューズを確認し、原因を対策してから交換 71 

する。
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トラブルシューティング

・データ通信の場合

症状 原因 処置 p. 

AFSKで送信するとエラーや ILTNCから出力されるAF信号出力レベルが高 I1. ALCゾーンを超えないように、 TNCの出力｜ 34 
リトライが多い。 ｜ すぎて、変調信号が歪む。 ｜ レベルを下げる。

(ALCゾーンを超えている）。 ｜ 

2.本機のACC2端子の入力感度が、入力信号と I2. ALCゾーンを超えないように、メニュー｜ 34 
合っていない。 I No.20で、 ACC2端子の入力感度を調節す

3.高周波が回り込んで変調信号が歪む。

a. TNCとトランシーパーが共通の安定化電

源を使っている．

b. アンテナのSWRが高い。

c. アンテナからトランシーパーに高周波が

誘起きれる。

る。

3. 回り込みの対策をする。

a. TNCとトランシーパーの電源を別にす

る。

b.アンテナの整合を取り直す。

C. アンテナ、トランシーパー、 TNCのアー

スを取り直す。または接続方法を変えて

みる。

31,33 

49 

d. ACC 2端子の入力感度が高いため高周波

が回り込む。

d.メニューNo.20で、 ACC2端子の入力感度｜ 34 
を必要最低限に下げる。

AFSKで受信するとエラーが IL 本機のACC2端子の出力レベルが、 TNCの入 IL メニューNo.21で、 ACC2端子の出力レベル 34 
多い。 ｜ 力レベルと合っていないため、デコードでき｜ を調節する。

ない。

2. マルチパス歪みや周期の短いフェージングが I2. ビームアンテナの場合は、アンテナの方向を

発生している（受信信号強度が一番強いとき｜ 変えて、エラーの起きにくい位置を捜してみ

が最良とは限りません）。 る。

パケットで送信できずに、 I L 本機のACC2端子の出力レベルが高すぎる。 I L メニューNo.21で、 ACC2端子の出力レベル｜ 34 
TNCのDCDランプが点灯し｜ ｜ を調節する。

たままになっている。 I 2. RFゲインが大きすぎる。 I 2. RFゲインを絞る。 I 64 
3.本機のACC2端子の⑤PSQと、 TNCのスケル I3.本機のACC2端子の⑤PSQは、 OPEN;L、 I 12 
チの極性が逆になってる。 I CLOSED;Hに固定されています。 TNCは通

．エラーメッセージ

常極性を反転できるので、 TNC側を逆にし

てください。

次のようなエラーメッセージが出た場合は、当社サービスセンターにご相談ください。

症状

UL（・・ー ・－・・）と警告モールスが出て、周波数表示部にドット

が出ている。

サブ表示部にERROR××（××は00～12、21～23、OA,OB, OC 
が出ている。

・クリーニングのご注意

①お手入れの前に、電源プラグを抜いてください。
②シンナーやベンジンなどで拭かないでください

原因

回路上のエラーです。

回路上のエラーです。

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤を含ませた布で拭いてください。
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処置

当社サービスセンターにご相談く

ださい。

当社サービスセンターに番号を伝

えて、ご相談ください。



基準周波数の校正

基準周波数の校正

本機は工場出荷時に規格内に校正されていますの
で、特に必要な場合以外は校正しないでください。

校正は、 cwモードで800Hzのcwピッチ／サイドトー
ンを聞きながらトリマーを調整します。
メニューNo.24のcwピッチ／サイドトーン（初期設
定：800Hz）を変更しているときは、 800Hzに戻してく
ださい。

PITCH 

H

、l／

C

＼

／

 

o
～
．
J
 

3
m
 

C

／

＼

 

M

／

f
＼
 

~ピyチ例OHzから
1000Hz(50Hzステ yフ））

初期値80肋 ~ 

・オプションのso・2を装着している場合は基準周波数の
校Eはできません。
・ケースを開け閉めするときは、［POWER］をOFFにし
て、必ずDC電源コードを抜いてください。
・配線を挟んだり、傷つけたりしないようにしてくださ
し、。
・外したねじをなくさないようにしてください。

・基準周波数の校正

初期状態

[RIT] ... 
[VOX] .. 
MONIつまみ
AFつまみ
CW-KEY端子

OFF 
OFF 
センター
センター
電鍵またはショート
プラグを接続

VOXOFF RITOFF 

MONIつまみセンター AFつまみセンター

田上側ケースを止めている 10本のねじを外して、
ケースを外します。

・スピーカー後部アングルの根本に調整用穴があります。
この穴から（調整用）ドライパーを差し込むと（手順回）、
基準周波数調整用トリマー（TC-800）に届きます。

TC-800調整用穴

図［CW］を押して、 cwモードにする

固 HI/SHIFTつまみを回してフィルターの中
心周波数を800Hzにする

固 LO/WIDTHつまみを回してフィルターの
帯域幅をlOOOHzにする

固 JJY/WWV(lOMHz, 15MHz）を受信する
・ディスプレイを見ながら、受信周波数を正確に合わせて
ください。例えば10MHzの場合は、 10.000.00ピッタりに
します。

・約800Hzのビート音が聞こえます。

f display [MHz] 
fAF＝×A f reference + 800 [Hzl 

20 [MHz] 

ムf referenc泡：基準周波数のずれ

団キーダウンする
・約800Hzのサイドトーンが聞こえ、受信音と重なるの
で、うなり（ダブルビート）が生じます。
うなりが聞き取りにくい時はAFつまみ、 MON！つまみを
調節します。

20×106＋ムfreference 
f sidetone = 800× …u山 H山［Hz]

20×106 

回トリマーを調整する

・うなりの周期が最大になり、うなりがなくなる位置に合
わせます。
このとき、受信音とサイドトーンの周波数差は最小にな
ります。
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｜荊局申請書の書き方
申請書の書き方

本機は技術基準適合証明送受信機です。市販の申請書に、必要事項をまちがいなく記入の上、申請してくださ
い。また、本機の運用には、第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です

申請書の記入例

・技術基準適合証明書発行願

使用するトランシーパー（送信装置）

送信機番号 ⑥技術基準適合証明番号

第1送信機 K口口口口口口口口口

第2送信機

第3送信機

・申請書及び工事設計書

希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式

周波数帯 空中線電力 電波の型式

1.9MHz帯 ※1 Al 

3.5MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

3.8MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

7MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

10MHz帯 ※1 Al 

14MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

18MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

21MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

24MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

28MHz帯 ※1 Al A3 A3J F3 

右表の繍対弥部分は技術基準適合証明送
受信機での申請のときは省略できます。
従って、付属装置付設により非技術基準適合
証明送受信機として保証認定を申請するとき
の記載例です（要送信機系統図）。

ご注意

※1のところには申請する空中線電力（50Wのときは
50W、100WのときはlOOW)を記入してください。
(50Wパワーダウンの方法→p.79)

※2のところには使用する送信空中線の型式を記入して
ください。
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工事設計

変更の種別

技術基準適合証明番号

その他の工事設計

技適証明ラベルの記号番号
は一台ごとに異なります。
技適証明ラベルは、本
機の背面パネルに貼付
されています。

第1送信機

電波法第3章に規定する条件
に合致している



闘機鰍機燃側問機織総鰍側燃機械側側織問機織闘機燃側機関局申請書の書き方

・保証認定願

本機により、 RTTY(RadioTeletype）およびパケット通信を申請する場合は、付属装置付設のため非技術基準適
合証明送受信機としての取り扱いになります。
したがって、工事設計書の記載省略ができません。前のページにある表の網かけした部分の記載例を参考にし
て記入して下さい。また、保証認定願裏面の付属装置の表に、名称、方式・規格、組み合せて使用する送信機番

号を記入して下さい。

パケッ卜通信の申請方法例

SSBモードを使用するときはFlFMモードを使用するときはF2を電波の型式欄に追加記入してください。ただ
し、 Flは1.9MHz帯では許可されません。 F2も1.9～21MHz帯では許可されません。

名称 方式、規格 組み合送信せて使用
する 機番号

(13）パケット通信装置 (14) 
①②通方信式速度

:AFSK方式 (15) 
: (Fl) 300bps 
(F2) 1200bps 

③周波数偏移幅 : (Fl) ±lOOHz 
(F2) ±500Hz 

④副搬送波周波数 : (Fl) 2210Hzまたは1700Hz
(F2) 1700Hz 

⑤符号構成 :AX.25プロトコル準拠

ご注意：方式・規格は、 TNC装置によって異なります。使用するTNC装置の諸元を確認してご記入下さい。

RTTYの申請方法例

電波の型式欄には引を追加記入してください。ただし、 1.9MHz帯ではRTTYは許可されません。

名称 方式、規格 組すみる合送信せ機て使番号用

(16)RTTY装置 (17) 
1②B通方信式速度

:FSK方式 (18) 
: 45.5ポー

③副搬送波周波数
④周波数偏移幅 : 170Hz 

申請に関するお問合せ

財団法人日本アマチュア無線振興協会 常（設）置場所が近畿管内の方は下記へ
干170・88 東京都豊島区巣鴨1丁目24番3号 財団法人日本アマチュア無線振興協会関西支所

小島ピル 干543 大阪市天王寺区大道3-8-31 赤松ピル
電話監理部業務課（03)5395・3206～9 電話代表（06)779・2640

50Wパワーダウンの方法
移動する局の免許を申請する場合、出力を50Wにパワーダ
ウンしなければなりません。

回上側ケースを外します。 回国
固ピンセットなどを使用して、

スイッチ（Sl）を切替えます。
sow〔酎〕~~ow
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送信機系統図

D 
MIC 

FSK 

{ 

附
「
｜
｜
｜

J
1
I
l
l
i－－一

ー

ALC 

64.22MHz 

20MHz 

マイコン（M37702S4BFP)

パワーコントロール

100W/50W 
白｜よーダ｜

80 

MODE 

LSB USB CW FM AM FS 

BAND 

1.9 3.5 3.8 7 10 14 18 21 24 28 29 
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ノ今鋭：ミ

＼ソコン．コント口－｝レ
パーソナル・コンビューター（以下コンビューター）からコマンドを
送ると、本機をリモート・コントロールできます。
また、本機が受信した周波数などをコンピューターの画面に表示
させるニともできます。
リモー卜・コントロールするためのコマンドは別表の62項目です。

定格

コマンドは、コンビューターのRS-232Cから、本機のCOMコネク
タを介してデータ通信されます。 COMコネクタ側のデータ通信の
定格は下衰のとおりです。
RS・232Cの設定をこの定格に合わせてください。

通信方式 シリアルインターフェース※1

通信速度 メニューNo.56により設定

同期方式 調歩同期方式（非同期※2)

スタート； 1ピット

ピット構成
キャラクタ長： 8ピット

ストップ： メニューNo.56に

より設定

パリティチェック なし

信号形式 RS-232C 

※1コンビューターの情報はバイト単位で扱われ、これを送る方
式として、シリアル方式とパラレル方式があります。シリア
ル方式は1つの回線で時間分割的に送る方式で、回線の本数
が少ない、ノイズの影響が少ないという利点があります。

※2データのやり取りをどのようにするかによって、周期方式と
非同期方式に分けられます。

・通信速度とストップピットの設定

COM.RATE 
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スェフノ々、Jf
－
－
 

1
4
£
U
ζ
U
 

J
7
9
 

コ
ベ
値

ソ
」
期

パ
ロ
初⑧
 メニューNo.56を変更したときは、いったん電源を切って、もう

一度電源を入れ直してください。

メニュー表示 通信速度［bps] ストップピット

12 1 1200 1 

24 1 2400 1 

48 1 4800 1 

48 2 4800 2 ※1 

96 1 9600 1 

192 1 19200 1 

384 1 38400 1 

576 1 57600 1 

※l当社製の従来のHF機は”48 2”です。
従来機で動いているプログラムをTS・870Sで使用するとき
は、メニューNo.56を＂48 2”にするか、コンビューターの
通信速度を本機に合わせてください。

接続

・接続端子（COM端子の結線、プラグを表側から見た図）

⑦RTS 

⑧CTS II。 ①＠渇渇はNC

（無配線）

82 ⑤GND（信号グランド） ③m拘②問自

・接続

1語｜暗続前にトランシーパ一、コンビューターなどの電源
ドー即｜ を必ずOFFにしてください。

コンビューターのRS・232Cコネクタに直接接続します。

ト参考｜倒F・232Cは、インターフェースがTTLレベルのトラン
I -• I シーパーのために開発されたレベル変換器です。 TS-
I I 870SはRS・232Cを採用しているため、 IF・232Cは使用し
｜｜  ません。

端子 信号
COM端子の機能 方向

番号 名

q渇
NC 無配線

⑥⑨ 

② RXD 
トランシーパーからコンビューターへ、

出力シリアルデータを負論理で出力します。

③ TXD 
コンビューターからトランシーパーへ、

入力シリアルデータを負論理で出力します。

⑤ GND 信号グランド

コンビューターからトランシーパーへ正
論理で出力します。

⑦ RTS 
コンビューターが受信データを受け入れ

入力られないときは、トランシーパーに対し
て”L“レベルで送信データを禁止しま
す。

トランシーパーからコンビューターへ正
論理で出力します。

⑧ CTS 
トランシーパーが受信データを受け入れ

出力られないとき、コンビューターに対し
で’L“レベルで送信データを禁止しま
す。

プログラミング

コンビューターがコマンドを受け付けるためには、プログラムが
必要です。

プログラムが働いている場合
例えばトランシーパーを送信状態にするには、コンビュー
ターにコマンド”TX；”を入力します。
コンビューターはプログラムの中で”TX；”をASCIIコードに変
換して、トランシーパーに送ります。
トランシーパーはASCIIコードを受け取ると、送信状態になり
ます。

プログラムはBASICなどの言語を使って作成します。プログラミ
ングについては、ご使用になる言語およびコンビューターの取扱
説明書をごらんください。

コマンドの構成

コマンドは基本的に下記の構成になっています。
例 VFOAに7MHzの周波数を入力する

FA 00007000000 _;_ 

コマJド パムータ タームータ



・コマンド
コマンドは2文字の英文字です。大文字、小文字を間いません。

・パラメータ

ノ〈ソコン・コントロール

例えばFAコマンド (VFO Aの周波数） の場合

VFO Aの周波数を7MHzに設定するときは、
コンビューターからトランシーパーに下記の設定コマン
ドを送ります。

パラメータが付くものと、付かないものがあります。パラメータ
が付くコマンドの場合は、桁数を正確にコマンドのフォーマット
（→p.85～95）に合わせてください。

FAOOOO?OOOOOO; 

VFO Aの周波数を読みたいときは、
コンビューターからトランシーパーに下記の読出しコマ
ンドを送ります。I:..,_""" I • E ンシーパーの機種によって、パラメータのフォ－i主意｜ ・

ドー叩｜ マットが異なるコマンドがあります。共通のプログラ FA; 

｜ ムを使用する場合は、特にご注意ください。
I ・各覆のボリュームの舗を設定する3桁のパラメーター

読出しコマンドを受け付けると、
トランシーパーからコンピューターに下記の応答コマン
ドが送り返されて来ます。！ は、 999まで入力できますが、有効値は各コマンドで指

L_」 定している値です。 FAOOOO?OOOOOO; 

・ターミネータ
コマンドの終了を示すターミネータはセミコロン“；“です。ター
ミネータの桁を正確にコマンドのフォーマット（→p.85～95）に合わ
せてください。

エラーメッセージ

エラーが生じた場合、トランシーパーはコンビューターにエラー
メッセージを送ります。

コマンドの種類
エラーメッセージ 意味

・コマンドのフォーマットが間違ってい
コマンドは設定コマンド、読出しコマンド、応答コマンドの3種
類があります。入力系、出力系で分けると下記のようになりま
す。

？・

る。
・フォーマッ卜は合っているが、卜ラン
シーパーがそのコマンドを受け付けな， い状態にある。

「設定コマンド （コマンドを受け付けないときは、エ

『「入力コマンド ー斗 状態を設定する。

ミ｜ トランシーバーに 」読出しコマンド
ン｜ 入力する。 応答コマンドを要求する。

ラーメッセージを戻さないこともあり
ます。）

針通｛言エラー
ド」出力コマンド ー一一一一応答コマンド

トランシーパーか 状態を出力する。
ら出力される。

E・ （データ通信時のオーバーランエラー、， 
フレーミングエラー）

O; ・前のデータを処理しきっていない聞に
次の受信データが送られてきた。

コンビューター・コマンド・リスト

No. コマンド 名 称 機能 p. 

01 AC ANTENNA TUNER CONTROL アンテナチューナーのIN/THROUGHと、 TUNEのON/OFF設定 85 

02 AG AF GAIN AFゲインの設定、読出し 85 

03 Al AUTO INFORMATION AUTO INFORMATIONのON/OFF設定 85 

04 AN ANTENNA NUMBER アンテナの番号を切り替える 85 

05 BC BEAT CANCELER ビートキャンセラーの設定、読出し 85 

06 Bl BREAK IN cwブレークインの設定、続出し 85 

07 BY BUSY BUSY信号の読出し 86 

08 CG CARRIER GAIN キャリアゲインの設定、続出し 86 

09 DN DOWN MIC DOWN SW動作 86 

10 EQ EQUALIZER 送信イコライザーの設定、続出し 86 

11 EX EXTENTION MENU メニューの設定、続出し 87 

12 FA FREQUENCY VFO A VFO Aの周波数の設定、続出し 86 

13 FB FREQUENCY VFO B VFO Bの周波数の設定、読出し 86 

14 FD RX FILTER DOT DISPLAY 受信フィルターのドット・データの続出し 86 

15 FR FUNCTION RX RX(VFOA,Bとメモリチャンネル）の設定 88 

16 FS FINE STEP FINE機能のON/OFF設定 88 

17 FT FUNCTION TX TX(VFO A、Bとメモリチャンネル）の設定 88 

18 FW FILTER W旧TH フィルター幅の設定、続出し 88 

19 GT 
AUTO GAIN CONTROL TIME 

AGC時定数の設定、続出し 88 
CONSTANT 
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パソコン・コントロール問鰍闘機織鰍~l

No. コマンド 名 称 機能 p. 

20 ID ID セットからMODELを認識するためMODELNo.を読み取る 88 

21 IF INFORMATION セッ卜の状態を読み出す 89 

22 IS IF-SHIFT IFシフトの設定、読出し 88 

23 KS KEY SPEED KYコマンドによるKEYINGのスピードの設定、読出し 89 

24 KY CW KEYING 入力された文字をモールスコードに変換してKEYINGする 89 

25 LK LOCK ロックのON/OFFの設定と読出し 89 

26 LM LOAD MESSAGE DRSの録音 90 

27 MC MEMORY CHANNEL メモリチャンネルの設定と読出し 90 

28 MD MODE モードの設定と読出し 90 

29 MG MIC GAIN マイクゲインの設定、読出し 90 

30 ML TRANSMIT MONITOR LEVEL 送信モニターレベルの設定、読出し 90 

31 MN TRANSMIT MONITOR 送信モニターの設定、読出し 90 

32 MR MEMORY READ メモリの続出し 91 

33 MW  MEMORY WRITE メモリの書き込み 91 

34 MX MIXER AIPのON/OFFの設定、読出し 91 

35 NB NOISE BLANKER ノイズプランカーの設定、読出し 91 

36 NL NOISE BLANKER LEVEL ノイズプランカーレベルの設定、読出し 92 

37 NR NOISE REDUCTION ノイズリダクションの設定、読出し 92 

38 NT NOTCH ノッチFILTERの設定、読出し 92 

39 PB PLAY BACK DRSの再生 92 

40 PC POWER CONTROL 送信出力の設定、読出し 92 

41 PL SPEECH PROCCESSOR LEVEL スピーチプロセッサーレベルの設定、読出し 92 

42 PR SPEECH PROCCESSOR スピーチプロセッサーの設定、読出し 93 

43 PS POWER SWITCH 電源のON/OFFの設定、読出し 93 

44 RA RF ATTENUATOR RF ATTの設定、読み取り 93 

45 RC RITCLEAR RIT周波数をクリアする 93 

46 RD RIT DOWN RIT周波数のDOWN 93 

47 RG RF GAIN RF GAINの設定、読出し 93 

48 RM READ METER メーターの選択とメーター値の読出し 94 

49 RT RIT RITのON/OFFの設定、読出し 94 

50 RU RITUP RIT周波数のUp 93 

51 RX RX 受信状態にする 94 

52 SC SCAN SCANのON/OFFの設定、読出し 94 

53 SD SEMI BREAK-IN DELAY TIME SEMI BREAK INディレイタイムの設定、読出し 94 

54 SM S METER Sメーター信号の出力 94 

55 SQ SQUELCH LEVEL スケルチレベルの設定、読出し 95 

56 SR SYSTEM RESET セットのリセッ卜 95 

57 TX TX 送信状態にする 94 

58 UP UP MIC UP SW動作 86 

59 VD VOX DELAY TIME voxディレイタイムの設定、読出し 95 

60 VR VOICE RECALL 音声合成を発声させる 95 

61 vx VOX(voice operation X-mit) voxのON/OFFの設定、読出し 95 

62 XT XIT XITのON/OFFの設定、続出し 95 
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AC/ AG/ Al/ AN/BC/Bl 

AC アンテナチューナーのIN/THROUGH [THRU/AUTO］と、 TUNE[AT TUNE］のON/OFF。

設定 I A: CI！五Ru!J/!HRul ~~~1 
読出 I A: CI ; I 
応答 IA:c ｜弘RUIr~HRul~~~4 

パラメータ
3桁目（1桁） RX IN/THRUの設定はできないので、 1/0のいずれでも

よい。
4桁目（1桁） TX IN/THRU Antenna tuner THRU=O 

Antenna tuner IN= 1 
5桁目（1桁） TUNE ON/OFF 

OFF=O 
ON=l（プリセット、チューニングする）
ただし4桁目がOのときはATTHRUなので、 5桁目を1
にしてもTUNEONにはならない。

AG A附ン（AFつまみ）の融。

定出答
設読応

1 2 3 4 5 6 

I A: Gj ~ Fゲイlン ｜｜ ’・ ｜｜ ｜｜パ～ラ5メ桁ー（3タ桁） OOO(min）～255(max) 

I A: GI ; I 
I A: Gj AFゲイン

Al AUTO INFORMAT酬のON/OFF。セットの状態が変化した時、自動的に応答コマンドを出力する機能。

定

出

答

設

読

応

AN 

定出答
設読応

1 2 3 4 

I A: I I g詳
I A: I 
I A: I I g詳
アンテナ番号［ANT]の切替え。

2 3 4 

I A: NI No.j 
I A: NI ; I 
I A: NI No.J 
ビートキャンセラー［BEATCANCEL］のON/OFF。

2 3 4 

B: CI g匙｜；｜
B Clヨ
B CI宜

パラメータ
3桁目（1桁） OFF .....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 

IFコマンドの内容（パラメータ）に変化があった時、
一定時間ごとにIFコマンドを出力する . . . . . . . 1 
パラメータに変化があったコマンドを出力する 2 
1と2併用する ................. ...•.....••. 3 

パラメータ
3桁目(1桁） ANTl=l 

ANT2=2 

BC 

定

出

答

設

読

応

n
u
l
－
 
－二一＝
R
N
 

n
u
n
u
 

J
J

栴
－唱
EA

－

J
f

駅
句
桁
J
3
 

Bl フル・ブレークインかセミ・ブレークイン［肌附EM日かの選択。 cwモードでvoxがONのときだけ有効。

定出答
設読応

1 2 3 4 
パラメータB 3桁目（1桁）

セミ・ブレークイン＝1設定
フル・ブレークイン＝2

B 
応答 O= OFF 

， 
1＝セミ・ブレークイン
2＝フル・ブレークインBI巴
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BY /CG/DN/U P /EQ/F A/FB/FD 

BY BUSY信号の読み出し。（設定コマンドはありません。）

パラメータ

1 2 3 OFF=O 
ON=l 

読出 B y 
4 

応答
B y OFF 

CG キャリアゲイン（CARつまみ）の設定。
2 3 4 5 6 

G CARゲイン 3～5桁（3桁） OOO(min）～255(max) 

GI ， 

GI CARゲイン

1 

設定 1C 

読出 I~ 
応答

DN UP 
1 

設定 lo 
2 

マイクロホンの［UP/DOWN］と同じ。モードごとに設定されたステップでUP/DOWN。（設定コマンドのみ。）

N 11  u: PI ; ｜｜パラメータ なし

EQ 送信イコライザー［TX.EQ.］のON/OFF。
1 2 3 4 

E,Q I i~J 設定 3桁目（1桁） OFF=O 

Q[ 
ON=l 

読出 E 
応答
E,Q ｜品｜

FA FB VFOA /VFO Bの周波数設定。（2桁目は、 VFOAのときはA、VFOBのときはBです。）

一斑 I F :A／目
読出 IF :A/S 
応答 I F :A／目

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

I 表示周波数 ,<1出ナーダ一七11桁表示）

13 14 

！ 表示周波数 ,<1出オーダーマ11桁表示）

FD ノfラメータ 3～10桁目（8桁） 00000000～FFFFFFFD(16進数） 16進数2進数
0 0000 
1 0001 
2 0010 
3 0011 
4 0100 
5 0101 
6 0110 
7 0111 
8 1000 
9 1001 
A 1010 
日 1011
C 1100 
D 1101 
E 1110 
F 1111 

受信フィルターのドッ

ト表示データの読出。

（設定コマンドなし。）

1 2 

読出

口一口応答

86 

3 

ドット表示データ（8桁）を2進数に変換した32ピットのデータの各ピットが、 30コ
のドットの ON/OFFに対応している。ドッ卜が点灯していれば対応するピットが
ON=lになり、消灯していればOFF=Oになる。
32ピットのデータのMSBが左端のドットに対応し、 LSBから3ビッ卜目が右端の
ドットに対応している。（下位2ピットは対応するドットがないので常に OFF。）

4 口

δ

一
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一一一
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表
一
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一
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EX 

設定

読出

応答

No. 

001 

008 

009 

010 

011 

012 

013 

018 

027 

032 

033 

034 

035 

036 

037 

039 

042 

044 

049 

053 

054 

055 

059 

060 

063 

065 

066 

067 

068 

EX 

メニュー（No.00～68）を設定する。 1＜ラメータ

1 2 

E xi 
IE: xi 
E:xJ 

サブ表示 0000 000] 

AUT/MAN oFF on 

RX AT oFF on 

P HOLD oFF on 

t:. FREQ oFF 。n
AIP.GAIN oFF on 

FM.S-MET oFF on 

LINE. ENH oFF on 

TRACK oFF on 

TX INH oFF on 

AUTO.RET oFF on 

TUN.W旧E oFF on 

AUT.MODE oFF on 

BEEP oFF on 

BP.MODE oFF on 

WARN. BP oFF 。n
REPEAT oFF on 

BC.STEP oFF on 

STEP.ADJ oFF on 

CH. SHIFT oFF on 

EXT RX oFF on 

TRNSFER oFF on 

DIRECT oFF on 

FM.BOOST oFF on 

FM W旧E oFF on 

MARK.POL oFF on 

PG.S.HOLD oFF on 

GRP.SCAN oFF on 

BSY.STOP oFF on 

CAR.SCAN oFF on 

3～5桁 o＋メニューNo.
3 4 5 6 7 8 9 10 (3桁） 例 20の場合020

メニューNo. メニュー内容 6～9桁 メニュー内容
(4桁） 0000～0074 

． OFF=OOOO ， ON=OOOl 
その他のメニュー内容

メニューNo. メニュー内容 ． の設定詳細は下表によ
る

↓メニュー内容は下の欄の対応する数字（0000～0010）を入力します。
↓選択肢が11以上あるときは、下段の数字（0011～0020）を入力します。

cf. 
p. 
No. サプ表示

0000 0001 0002 0003 0004 0005 0006 0007 0008 0009 0010 
0011 0012 0013 0014 0015 0016 0017 0018 0019 0020 

64 000 MENυ.A/8 A B 

51 002 AGC SSB モー ド共 通の デー タ

61 003 AGC CW OFF 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

20 004 AGC FSK 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

48 005 AGC AM 

27 006 AF.AGC SLOW MED FAST 

47 007 AF.AGC.LV OFF 中 大 最大 ． 

46 014 LINE. ENH 最速 速 中 遅 最遅 ． 

62 015 SPAC 2 5 10 17 [ms] 

50 016 SP.BEAT 最速 速 中 遅 最遅

50 017 SP.NOTCH 最速 速 中 遅 最遅

67 019 PKT. FIL oFF 1200 300 p ． 

60 020 PKT. IN 。1 2 ． 
60 021 PKT.OUT 。1 2 3 4 5 6 7 8 9 
60 

69 022 MIC AGC SLOW MED FAST ． 

30 023 CW RISE 2 4 6 8 ． [ms] 

17 

37 

024 
PITCH 

400 450 500 550 600 650 700 750 800 850 900 
950 1000 

11 
025 PROC. LOW -6 -3 。3 6 ． [dB] 

70 026 
PROC.HI -6 -3 。3 6 ． [dB] 

70 028 VOX.GAIN 
0 4、 1 2 3 4 5 6 7大

28 
029 TX.WIDTH 1800 2000 2300 2600 3000 ． [Hz] 

28 
030 TX.SHIFT 。100 200 300 400 500 [Hz] 

32 
031 TX EQ. Hi Comb Bass 

42 
038 BP LV 。1 2 3 4 5 6 7 8 9 

40 

41 

40 

040 
REP. TIME 

1 2 3 4 5 10 15 20 25 30 35 
40 45 50 55 60 

041 F.STEP 5 10 ． [kHz] 

043 CH.STEP 1 5 10 ． [kHz] 

045 PF. KEY. UL 4キー 共通 のデ ータ （※｝ 
046 PF. KEY. UR 0000 ，、旬， 0068 まで メニ ユー No. +1 p.97 

047 PF. KEY. LR 0069 ，、』， 0073 まで PF. KEY No. +1 p.68 

048 PF. KEY. LL 

050 DIMMER L H 

051 LINEAR OFF 1 2 ． 

052 1M/500K 100 500 1000 ． [kHz] 

056 COM. RATE 12・1 24-1 48・1 48・2 96・1 192・1 384-1 576-1 ． 

057 SUB. TONE 0001 ’‘~ 0039 まで
058 SUB. TONE b C 

061 FM MIC L H ． 

062 FSK.SHFT 170 200 425 850 ． [Hz] 

064 FSK. TONE 1275 2125 ． [Hz] 

（※｝パソコンコントロールのNo.45～No.48でPFキーにメニュー項目などを設定するときは、
験する番号（p.68の回の番号）に＋1してください。

cf. 
p. 

96 

64 

64 

64 

64 

65 

65 

46 

47 

45 

45 

33 

34 

32/ 
34 

65 

26 

26 

23 

23 

62 

22 

22 

66 

60 

69 

18 

17 

68 

97 

98 

60 

11 

17 

82 

28 

28 

27 

31 

32 
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FR/FT /FS/FW /GT /ID/IS 

[RX-A] [RX-BJ [RX-M.CH] [TX-A] [TX-BJ [TX-M.CH］と閉じ。受信、送信をVFOA、VFOBまたはM.CHにする。FT FR 

VFOA=O 
VFO B=l 
M.CH=2 

I官ラメータ
3桁目（1桁）

4 

:R／引マジ｜
:R/TI ; I 
:R／計7:/:I

F 

F 

定

出

答

設

読

応

F 

I官ラメータ
3桁目（1桁）

4 

OFF=O 
ON=l 

冨
寸
剖

[FINE］のON/OFF。FS 
2 

s 
1 

F 定

出

答

設

読

応 s F 

s F 
パラメータ

3～6桁目（4桁） [lOHz] 
SSB/AMモードではスロープチューンの口ーカット周
波数の設定、読み出しとなる。

SSB 0000, 0005,0010, 0020, 0030, 0040, 0050, 
0060, 0080, 0100 
0005, 0010, 0020, 0040, 0060, 0100 
0000, 0010, 0020, 0050 
0500, 0600, 0800, 1000, 1200, 1400 
0025,0050,0100,0150 

フィルター幅

フィルター幅

1 7 6 5 

受信用フィルター幅［WIDTH］の設定。

4 3 

W
M
M
M
 

F
U
A門

E

’E卜

2 

〕配「町一研一

FW 

F 

F 

定

出

答

設

読

応

F 

AGCの時定数設定（AGCつまみ）。GT 

パラメータ
3～5桁目（3桁） OOO(min）～255(max) 

（ただし000～005=AGCOFF) 

T

数
i

時定

時定

6 5 
T

数
l

4 3 2 

T 

T ~ 

G 

1 

定

出

答

設

読

応

T G 

機種の確認。（設定コマンドはありません。）ID 

I官ラメータ
3～5桁目（3桁） TS-870S=015 

D 読出

応答
5 1 。D 

プラスまたはOのとき・・・・・・・・・＋、 w
（ーを入力するとエラーになる）

4～7桁目（4桁）SSB/AMモードでは、スロープチュー
ンのハイカット周波数［Hz]
1400, 1600, 1800, 2000, 2200, 2400, 
2600, 2800, 3000,3400, 4600, 6000 

AMモードのときは2500,3000, 4000, 
5000,6000,7000 

cwモードのとき 0400～1000(50刻み）

パラメータ
3桁自（1桁）

IFシフト［SHIFT]の設定。

8 7 6 

シフト周波数

5 4 3 

［正

「［正
s 
s 

2 1 

IS 

定

出

答

設

読

応

シフト周波数s 
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IF /KS/KY /LK 

IF TS-870Sの状態を読み出す。（設定コマンドはありません。）

1 2 3 

読出 F 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

応答 F 表示周波数 スペ
一ス

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 

スペース RIT周波数 ~cWF a},F スペ メモリー

ース チャン，ネル

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 

百／ I MODEファンク智智監 TO附ンパー スペ
RX ション ース

ノfラメータ
3～13桁目（11桁）表示周波数をlkHzオーダーで11桁表示。

例 00014175000..... 14.175MHz 
14～18桁目（5桁）スペース
19～23桁目（5桁） RIT周波数と±をl同zオーダーで合計5桁表示。

“＋”は“ ”でも代用可
例 +5320 ．．目・・・・・・・・・・ 5.32kHz 

KS KYコマンドのスピード設定。

1 2 3 4 5 6 

設定 I K: s SPEED 
読出 K1 S 
応答 I K: s SPEED 
KY 入力された文字をモールスコードに変換してKEYINGする。

1 2 3 4 5 6 7 

設定 K y 
15 16 17 18 19 20 21 

読出

応答

KI y I ; I 

K:YI諒｜；｜
I官ラメータ
3桁目(1桁） 必ず］（スペース ASCII code=20h）にする。
4～27桁目（24桁） ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXY 

Z 0123456789および以下の記号
w (word space) + (plus sign）宇（asterisk)
’（single quotation）ー（minussign) . (period) 
(double quotation), , (comma) / (slash) 

( (parenthesis）ニ（equal) : (colon) 
) (parenthesis) ? (question) 

LK [F.LOCK］のON/OFF。
1 2 3 4 

設定 IL: KI岱
読出 L K 
応答 IL: KI g詳

29桁目(1桁） O=RX 
30桁目(1桁） 0 NOMODE 

3 cw 

l=TX 
1 LSB 
4 FM 

2 USB 
5 AM 

6 FSK 7 CW-R 8 NOMODE 
9 FSK-R 

31桁目（1桁） 0 VFO A 1 
35～36桁（2桁） 01～39 (p.28参照）

VFO B 2 MEMORY 

37桁目（1桁） スペース

｜パラメータ
3～5桁目（4桁） OOl(min）～lOO(max) [WPM] 

8 9 10 11 12 13 14 

文字（文章）

22 23 24 25 26 27 28 

応答コマンド
3桁目(1桁） O＝バッファに空きがある。

1＝バッファに空きがない。

設定は28文字の固定長です。（文字の不足分は］を挿入する。た
だし w＇はモールスコードに変換されない。）

内部にバッファを用意しであるので、 28文字×5回程度は連続し
たキーイングもできる。
（入力と同時にモールスコードに変換するプログラムの場合は、
連続できる回数はさらに増える。）

例 CQCQ CQ DE w JAl YKX/1〕 JAlYKX/1wK 

KY〕 CQ CQwCQwD E 】 JAlYKX/ 1】 JAl;

KY w Y KX / 1 w Kw w】】】】】】〕】】】 ww】；

3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 
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LM/MC/MD/MG/ML/MN 

LM DRS録音のON/OFF。
1 2 3 4 

L Mj常 パラメータ
設定 3桁目（1桁） 設定コマンド 録音停止＝O

応答コマンド 非録音時＝O

読出 L:MI 設定、応答共通 lチャンネル録音中ニ1
2チャンネル録音中＝2
3チャンネル録音中＝3

応答 IL :MI官 4チャンネル録音中＝4

MC メモリーチャンネルの設定。
1 2 3 4 5 6 

IM: C スペ｜チャんレ設定 3桁目（1桁） スペースース I 

4～5桁（2桁） 00～99（メモリーチャンネル番号）

読出 [Ml C 
応答 IM: C 三；Iチ片付
MD モードの設定。

1 2 3 4 

設定 M: D l州 パラメータ
3桁目（1桁） 0 NOMODE 1 LSB 2 USB 

3 cw 4 FM 5 AM 

読出 M:o I ． 6 FSK 7 CW-R 8 NO MODE ， 
9 FSK-R 

応答 M: D !MODEi 
MG マイクゲイン（MICつまみ）の設定。

1 2 3 4 5 6 

設定 IM:G MICゲイン 3～5桁（3桁） OOO(min）～255(max) 

読出 IM:G I ， 
応答 IM:G I MICゲイン
ML 送信モニター（MONIつまみ）レベルの設定。

1 2 3 4 5 6 

設定 JM: L レベル ｜パラメータ
3～5桁（3桁） OOO(min）～255(max) 

読出 IM: L 
応答 ¥M: L レfミlレ
MN 送信モニター［MONI］のON/OFF。

1 2 3 4 

M: N ，~~』I 設定 3桁（1桁） OFF=O 
ON=l 

読出 M:NI ， 
応答 M:N i岱｜
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MR メモリーの読出し。（設定コマンドはMWです。）
1 2 3 4 5 6 

読出 I M : R l~r~司 三； チャンネル

応答 I M : R l~r~~I 三三｜チイネル

パラメータ
3桁（1桁）

4桁（1桁）
5～6桁（2桁）

15 

7～17桁（11桁）
18桁(1桁｝

16 17 18 19 20 

l"E-r I 手；~I智｜
O＝受信または
区間指定チャンネルの下限周波数
1＝送信または
区間指定チャンネルの上限周波数
スペース
チャンネル番号（00～99)
表示周波数をlkHzオーダーで11桁表示。
0 NO MODE 1 LSB 2 USB 
3 CW 4 FM 5 AM 
6 FSK 7 CW-R 8 NO MODE 
9 FSK・R

7 

21 

8 9 

22 23 

一o.I三； I 
19桁（1桁）

21～22桁（2桁）
23桁（1桁）

MR/MW /MX/NB 

10 11 12 

周波数

24 

O＝ロックアウトしない
1＝ロックアウトする
00～38 (p.28参照）
スペース

13 14 

メモリーが空チャンネルの時は、チャンネル以外はOを返しま
す。
スプリッ卜チャンネルの場合、送信チャンネルで設定できない
項目は、受信チャンネルと同じものを返します。

MW メモリーの設定（書込み）。（続出、応答コマンドはMRです。）

設定 I M : wl:rr~~I 三； I チャイネル ｜ 
I : : l"E-r I~;~ I智l

パラメータ
3桁（1桁） 受信または

4桁（1桁｝

区間指定チャンネルの下限周波数＝O
送信または
区間指定チャンネルの上限周波数＝1
スペース

5～6桁（2桁） チャンネル番号00～99
7～17桁（11桁） 表示周波数をlkHzオーダーで11桁表示。

例 00014175000 14.175MHz 
18桁（1桁） NO MODE O LSB 1 USB 2 

CW 3 FM 4 AM 5 
FSK 6 CW-R 7 FSK-R 9 

MX AIP[AI円のON/OFF。（AIP=M悶 R)
1 2 3 4 

設定 I M:x I群｜
読出 ¥M:xl ， 
応答 I M:x I岱｜ ． ， 

NB ノイズプランカ［NB］のON/OFF。
1 2 3 4 

設定 IN: B ¥g詳｜
読出 IN: Bi 
応答 IN: B jg詳

7 8 9 12 13 14 

周波数

2 

TO巴Jど巳
19桁（1桁）

21～22桁（2桁）
23桁（1桁）

ロックアウトしない＝O
ロックアウトする＝1
01～39 (p.28参照）
スペース

空きチャンネルの場合、最初に書込まれたデータが、いったん

送・受両方のデータに設定されます。
スプリットチャンネルにする場合は、続けて送信（または受信）の
データを書替えてください。
周波数の有効桁をすべてOにすると、空きチャンネルになりま
す。

3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 

3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 
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NlJNR/NT /PB／陀：／PL

NL ノイズプランカーレベル（NBつまみ）の設定。
1 2 3 4 5 6 

設定 IN:L NBレベル ｜パラメータ
3～5桁（3桁） OOO(min）～255(max) 

読出 N L 
応答
IN:L NBレベル

NR ノイズリダクション［N.R.］のON/OFF。
1 2 3 4 

IN: R [g詳設定 3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 

読出 N R 
応答
N R OFF 

NT ノッチFilter[AUTO NOTCH］のON/OFF。
1 2 3 4 

設定 IN: T [g詳｜ ， 3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 

読出 N T 
応答
N T 

PB DRSの再生、再生の取消し。
1 2 3 4 

p B 
再生 ｜パラメータ

設定 No. 3桁(1桁） 再生中の取消し（設定時） 0 [CLR] 
非再生（応答時） 。

読出 p B 
再生ナンバー 1 [CH 1再生中］

2 [CH 2再生中］
3 [CH 3再生中］

応答 p B 
再生 4 [CH4再生中］

No. 

PC 送信出力（PWRつまみ）の設定。
1 2 3 4 5 6 

設定 p PWR ｜パラメータ
3～5桁（3桁） OlO(min）～lOO(max) [W] 

読出 p ． ， 

応答 p PWR ． ， 

PL スピーチプロセッサレベル（入力レベル：PROCつまみ、出力レベル：CARつまみ）の設定。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 

設定 P:L[ 入力レベル 出力レベル ． 
｜隔…～…
， 

OOO(min）～255(max) 

読出 P:L[ 
． ， 

応答
P:L[ 入力レベル 出力レベル
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PR/PS/RA/RC/RD/RU/RG 

PR スピーチプロセッサ［PROC］のON/OFF。
1 2 3 4 

p RI g詐｜ ． ， 3桁目（1桁） OFF=O 

R[J 
ON=l 

p 

p R ｜翌日

定

出

答

設

読

応

PS 外郵から司闘をON/OFFする。 TS-870Sの［POWER］のON/OFFに拘わらず、ニのコマンドで司闘をON/OFFできる。
1 2 3 4 

設定 p s OFF 3桁目（1桁） OFF=O 
ON=l 

読出 p s 
応答 p s OFF 
RA ATTレベル［ATTDOWN］、［ATTUP］の設定。

1 2 3 4 5 

設定 R A I A～ベル｜ Iてラメータ， 3～4桁（2桁） OdB=OO 
6dB=Ol 

読出 R Aj 12d8=02 ， 18d8=03 

応答 R:A l一一レ！ ， 

RC RIT周波数（＝XIT周波数）をクリアする。（設定コマンドのみです。）
1 2 3 

設定 R:cj 日亨メータ なし

RD RU RIT周波数（＝XIT周波数）をUP/DOWN。（融コマンドのみです。 RI丁、 XITのON/OFF師、 XTコマンドです。）

設定 IR: DI ] IR: ul 
3 

タメ－フ．、、，， なし

RG RFゲイン（RFつまみ）の設定。

2 3 4 5 6 

GI 設定 R RFゲイン
3～5桁（3桁） OOO(min）～255(max) 

読出 R:G! ． ， 
R:GI 応答 RFゲイン
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RM/RT/RX斤X/SC/SD/SM

メーター選択［METER］とSWR、COMP、ALCメーターの値読出し。RM 
0
1
2
3
 

NO SELECT 
SWR 
COMP 
ALC 
0000～0030 

Iてラメータ
3桁（1桁）

4 3 

4～7桁（4桁）

送信時に、点灯しているドットの数をメーター値と
して読出します。従って相対的な値です。
(SメーターとRFメーターはSMコマンドです。）

2 

M

M

 

R 

R 

定

出

答

設

読

応

R 

RIT [RIT］のON/OFF。（RIT周波数のUP/DOWNはRU、RDコマンドです。）RT 

パラメータ
3桁目（1桁） OFF=O 

ON=l 
｜
｜
釦
一

4 
／
／
／
司
噌
i

3
一N
F。。

2 

T 
1 

R 定

出

答

設

読

応 T R 

T R 

RX・・・受信状態にする。 TX・・・送信状態にする。（設定、応答コマンドのみです。）TX RX 
3 2 3 2 

なしI宅ラメータ
X T X R 設定

X T X R 応答

スキャン［SCAN］のON/OFF。SC 

パラメータ
3桁目(1桁｝ OFF=O 

ON=l l
l
E
 

4 3 

ON/ 
OFF 

2 

C s 定

出

答

設

読

応 C s 
C s 

Semi Break l『1時のディレイタイム（DELAYつまみ）の設定。SD 
7 6 5 4 

I＇＼ラメータ
3～6桁（4桁） 0050～0800 [ms] 

「一一一一一一「
レイタイム
L一一一一一一」

J

1

J

1

 

T

一ア
I
l
l
i
－－一ア
l

3 2 1 
一
山
一

D s 
s D 

定

出

答

設

読

応

D s 
受信時はSメーター、送信時はRFメーターの値観出し。SM 

0000～0030 

点灯しているドットの数をメーター値として脱出し
ます。従って相対的な値です。

（設定コマンドはありません。 SWR,COMP、

ALCメーターの醜出しはRMコマンドです。）

J
7
 

I＇＼ラメータ
3～7桁（4桁）

7 6 

3 

高
陸
一

，a咽E
’－

寸
カ
ム

一
出
一

5
一
R

一

一Pμ

一

T

T

4

 

一pu
一

4一

M
一

一E
L

－

－

－

i
r
R
」

／
／
－
 

Q
d

一

2 

M」
「

M
l

s 
s 

1 

読出

応答
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SQ/SR/VD/VR/VX/XT 

6 5 

OOO(min）～255(max) 
J＇＼ラメータ
3～5桁（3桁）SQLレベル

SQLレベル

スケルチレベル（SQLつまみ）の設定。

4 3 

Q 

2
「

Q
」
「

1

7

ー

SQ 
1 

s 
s 

定

出

答

設

読

応

Q s 

SR VFOリセット（RX-Aリセット）またはMRリセット（A=Bリセット）。（設定コマンドのみです。）

’A
内
ζ一一一一

VFOリセット（RX-Aリセット）
MRリセット（A=Bリセット）

J＇＼ラメータ
3桁目（1桁）

4 3 

回
2 

R s 
1 

設定

voxのディレイタイム（DELAYつまみ）の設定。VD 

0150～2700 [ms] 
J＇＼ラメータ
3～6桁（4桁）

「一一一一一一一寸

レイタイム
L一一一一一一」

J

1

J

1

 

T

－ア
l

i

l－
－

T

－ア
l

7 6 5 
「一一一一一一寸

レイタイム

D 
Tv－「
v－「
i

4 3 

D 
2 

設定

読出

応答 D V 

音声を発する。（設定コマンドのみです。）VR 

なしパラメータ

2 

R 

3 、J設定

VOX[VOX］のON/OFF。vx 

J＇＼ラメータ
3桁目（1桁） OFF=O 

ON=l 

－

1

川町一

4 3 
ON/ 
OFF 

2 

X 
1 

V 

X V 

定

出

答

設

読

応

X V 

XIT[XIT]のON/OFF。（XIT周波数のUP/DOWNはRU、RDコマンドです。）XT 

ノfラメータ
3桁目(1桁） OFF=O 

ON=l 
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4 

l

l

凶

3 
ON! 
OFF 

2 

T X 定

出

答

設

読

応 T X 

T X 



メニュー操作
メニューで設定できる項目は別衰の69項目です。
メニュー操作は下記に統一されています。このた
め、基本編を除いて下記の省略型で記載していま
す。（例メニュー52)

回［ MENU］を押す

図 M.CH/VFO.CHつまみでNo.52を選ぶ

回［ UP/DOWN］で1000/500/100を選ぶ
・マイクロホンの［UP/DWN］でも選べます。

・回の後固に戻ると、メニューを連続して設定できます。

回［ MENU］または［団／CLR］を押す
・設定が完了します

圃 …mはメニュー設定を完市ません。

・メニューの省略型

周波数ステ yプの選択
1000/500/IOOkHz 

初期値 IOOOkHz⑨
 
クイックメニュー

メニューの中からよく使うメニューだけをクイック
メニューとしてピックアップしておけます。

・クイックメニューの選択

1主意1・MHz表示が点灯しているときは、［MHz］を押して
ドー勺 Hz表示を消してから操作してください。

回［ MENU］を押す

固 M.CH/VFO.CHつまみでクイックメニュー

に入れるメニューを選ぷ

ヨ［M.IN］を押す
・脅マークが点灯します。

・もう一度［M.IN］を押すと合マークは取り消せます。

固［ MENU］または［固／CLR］を押す
・設定が完了します。

す回
れ
を
諸

ル

一

。

み

最

．．
 
，E品
主

ゴ

U
ノ

1

1

・。、
A

略

す

甘

引

m

j

可

押

す

同

H
）

r

を

押

献

ω
－4

ニ

］

を

花

氏

ム

メ

u
d
k敗

V
ク

ク

川

比

加

引

い

け

ケ

附

川

叩

心

グ

ィ
［
ト
し
・

M
・

酌

回

図

司

96 

回［ MENU］または［固／CLR］を押す
・クイックメニューは終了します。

メニューAとメニューB

本機はメニューの全項目をAとBの2系列に設定でき
ます。メニューNo.00でメニューAとメニューBが切
替わります。

恥1ENU.A/B

⑨
 例えばメニューAはDX向きの設定、メニューBは

ローカル向きの設定、のように使います。

PFキーにメニュー操作を割当てる

メニュー操作は全てPFキーに割当てることができま
す。（PFキー→p.68)

PFキー［ENTER]
[FINE] 
[TF-SET] 
[1MHz] 

割当てるための番号はメニュー番号と同じです。

メニュー操作を割当てると、キーを押すだけで割当
てたメニューが直接呼び出せます。
クイック〆ーユーよりさらに頻繁に設定変更するメ
ニューに使用します。

向、メニューNo.45～48はPFキー機能で［ENTER］、
[FINE］、［TF-SET]、［1MHz］に初期設定されています。

メニューの一時的リセット

正常に動作しなくなった時などに、メニュー設定に
起因するものかどうかを調べるため、メニューを一
時的にリセットできます。

田［団／CLRJを押しながら電源を入れる
• MENU表示が点滅し、メニューはすべて初期値になりま
す。

電源を切ると、メニューは元の設定値に戻ります。
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メニューリスト

メニュー
機能

初期値
サプ表示

No. (A=B) 
p. 

。。 メニューAとメニューBを切替える A MENU. A/B 96 

01 AGC時定数の AUTO(ON) / MANUAL(OFF) を切替える oFF AUT/MAN 64 

02 AGC時定数を切替える SSBモード OFF、1～20 7 AGC SSB 64 

03 AGC時定数を切替える cwモード OFF、1～20 12 AGC CW 64 

04 AGC時定数を切替える FSKモード OFF、1～20 14 AGC FSK 64 

05 AGC時定数を切替える AMモード OFF、1～20 5 AGC AM 64 

06 AFAGC時定数を切替える O:SLOW/ 1:MID / 2:FAST 1 AF. AGC 65 

07 AFAGCをON/OFF(O）し、ゲインを切替える 1（小）～4（最大） 1 AF. AGC. LV 65 

08 受信信号もA丁目路を通す（ON）／通さない（OFF) oFF RX AT 51 

09 メーター表示のピークホールドをON/OFFする on P HOLD 61 

10 TF-SET中の周波数差（企f）を表示する oFF ム FREQ 20 

11 AIPON時にSメーター（ゲイン）を補正する oFF AIP. GAIN 48 

12 FMモードのSメーターの感度を調節する ON（高）／OFF（低） on FM. S-MET 27 

13 ラインエンハンサをON/OFFする on LINE. ENH 47 

14 ラインエンハンサの追従速度を設定する 0（速）～4（遅） 4 LINE. ENH 46 

15 SPAC相関時聞を選択する 2、5、10、17mS 17 SPAC 47 

16 適応フィルター（B.C）の追従する速度 0（速）～4（遅） 2 SP.BEAT 45 

17 適応フィルター（オー卜ノッチ）の追従する速度 0（速）～4（遅） 2 SP. NOTCH 45 

18 適応フィルターの自動追従をON/OFFする on TRACK 46 

19 パケットフィルターの帯域幅を選択する OFF、1200、300、P oFF PKT. FIL 33 

20 パケッ卜用AF入力を調節する 0～2 2 PKT. IN 34 

21 RTTY／パケッ卜用AF出力を調節する O～9 4 PKT. OUT 32/34 

22 送信AGCの時定数を切替える O:SLOW/ 1:MID / 2:FAST MIC AGC 65 

23 cw立ち上がり／下がり時聞を切替える 2、4、6、8mS 4 CW RISE 26 

24 cwピッチ／サイドトーンを変更 400Hz～lOOOHz (50Hz) 800 PITCH 26 

25 スピーチプロセッサーの低音域の特性を切替える -6～＋6[dB] -3 PROC. LOW 23 

26 スピーチプロセッサーの高音域の特性を切替える -6～＋6[dB] 3 PROC. HI 23 

27 送信禁止をON/OFFする oFF TX INH 62 

28 voxゲインを調節する 0(1J、）～7（大） 4 VOX.GAIN 62 

29 SSB/AMの送信フィルターの帯域幅を選択 1800～3000 2300 TX. WIDTH 22 

30 SSB/AMの送信フィルターの口ーカット周波数の選択 0～500 草加 TX. SHIFT 22 

31 送信イコライザのタイプを切替える H（ハイ）／C(コム）I B（パス） H TX EQ. 66 

32 チューニングを完了したら自動的に受信に戻る機能のON/OFF on AUTO.RET 50 

33 チューニング完了のSWRを変える SWR= 1.2/1.6 oFF TUN. WIDE 50 

34 オート・モードをON/OFFする oFF AUT. MODE 67 

（※）パソコンコントロールのEXコマンド（→p.87）で、 PFキー（No.45～No.48）にメニュー項目を設定するときは、設定するメニュ一番号
に＋1してください。
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メニュー
機能

初期値

No. (A=B) 
サプ表示 p. 

35 全ビープ音をON/OFFする on BEEP 60 

36 モード・モールスをON/OFFする (OFFでは動作確認音が鳴る） on BP. MODE 60 

37 警告モールスをON/OFFする (OFFでは「ピピピ］と鳴る） on WARN. BP 60 

38 ビープ音の音量を変える 0(11')～9（大） 4 BP LV 60 

39 音声再生時のリービート再生機能をON/OFFする oFF REPEAT 69 

40 リービート再生時のインターパルを選択する 1～5、10～60 5 REP. TIME 69 

41 同調つまみの1回転の変化量を切替える 5、10 10 F. STEP 18 

42 AM BC帯の9kHzステップをON/OFFする on BC. STEP 30 

43 M.CH/VFO.CHつまみの周波数ステップを切替える 1/5/lOkHz 10 CH. STEP 17 

44 M.CH/VFO.CHつまみの下位周波数を丸める on STEP. ADJ 17 

45 [ENTER］の機能を変える （プログラム・キー） O～73 回 PF. KEY. UL 68 

46 [TF-SET］の機能を変える （プログラム・キー） O～73 70 PF. KEY. UR 68 

47 [1MHz］の機能を変える （プログラム・キー） O～73 71 PF. KEY. LR 68 

48 [FIN目の機能を変える （プログラム・キー） O～73 72 PF. KEY. LL 68 

49 メモリーデータの一時的変更をON/OFFする oFF CH. SHIFT 37 

50 照明を明（H）か暗（L）に切替える H DIMMER 60 

51 リニアアンプのリレーをOFF/l(=ON)/2(=DELAYON）する 1 LINEAR 11 

52 [1MHz］のステップを100kHz/500kHz/1MHzに切替える 1α）（） 1M/500K 17 

53 受信機用アンテナの出力をON/OFFする oFF EXT RX 11 

54 スプリッ卜転送機能をON/OFFする oFF TRNSFER 70 

55 運用中のVFOに直接スプリッ卜転送させる oFF DIRECT 70 

56 パソコン通信の速度とストップピットの設定 12 1～576 1 96 1 COM. RATE 82 

57 サプトーン周波数を切替える 39波 67.0～1750Hz 88.5 SUB. TONE 28 

58 サプトーン周波数の種類b:burst（パース卜）／c:continuous（連続） C SUB. TONE 28 

59 FMモードのパスブース卜をON/OFFする oFF FM.BOOST 28 

60 FMモードのナロー／ワイドを切替える oFF FM WIDE 28 

61 FMマイクゲインのL/Hを切替える L FM MIC 27 

62 FSKモードのシフト幅選択 170Hz、200Hz、425Hz、850Hz 170 FSK. SHFT 31 

63 FSKモードのキーの極性を反転する oFF MARK. POL 32 

64 FSKモードの受信トーンの変更 1275Hz(LOW)/2125Hz (HIGH) 2125 FSK. TONE 32 

65 プログラムスキャンでのスキャンホールドをON/OFFする oFF PG. S.HOLD 42 

66 グループスキャンをON/OFFする oFF GRP. SCAN 40 

67 メモリースキャンでのBUSYストップをON/OFFする on BSY. STOP 41 

68 メモリースキャンでのキャリアオベレー卜をON/OFFする oFF CAR.SCAN 40 
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定

仕様 モデル TS・870S

送 送信周波数特性
300～2600Hzで－6dB

（ローカット周波数300Hz,BPF帯域幅2300Hz時）

信
XIT可変範囲 ±9.99kHz 

部
マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 クアドラプルスーパーヘテロダイン方式

受信周波数範囲 lOOkHz～30MHz 

中間周波数
第1: 73.05MHz 第2: 8.83酌iHz
第3: 455kHz 第4: 11.30859375kHz 

lOOkHz～500kHz OdBμ(lμV）以下

SSB,CW, 500kHz～1.62MHz 12dBμ(4μV）以下
FSK 
(lOdB S十N/N) 1.62MHz～24.5MHz -14dBμ(0.2μ V）以下

24.5MHz～30MHz -lSdBμ(0.13μ V）以下
感度

lOOkHz～500kHz 6dBμ(2μV）以下

AM 500kHz～1.62MHz 30dBμ(31.6μ V）以下

(lOdB S+ N/N) 1.62MHz～24.5MHz 6dBμ(2μV）以下

~ 24.5MHz～30MHz 6dBμ(2μV）以下

FM (12dB SIN AD) 28MHz～30MHz 12dBμ(0.25μ V）以下

信
SSB Lo 300Hz Hi 2600Hz 6dB: 2.3kHz, -60dB: 3.3kHz 

C羽7 羽Tidth200Hz -6dB: 200Hz, -60dB: 450Hz 
部

選択度 F乱f Width 14kHz 6dB: 14kHz, -60dB: 18kHz 

AM  Lo lOOHz Hi 4000Hz -6dB: 9kHz, -60dB: 12kHz 

FSK Width 500Hz -6dB: 500Hz, -60dB: lOOOHz 

イメージ妨害比 80dB以上（1.8～30MHz)

第1中間周波妨害比 80dB以上（1.8～30MHz)

ノッチフィルター減衰量 40dB以上

RIT可変範囲 ±9.99kHz 

lOOkHz～500kHz 6dBμ(2μV）以下
SSB,C羽「，

500kHz～1.62MHz 26dBμ(20μ V）以下スケルチ FSK,A乱f
感度 1.62MHz～30MHz 6dBμ(2μV）以下

FM 28MHz～30MHz -12dBμ(0.25μ V）以下

低周波出力 1.5W(80、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80 

司： JAIA 
．定格は技術開発に伴い変更することカfあります。
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-ABC順

2 2信号特性 48 D DC13.8V端子 10 R RCAピンジャック 11 

5 50Wパワーダウン 79 DC安定化電源 10 REMOTE端子 11 

7 ?PIN DINプラグ 12 D伊 22,45, RFゲイン 64 

A ACC2端子 12,31, 
位

RIT（周波数） 日

33,34 E EQUALIZER 伍
RS-232Cポート 13 

ACC2用接続プラグ 12 EXT SP端子 12 
31,32 RTTY 

Accukeyer 57 EXT. RX ANT端子 11 
RTTY端子 13,31 

AF AGC 缶 F FILTER 61 
RXAT 51 

AFSK方式 12,33 FMナ口一 28 s S（シグナル）メーター 61 
AF出力レベル（RTTY) 32 FMパスブース卜 28,34 

Sメーターの感度切替え 27 
AGC 61,64 FMモード 27 

Sメーター補正（AIPON) 48 
AIP 48 FSKモード 31,32 

SHIFT 44 
ALCゾーン お FSK方式 12 

SM-230 11,71 
ALCメーター 21,24, G GND端子 11 

30,32, S0-2 71 
H HELLO 15,73 34,61, SPAC（スパック） 46 

AM BC帯 3) High Boost 回
SQL 15,27 

AMTOR 12 Iambic 57 
SSBモード 21,22, 

AMモード 3) IFOUT l端子 11 23 

ANO 12,34 IF-232C 14,70, SSBオートモード 67 
71 

ANTl, ANT2端子 10 出刊 12 

IFゲイン 64 
ANTI VOX 位 Super Keyer 57 

K KEY端子 13 
SWR 49 AT-300 10,51, 

71 L LED照明 印
SWRメーター 61 

ATT 48 LOGI KEY 4 
SWR判定をゆるくする 50 

ATI＼ンド 49 LSBモード 21 
T TF-SET機能 20 

8 b （パース卜） 28 M MHzモード 17 
TL-922 11,12, 

BFO周波数 24,25, MICゲイン 21,65 25 

26,31 MIC端子 14 TNC 33,34 

BUSYストップ 40,41 N N.R.（ノイズリダクション） 46 u USBモード 21 

C cc連続） 沼 NB（→ノイズプランカー） 47 V VBT 44 

CARつまみ 23,24, 。ON AIRインジケーター 21,24, VFO AとVFOB 19 
30,32 27,30, 

32,34 VFOモード 19 
Comb Filter 田

COM端子
p PACTOR 12 VFOリセット 73 

13 

COMP（コンプレッショ 23,61 PADDLE端子 13 VOICE 田

ン）メーター PFキー 回 vox 62 

Curtis”A" 57 PHONESジャック 14 voxゲイン 62 

(CW）メッセージの再生 52,53, PKD 12,34 VS-2 68,71, 
56,58 72 

cwピッチ
PG-2Z 71 

W WIDTH 24,26 44 

CW-R（リパース） 24 
PS-52 10,71 

WPM 53,54 

cwメッセージ 52 
PWRメーター 61,62 

X X-Yスコープ 34 

cwモード 24 XIT 臼
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あいうえお1原

あアース端子 11 く クイックメニュー 60,96 すスキャンスピード 41,42 

空チャンネルサーチ 36 クイックメモリー 35,39, スキャンホールド 42 

アッテネーター
70 

48 スケルチ 15,28 

アンテナ・チューナー 49 
区間指定メモリー 35,38 

ステーションモニター 11 

アンテナチューニング 50,60 
区切周波数 67 

ステレオプラグ 13 

アンテナ系 49 
くし型フィルター 66 

ストップビッ卜 82 

いイコライザー 伍
クリッ／え お

スパック 46 

一時的変更（メモリー） 37 
クリップ 日

スピーチプロセッサー 21,22, 

移動する局 79 
グループスキャン 35,40 23,30, 

61 

つ
け蛍光ランプ 9 

ウエイト 55,58, スプッリトメモリー 29 
59 警告（音） 18,40, 

埋込モー r(cwcommand) 53,59 
日 スプリッ卜・データ 35,36 

ウルトラスピード 57,59 
警告モールス 60,76 スプリット運用 19,29 

ー 圏内QSO 22 スプリッ卜転送 13,14, 』

えエラー率（パケット） 34 70 
コマンド 回

エラーメッセージ 自 スペース周波数 31 

エレクトロニックキーヤー 52 
コマンド・キーイング 52,53 

スペース送信 32 
コムフィルター 伍

おオー卜・アンテナ・チュ－ 49 スペース調節（CW) 55,59 
ナー コンブレッションレベル 61 

オートスペーシング（CW) 54,59 さ再生（CWモード）
スルー

日
51 

再生（音声）
スレッショルドポイン卜 27 

オートノッチ 45 回

オートモード 21,67 サイドトーンモニター
スロープチューン 43 

26 

オールスキャン 40 サプトーン 28,29, 
せ設定モー r(cwcommand) 53,59 

オールリセッ卜 53,73 
35,36 接点電流 13 

音声合成（ユニット） 68,72 
し時定数（AGC) 64,65 セミプレークイン 25 

か開局申請書 78 
自動追従 45 ゼロイン 24,25 

シフト 22 そ送信AGC 回
開始周波数 35,38, 

42 シフ卜位置 43 送信イコライザー 日

外部エレク卜ロニックキー 13 車載運用 10 送信フィルター 3'.) 

ヤー
周波数ステップ 17,18 送信禁止 位

外部コントロール 11 
周波数の丸め 17 送信出力 15 

外部スピーカー 12 
周波数ロック 位 fこ ターミネータ 田

確認モード（cwcommand) 53,59 
終了周波数 35,38, タイムオベレート 40 

空のキー 回 4之
ダイレクト・メニュー操作 自

管ヒューズ 4 受信フィルター 21,43 
多機能TNC 12 

き キーイングスピード 日 受信トーン 32 
縦振れ電鍵 13 

キースピード 56,59 受信専用機 11,14, 
短点 13 盟

キーヤーのタイプ 57 
ち チャネル間コピー 36,37 照明 印

技術基準適合証明 78 
中心周波数 44,61 シリアルナンバー（コンテス 54,55, 

技適証明ラベル 78 卜） 58,59 中断再生（CW) 56,59 
キャラクタモード（CW) 52,55, シンプレックス・データ

自
35 長点 13 

キャリアオベレー卜 40 
シンプレックス運用 19 つ追従スピード 45 

キャリアポイン卜 34 通過帯域幅 44 

極性反転 32 通信速度 33,82 
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てディスプレイ照明 回 左手運用 56 も モードモールス 21,24, 

ディレイタイム 25,62 微調節 18 
30,32, 
34,60 

データの消去（クリア） 37,38 「ピッj 印 モニター 21,27, 

データ通信 12,31, 「ピピピ」 回
3) 

33 
ヒューズ 4,71 ら ラインエンハンサ 46 

適応フィルター 45 
標準メモリー 35 ラグチュー 伍

電鍵 24 
ふフィルター幅 43 ランダムな雑音 46 

電源端子 10 リアルタイムモード（CW)プランキング音 47 52,55, 

転送 70 
回

デュアルデジタルVFO
プリセットチューニング 49,51 

泊 リセット 53,73 

プリセットメモリー 49 

デルタ・エフ（ムf)（＝受信 20 リチウム電池 35 

周波数ー送信周波数） フルプレークイン 25 
リニアアンプ 11,12, 

テンキー 18 プレーク（CW) 日 25,71 

と トーン周波数 28 プレークイン 25,62 リピート再生 回

な ナロー／ワイド切替え（FM) 27,28 プレードヒューズ 4 リレー 11 

内蔵エレク卜ロニックキー 13,52 プログラマプル 自 リレー保護 25,51 

ヤー ファンクションキー
れ レピーター 28,29 

ナロー送信 28 プログラマブルVFO 38 
連続（c) 28 

の ノイズプラン力一 47 プログラムスキャン 38,40, 
42 連続再生（CW) 56,59 

ノイズリダクション 45,46 
プ口セッサー 65 連続再生（音声） 回

ノーマル（CW) 24 ろ ローカット周波数へヘッドホン 12,14 22,43, 

ノッチフィルター 45 61 

はパースト（b)
ほポーズ（CW) 55,59 

28 
保証認定

ローカル（QSO) 22,26 

79 

ハイカット周波数 22,43, 録音（音声） 回

61 ま マーク周波数 31 
録音モード（CW) 52,59 

ハイブースト 田 マーク送信 32 
ロックアウト 40,41 

マイクゲイン（FM)パイルアップ 22,44, 27 

63,66 
ロングラグチュー 46 

マイクロホン感度 65 

パケットフィルター 33 マニュピレーター 24 

パケット通信 33 丸め 17 

パスブースト 缶 めメーター 61 
スイッチ、つまみ、表示の検索は下記

のページをごらんください。
パソコン・コントロール 13,28, 

泣
メニュー操作 96 

メモリーサーチ 36,60 
・スイッチ、つまみ （→p.6) 

パックアップ 35 ・ディスプレイ表示 （→p.8) 

パラメータ 回
メモリーシフ卜 37 ・（CW）コマンドリスト （→p.59) 

パワーダウン（lOOW→50W) 79 
メモリースキャン 40,60 ・パソコンコントロールコマンド

ハンドキーモード（CW)
メモリースクロールモード 35 リスト （→p.83) 

55,59 ・メニュー・リスト （→p.97) 

バンドスコープ用端子 11 
メモリーチャンネル 35 

バンドパスフィルター 22,44 
メモリーチャンネルロック 41 
アウト

ひ ピークホールド 61 メモリーのパックアップ 35 

ビート音 75 メモリーの呼び出し 36 

ビートキャンセル 45 メモリーの残量（CW) 54,59 

ビートピッチ 25 

ビープ音 印

103 
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